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発表！　今年の抱かれたい男ランキング
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　第一販売課のフロアは、電気が点けっぱなしかもしれない。その日、珍しく長時間の残業をした私は確認してから帰ることにした。

　時刻は二十一時。他の部署なら、わざわざ電気のチェックなんかしない。第一販売課は特別だ。

　あそこの連中は社内ルールなんか気にしない。電気がひと晩点けっぱなしでも、オフィスの施錠ができていなくても、関係なーいって顔をしたヤツらばかり。それを許しては総務部の名折れだ。

　望もち月づき日ひ冴さえ、二十九歳。六年間の総務部勤務をなめるなよ！

　三階のフロアを目指して階段をのぼる。第一販売課は案の定、煌こう々こうと電気が点いていた。

　あんにゃろーどもめ～！　点けっぱなしで帰ったな～！

　私は室内に入ろうとして、開け放たれたドアの手前でストップした。中に誰かいるのに気付いたのだ。

　第一販売課は総務部の三倍くらい広く、ざっと四十畳ほどのフロア面積があり、その人物は中ほどのデスクの島で私に背を向けて立っている。ドアから顔を覗のぞかせる私との距離は十メートルちょっと。

　あれは？　荒こう神がみさん？

　すぐにわかった。背が高くて、脚が長くて、スタイル抜群の後ろ姿。ワイシャツを腕まくりして電話中みたいだ。

「そうですか」

　荒神さんはスマホを耳に当て、喋しゃべっている。彼が身じろぎして角度が変わったので、私の位置から彼の横顔が見えた。

　すっと通った鼻び梁りょう。いつも自信たっぷりにつり上がっている口の端。エロカッコいいと評判の二ふた重えの瞳。

　……その瞳が真っ赤に潤うるんでいた。

　大粒の涙がひとつ、滑り落ちる。次から次へと彼の頬ほおを転がり、落ちていく涙。

　嘘うそ。

　嘘でしょ？

　荒神さんが泣いてる……。

「改めて……ご挨あい拶さつにおじゃまします……はい……本当に」

　男泣きと形容したらいいだろうか。涙ぐむという程度の泣き方じゃない。

　彼はボロボロ泣いている。たったひとりのフロアで、スマホで誰かと話しながら。

　しゃくり上げるのを我慢するから、声は押し殺されていて、低くかすれそうだった。その様子がひどく切ない。

　通話を終えた荒神さんは、スマホを書類の束の上に放ると、どんっと音をたてて、両手をデスクについた。

　そして、嗚お咽えつした。誰はばかることなく肩を震わせ、苦しそうに涙をこぼす。

　私は息を呑のむ。衝撃だった。普段の彼を知っているだけに、あまりに違うこの状況はショック以外の何物でもない。

　だけどその姿は純粋で、綺き麗れいで……驚くほどセクシーだった。

　音をたてたつもりはなかった。しかしなにかの気配を察してか、荒神さんがバッと振り向いた。いち早くドアの後ろに隠れた私は、そのまま急いで第一販売課のフロアから立ち去る。

　大丈夫、見られなかった自信はある。

　エレベーターではなく、いつもどおり階段で一階の総務部まで下りた。その間も、心臓はずっと大きな音で鳴っている。ドッドッドッと激しく跳ねている。

　荒神さんが泣いていた。

　あの荒神 薫かおるが。

　たったひとりで泣いていた。

　信じられなくて胸が疼うずいて、私はひとり呆ぼう然ぜんと帰路につく。

「夢かな」

　そんなひとりごとが、駅前の喧けん騒そうに消えた。
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抱かれたい男っていうけどさ




　夏真っ盛り。総務部は節電と女子の多さから、冷房の温度設定が高めだ。

　私は肩より少し伸びた髪を、シュシュでひとつにまとめた。陽射しの入る午前中は結構暑い。

　前髪はポンパドールにしているから爽やかだけど、汗と前髪の刺激でおでこに吹き出物が出ないように、という目的だったりする。

「望月くん、ちょっと言ってきてくれない？」

　気の弱そうな口調で私に依頼するのは、平ひら野の総務部長。色白で小柄なおじ様で、猫背だからより小さく見える。ほっぺたなんか、その辺の女子社員よりモチッと柔らかそうだけど。

「また私ですかぁ？」

　私はオフィスチェアに背を預け、うんざりと問い返した。

　ＯＬも六年やっていると幅がきくようになってきて、部長相手にだって軽く文句が出る。

「君が行くのが、一番波風が立たないと思うんだ」

「ガツンと波風立てましょうよ。むしろ、私が行ったら暴風波浪警報ですけど」

「まあまあ、そう言わずひとつ頼むよ」

　彼は部長なのに、部下に簡単に頭を下げる。その弱気が、営業部隊をのさばらせる原因だと思うんだけどな～。

　でも、頭を下げられちゃ仕方ない。私は立ち上がる。

「ラジャー。一販課に殴り込んできます」

　びしっと敬礼をすると、平野部長は慌てた。

「くれぐれも穏便にね」

　総務部のフロアを出て、三階を目指す。目的地は営業部第一販売課。

　殴り込みの事由は、今日の午前中の件。大会議室を勝手に使った第一販売課に、注意処分を下しに行くのだ。

　そもそも今日はＬＥＤ特販部が大会議室を予約していた。それなのに第一販売課が予約もなしにメーカーの営業たちを招いて、勝手に打ち合わせを開いてしまったのだ。

　お客様が来ていては追いだすこともできない。結局、行き場のない特販部のために、大急ぎで応接室を会議室仕様にセッティングする羽目になった。

　このゴタゴタに忙しく働いたのは我ら総務部。

　望月日冴、総務部を代表して、今日の事件の首謀者にひとこと物申しに参る！

　第一販売課の広いフロアに到着すると、同期の福ふく谷たに 健けんを見つけた。学生時代は柔道部員だったという福谷は、平均的な身長のわりにがっしりした体格だ。

　彼はやってきた私の姿を見て、ニコニコと手を振る。反射的に笑顔が出るのは営業マンの特徴かもしれない。

「福谷、荒神さんいる？」

「あー、やっぱ望月が来ると思ってたんだ」

　福谷は額に手を当てて言った。こいつも事件の共犯者なのに、他人事感が半端ない。

「そりゃ来るわよ。社内ルール遵守活動も総務部の仕事だもん」

「はーい。いつも守らなくてすみませーん」

　彼は合掌し、首を傾げて謝るそぶりを見せた。

　可愛かわいくないんだよ、二十九歳男子のその仕草は。

「で、私が文句を言いに来た〝ミスタールール無視〟は、いずこへ」

「荒神さんならいつものトコ」

　福谷が困った顔で答えた。

　いつものトコ。よーく心当たりがある。

　私は福谷に背を向け、ズカズカと第一販売課のフロアをあとにした。




　普段は誰も来ない、ほとんどの人が存在を忘れている非常階段に、目当ての人物はいた。

　ワイシャツを着たその広い背中が艶つやっぽくてドキドキする、ともっぱら評判の彼。事実、後ろ姿だけですでにイケメンムードが漂っていることは認めざるをえない。

　しかし……ん？

　彼の肩越しに、白い煙がゆらゆらーっと立ちのぼっている。

　こーのーやーろー、またかー！

「荒神さん、社内禁煙!!」

　彼の背後で声を張り上げると、ミスタールール無視が振り向いた。そして私の顔を見つめ、驚くでもなくゆるゆると笑う。

「望月かー、そろそろ来る頃かと思ってたわ」

　荒神 薫、三十四歳。電子部品専門商社・キヅキ電でん産さん株式会社、営業部第一販売課主任。

　転職してきて以来五年間、〝社内抱かれたい男ランキング〟ナンバーワンに君臨する伊だ達て男おとこだ。

「禁・煙!!」

　私がもう一度言うと、荒神さんは素直に持参の携帯灰皿でタバコを消した。

「はいはい。相変わらず総務部は暇だねー」

　暇？　私はムッとしながら答える。

「就業時間中にタバコ休憩とれるほうが暇なんじゃないですか？」

「あはー、確かに」

　のれんに腕押し。この男と喋っているといつも浮かぶことわざ。私の文句も嫌味も、全然堪こたえていない。

「会議室の件でしょ？　望月が来たのって」

「そうです。どうして事前に予約してくれないんです。社内ネットワークで、すぐできるじゃないですか」

「いやー、急な打ち合わせでさー」

　荒神さんがうそぶく。営業マンは『急な』という言葉が好きだ。

「急を要するときは総務部に相談。基本ですよ？」

「忘れてました」

　エロスな口元から舌がペロッと出る。いい年して、てへぺロすんな!!

　荒神 薫は総務部にとって、社内一の問題人物だ。転職してきて最初の三年は埼玉営業所にいたのだけど、その頃からとにかく総務部の言うことを聞かない。提出書類はいっさい出さず、催促しても『ごめんねー』で終了。営業所長に言って無理やり出させるまでに、たいていひと月はかかる。

　社内エコ運動なんかにも無理解で、紙資源や電気の節減を求めても平気で無駄使い。大量の紙でレジュメを作って配りまくっているのを目にしたときは、血の気が引いた。

　社内禁煙なんて、今どき当たり前のことも守ってくれない。しかも本人、悪気がない。『細かいこと言わないでよー』と笑っているだけだ。

　これでお荷物社員ならよかった。しかし、彼は埼玉営業所でパチンコスロット関係の大きな顧客を持ち、大量のＬＥＤと液晶ディスプレイの販路を開拓して流通させ、我が社に大きな利益をもたらした男でもあった。

　稼ぎ頭を怒るヤツなんて存在しない。……私以外。

「次やったら覚悟してくださいよ？　査定に響くよう、営業部長に直談判しますから！」

「望月ね、俺のために一生懸命になる暇あったら、世話焼ける彼氏を探しなさい」

　やもめの父親が娘にでも言うみたいな言葉だ。私は目をつり上げて応戦する。

「そーいうの、セクハラに当たるんですよ？　さすが旧時代的営業マン。言うことが違う！」

「あー、セクハラかぁ。なに喋っていいかわかんねぇ時代だなぁ～」

　荒神さんからしたら、総務部の女子社員がひとり騒いだところでなにも変わらないと知っているのだ。

　いかんせん、営業部隊というのは総務部をなめている節がある。社外で戦う彼らの目には、総務部の私たちが味方相手に社内で戦う姿がくだらなく映るのだろう。

　しかし、私は私の仕事を貫くのみ！　荒神さんが年上だろうが社歴は私のほうが上。ルール無視男は全力で否定いたす!!

「もう一回言います。次はありません！　わかりましたね？」

「はーい。モッチーの言うとおりにいたします」

「変なあだ名をつけない！」

　私が怒りで湯気を出さんばかりにしていても、荒神さんはニヤニヤしている。

　ダメ、こんなの相手にしていたら血圧上がっちゃう。

　話は終わったので、勢いよく彼に背を向けた。

「望月」

　ドアノブに手をかけたところで荒神さんに呼ばれる。非常階段の狭い踊り場を振り返ると、手すりを背もたれにして彼が私を見ていた。

「俺に厳しい女子って、おまえくらいだよ？」

　ほほぅ。なんというモテ男の思い上がり発言。

　私はきつーく荒神さんを睨にらんだ。

「すべての女子があなたの味方とは思わないほうがいいですよ」

　すると荒神さんが手すりから離れ、長い脚で一歩私に近づく。

　距離は充分に縮まり、驚く間もなく彼の指先が私のほっぺたを突いた。ぶにゅっと音が出そうな指のめり込み感。

「あんまりいじめると俺、泣くぞ」

　私の脳裏に、先週の夜の映像がよぎる。

　夢みたいな光景。荒神さんの涙。

「失礼します！」

　私は彼の指を、手ごとぐしゃっと潰して放り投げると、非常階段をあとにした。

　胸がまたドキドキしていた。この前見たあのシーン。

　やっぱ信じらんない……。こんな男が、あんなふうに泣くなんて、夢に違いない。疲れていたんだ、私。そうでなければ、人違い。

　私はガンガン音をたてて、階段を下りていった。




　その日の夜、神楽かぐら坂ざかのタイ料理屋で向かい合ったのは、同期で仕入部の真ま壁かべ瑠る璃りだ。

　狭い階段をのぼった二階にあるこの店は小さいので、夜は仕事帰りの若い女の子ですぐ満席になってしまう。今日は運よく、籐とう素材のテーブル席に着くことができた。

　店内には現地の絵が飾られ、その横には雑誌で紹介されたときの記事が貼りつけられている。ついでにシンハービールの広告も並べて貼ってある。この無造作でアンバランスな感じが、私も瑠璃も好きだ。

「コープンカー」「サワーディーカー」と現地人スタッフがお客さん相手に声を張り上げるのもいい感じ。

　私たちの会社は飯いい田だ橋ばしにあるので、私と瑠璃の定例会はたいてい隣の駅で店が多い神楽坂か、帰路の途中の新しん宿じゅくになる。ここは神楽坂でのお気に入りの店。

　定例会の相棒、瑠璃は同期の中で一番仲がいい。ゆるふわカールのミディアムボブで、背が低くて胸がおっきくて、レースやふんわり系の服が大好きな瑠璃。

　私はどちらかというと飾り気の少ない服が多く、通勤服はいつもアンクル丈のパンツにシャツかカットソーで、たまにジャケットをプラスするくらい。髪型も瑠璃と長さはそう変わらないけれど、私は濃い栗色のストレートヘアで、おでこを出したスタイルがほとんど。瑠璃みたいな柔らかふんわりヘアに憧あこがれはしても、髪質的にも性格的にも似合わないだろう。

　甘めな雰囲気の瑠璃とシンプル派の私は正反対だけど、妙に気が合う。大人になってからできた親友って感じだ。

「大変だったってね～、総務部は～」

「なんで知ってるのよ？　福谷からの情報？」

　私は眉根を寄せて問う。瑠璃と第一販売課の福谷は交際四年で、結婚間近だ。

　瑠璃はぽってりとした唇くちびるを横に引いて笑った。

「健ちゃんに聞かなくても、本社中が知ってるよ。一販課が勝手に大会議室使って、ＬＥＤ特販部がキレて、総務部がてんてこ舞いだったって」

　はは～。もう有名な事案ですか。

「そして、平野部長の代わりに総務部の警備員・望月日冴が、首謀者・荒神主任をコテンパンにして、厳重注意を下したって」

「だーれが総務部の警備員だ。そしてどんだけ話が盛られてんだ」

　私は面おも白しろおかしく語られる武勇伝に眉をひそめた。

「しょうがないよー。みんな荒神さんの態度には諦めてるけど、日冴は唯一、文句を言う人間なんだから。噂うわさになるのは、日冴が仕事熱心で偉いってことだよー」

「私だって、部長に頼まれて仕方なくだわよ！」

　プリプリ怒る私をなだめようと、瑠璃がメニューを開いて見せる。

「とにかく食べよ？　お腹減ったよ。今日はガイガパオって朝から決めてたんだから」

　しぶしぶメニューに目を落とす。

　よし、実務にも噂にも疲れたから、カオマンガイはライスも鶏肉も大盛りで、生ビールも頼もう。




「それにしたって、荒神さんってカッコいーよねー」

　食事も終盤、あちこち行ったり来たりの会話が再び荒神 薫の話題に戻った。

「日冴は問題児担当の先生って感じに思ってるかもしれないけど、みんなは彼と絡めるのが羨うらやましいって言ってるよー」

　好きで絡んではいないんですけど。私は二杯目のグラスビールを飲みながら渋しぶ面つらになる。ちなみに『みんな』というのは、うちの会社の若手女子社員のことだ。

「仕事で絡む人なんて多いんじゃないの？　あちこちの部署に迷惑かけてそうだし」

「関わる人は結構いるけど、日冴みたく、とっつかまえて叱しかるって関係性はさぁ、レアケースだよね。なかなかできないよ。なにしろ……」

　瑠璃が言葉を切って、むふふと笑った。

「荒神さんは、キヅキ電産株式会社の抱かれたい男ナンバーワンだもん!!」

　瑠璃の憧れたっぷりの視線は宙へ。私は呆あきれて深ーくため息をついた。

「それさー、いつからのシステムなんだろうね」

　我が社の女子社員の間には、本当に〝抱かれたい男ランキング〟というものへの投票がある。何十年も前から某雑誌などで言い慣らわされてきた、このややバブリーな名称は、我が社では男性社員の名誉称号だ。みんな仕事とは別次元で大おお真ま面じ目めに目指している。

『いい男は仕事もできる！』

　我が社の社長、木き月づき文ふみ男おも社訓のようによく言っているし、その辺もこの慣習の理由なのかなぁ。

　荒神 薫は転職以来、五年間もこの称号を独占し、守り抜いている。

　百八十五センチの長身で、彫りの深いワイルドな顔立ち。仕事上、生やしてはいないけど無ぶ精しょう髭ひげが似合いそうなタイプだ。

　セクシーな二重の目。高い鼻。キスしたくなる形のいい唇。軽くクセのある黒髪はいつもてっぺんだけワックスで持ち上げている様子で、ナチュラルなのに洗練された男っぽさがある。

　とにかく！　見た目で得しているとしか思えない。仕事ぶりの荒っぽさ、性格の適当さを補って余りある外見が、彼を抱かれたい男の地位にとどめているわけだ。

「抱かれたい、って……そもそも私、その言葉が苦手」

「そうだよね。日冴は抱かれるっていうか、がっつり抱くってタイプだもんね」

「人を肉食系みたいに言わないで。受け身になりたくないだけだよ」

　本当に私が肉食系なら、三年も彼氏がいない理由はない。強そうに見えるのは会社内でだけなんだけど、誰もそんなこと理解してくれない。

「私は荒神さんに抱かれてみたいけどなぁ」

　瑠璃がうっとりと言う。顔の横で手を組み、夢見る乙女のポーズだ。

「あの色っぽい唇でめちゃくちゃにキスされてみたい！　しかも結構、意地悪タイプじゃない？　ベッドの中ではもっともっと意地悪されちゃいそう!!」

　瑠璃の妄想は果てしない。元から彼女は趣味、特技が妄想なのだ。婚約者の福谷がいるのに、変な妄想するなよ……。

「あとね、最近気付いたんだけど」

　瑠璃はさらに身を乗りだして言う。

「荒神さんって、手がヤバイくらいエロいの！」

　は？　手がエロいって？

「なに、あんたセクハラでもされた？　おしり触られたとか」

「もー！　そういうんじゃないの！　手の形！　甲の骨張った感じとか、指の長さとか、節くれた具合とか、爪の形とか！　すんごくエロく見えるの！」

　今日ほっぺたをつつかれた指を思い出してみるが、あまり印象はない。「ははぁ」と気のない相あい槌づちを打つ。

　一方、エキサイトした瑠璃は熱弁を振るう。

「あの手であちこち触られるのを妄想するだけで、たまんない。指で焦じらされたら、それだけで気持ちよすぎて死んじゃいそう！」

「おいおい、福谷に言いつけるわよ。あんたの嫁があんたの上司でエロ妄想してんぞーって」

「あ、ウソウソ。私、健ちゃんとのエッチで充分満足しております。だから言わないでー」

　瑠璃が慌てて妄想世界から帰ってきた。

「ともかく、日冴も今度よーく見てみなよ。あんた接触の機会多いんだし」

「荒神さんがなんにもやらかさなけりゃ、接触の機会なんてないわよ」

　瑠璃は、あははと大きな声で笑った。

「じゃ、明日か明後日あさってにはまた会えるよ。そのときよーく手ぇ見てみな。ヤバエロだから」

　近日中に荒神さんがまたなにかやらかすだろうことは、決定事項らしい。

　ヤバエロな手より、私はこの前の珍事のほうが気がかりだ。夜のオフィスでたったひとり泣いていた荒神さん。

　キャラが違いすぎて、今じゃ夢か幻かくらいに思っているけど……。そっちの理由のほうが気になる。荒神さんはなんで泣いていたんだろう。ひとりぼっちで苦しげに泣く彼の横顔が、瞼まぶたの裏に張りついて消えない。

　私は三杯目のビールを頼もうか悩んで、やめた。










特命チーム結成




　キヅキ電産株式会社は、業界で中堅の電子部品専門商社だ。社員数は百五十名。事業所の派遣社員やパート、物流部のシルバーアルバイトも含めれば全体の規模はそこそこ大きい。

　一応シンガポールや上しゃん海はいに海外事業所もあるけれど、総合職の海外転勤は少なく、現地採用がほとんどなので本社とはあまり関係がない。老舗しにせの国内中規模企業といった位置づけだ。

　大手メーカーの代理店をしているから、地デジへの切り替えで液晶テレビがよく売れた時期は大層稼いだけれど、今はその液晶バブルを忘れないといつ沈んでしまうかわからない。ここが踏ん張りどころの中堅商社。

　私は入社して六年目だ。別に滅めっ私し奉ほう公こうしようと思って入ったわけじゃない。大学のキャリアセンターの教授に『ここならたぶん潰れないよ』って言われて面接を受けただけ。正直、電子部品のことなんて全然わからないから、総務部総務課に配属されたときはホッとした。

　根が真面目なため、真剣に仕事をして言いたいことは言うタイプだからストレスもない。上からの覚えは〝しっかり者〟。たまたま浮いた話もなかったので、この年までスムーズにＯＬ勤務を続けているわけだ。

　順調にいけば来年か再来年には、課長代理か主任くらいのポジションはもらえるんじゃなかろうか。仕事命ってわけじゃないけれど、社内でそこそこ責任が増していくのは悪くない。

　私は今日も朝一の作業中。社長の好きなコーヒーとお茶菓子を持ち、新聞を抱えて社長室へ向かう。〝二アップ三ダウン運動〟なんて言葉があるように、普段は社内エコのため階段を使うのだけど、社長室は最上階の六階なのでエレベーターを使う。

　社長には秘書というものがいないので、総務が秘書の仕事を兼任することもしばしば。小さな会社なんてそんなものだ。

「望月くん、ありがとね～」

　木月社長は、てっぺんの禿はげ上がった白髪頭のおじ様だ。

　一代で会社を興した切れ者のはずなのに、社長室でラジオ体操をする姿は、その辺のお父さんといった雰囲気に見える。

「亀かめ屋やのブランデーケーキか、いいねぇ。今度は生菓子が食べたいなぁ」

「生菓子は朝一ではご用意できないんですよ」

　私は社長相手にも気楽に答える。

「じゃあ今度、午前中に買いに行っていいよー。僕、外出許可しちゃう。望月さんと総務部の女の子の分も一緒に買っていいからね」

「承知しましたー！」

　陽気に答えて敬礼し、社長室を出た。

　こんなちょっと緩ゆるめの社長秘書ごっこも好き。社内の雑用も立派な総務の仕事だし、社長のおつかいだって喜んで。

　そりゃ、三年前に年下男に捨てられてから浮いた話がないのは由々しい事態だけれど、それほど恋愛熱心なタイプじゃない。遊ぶなら女子同士が断然楽しいし、おひとり様も楽しめる人間だから、日々の生活に寂しさもない。

　来年で三十歳。そろそろ彼氏くらいは探そうと思っている。

　再来月に瑠璃と福谷の結婚式があるから、福谷の友人に期待だな～。なにしろ結婚式は、お年頃の女子にはちょっとした出会いの場！

　そんなことを考えながら総務部に戻ると、四歳下の後輩、結ゆう城き真ま子こが私に駆け寄ってきた。保育士がしていそうな、耳より下のツインテールがやけに似合っているけど、その愛らしさとは裏腹に、丸い目を困ったように歪ゆがめている。

「日冴先輩！　荒神さんが！」

「またぁ？」

　私はいつもの展開に眉をひそめる。真子は困りきった顔で勢いよく続ける。

「小会議室一を、お客様と一緒に喫煙ルームにしちゃってます！　しかも超うるさいらしく、隣を使ってた営業戦略課の課長が怒っちゃって総務部に苦情が！」

「まーたーかー！　あんにゃろー!!」

　一応、上長の指示を仰ごうと平野部長を探したけれどいない。

　そっか、今日は外出だったっけ！　こうなったらここで判断を下せるのは私。

「真子、行くよ！」

「わっ、私もですかぁ～!?」

　おののく後輩を伴い、会議室に向かって歩きだした。もちろん荒神 薫に厳重注意を下すためだ。お客様がいるなら、ヤツひとりを呼びだしてでも〝社内禁煙〟を言い渡してやる！

　……ま、私の毎日なんてこんなもの。




　八月、お盆を前にした某日。私は平野部長に呼ばれた。

「――ということでお願いできるかな」

「は？　……嫌ですけど」

　即答で断る。いつもはしぶしぶ引き受ける平野部長の要請も、今回は中身が悪い。

「絶対嫌ですよ。一販課との飲み会の幹事なんて!!」

　総務部の目下の問題部署、第一販売課。双方の軋あつ轢れきがこれ以上増す前に、懇親会をセッティングしようという試みが、平野部長と営業部の紺こん野の部長、第一販売課の澤さわ田だ課長の三者協議で決まったらしい。そしてその飲み会幹事が……。

「なんで、私と荒神さんが幹事なんですか!?」

「いやぁ、一番トラブルが多いのが荒神くんだからね。ここは責任を持ってもらおうかと」

　平野部長は口うるさい部下を言いくるめようと必死な顔だ。面倒な部下である私は、部長を睨みつけんばかりに詰め寄る。

「私は？　わーたーし！」

「望月くんは……ほら、強いから……」

　なんだ、その理由!!　いっそうムッとして部長をじとっと睨んだ。睨まれた平野部長が遠慮がちに続ける。

「いや、実際問題ね、荒神くんだけに任せると営業部御ご用よう達たしのお店になっちゃうだろ？酒飲んで騒ぐためのお店、みたいな……。総務部は行きたくないし、一販課の女子も不参加になるようなお店なら、せっかくの懇親会の意味がなくなっちゃうのかなと」

「それで私ですか？」

「望月くんなら、荒神くんに意見を言うのは慣れてるだろうし、今回の懇親会に最適なお店を見つけられるんじゃないかと……見込んでお願いしてます……」

　平野部長は語尾を小さくして、ちょこんと頭を下げた。

　だーかーらー、部長が部下にすぐ頭を下げない！　弱気すぎますよ！

　平野部長の哀願が出ては仕方なく、私は渋面のまま頷うなずいた。

　ま、いっか。ネットでパパッと宴会プランつきの店を探して荒神さんにメールすりゃ。あの人、仕事以外はめんどくさがりっぽいし、どうせ幹事も押しつけられたんだろうから、それで話は済むはずだ。

　席に戻ると、メールボックスにメールが来ていた。

【kogami@kiduki……】

　荒神さんの社内メールアドレスが表示されている。彼からのメールのようだ。

【総務部　望月さん

　お疲れさまです。懇親会の話はご存知ですか？

　今日の定時後十八時、総務部で待っていてください。

　会場を探しに行きますので、よろしく。

　営業部第一販売課　荒神】

　え!?

　一緒に店を探しに行くの？　マジで!?

　っていうか、いきなり今日って……。定時後たいした予定もないと踏んでやがるな。

　アラサーなめんなよ！　……確かに今日は予定なしだけど。

　私は重く嫌な気分で、仕事に戻った。




　十七時四十五分の定時後。

　地下にある女子更衣室で私服に着替えてくると、自分のデスクで残務を整理しながら荒神さんを待つ。

「望月ちゃん、大変だね」

　総務部人事課の先輩、芳よし野のさんが声をかけてくる。

　三十五歳、人妻なお姉様社員。独身時代はセクシー系のお姉さんだったんだけど、結婚してからは自分で『おばちゃん化した！』なんて言いきっている。確かに昔よりメイクもヘアスタイルも〝家庭的〟だ。

「芳野さん、代わってくださいよ」

　私はふてくされて彼女を見上げた。私と荒神さんが飲み会幹司に抜ばっ擢てきされたことは、部の全員が知っている。今日早速、店を探しに行くっていうことも、ついさっき平野部長に報告した。ちゃんと責務を果たすぞって意味で。

　芳野さんは口に手を当て、ふふふと笑った。

「ダメダメ、あんなフェロモンの塊と人妻が定時アフターを過ごしちゃマズイっての」

　フェロモンの塊。荒神さーん、あなた本当にいろんなふたつ名がありますねー。

「望月ちゃんも最近は彼氏なし、デートもしてないんだし、今日は割りきって楽しんでおいでよ」

　芳野さんに痛いところを突かれ、うっと呻うめきそうになる。

　確かにそうですけれど。彼氏なしで、男性とデートもご無沙汰ですけれど。

「相手が荒神さんじゃなきゃ楽しみますよ。私、あの人といろいろありすぎ」

「そんなふたりだからいいんじゃない。気の置けない関係の男女が、今日はお酒の力も借りて一線踏み越えちゃうかもよ～」

　はい、ないです。そんなミラクル。

「噂をすれば、ほら来たよ！」

　芳野さんはウヒヒと魔女のように笑いながら去っていった。

　総務部のドアを開け、こちらを見ているのは……。

「よ、望月。行こうぜ」

　来たよ、荒神 薫……。

　私は通勤バッグを手にしぶしぶ立ち上がる。

　あーあ、こんな男と一緒に退社したら、変な噂たてられないかな？

　もし噂になったら、事情を知っている総務部と第一販売課の女子に総出で弁明してもらわなきゃ……。

　まわりの目を気にしながら、荒神さんと並んで玄関を出た。早わ稲せ田だ通りに面した、会社の古い持ちビルを出て、表階段を下りる。荒神さんが隣の私を上から下まで眺め渡して言った。

「望月さー、デートなのに気ぃ抜けすぎじゃない？　その格好」

　指摘された私の格好というのは、ベージュのカプリパンツにぺったんこ靴、シンプルなボーダーカットソーという、楽ちん通勤スタイルですけど。

　髪は会社でしているのと同じ、ポンパドールに後ろを垂らした状態。メイクは昼休みから直していない。

「いやー、残念ながら今日言われたもんでぇ。盛る暇ありませんでしたわー」

　ちらりと荒神さんを見ると、まあ本日もイケメンですこと。

　クールビズとはいえ、業種的にスーツが必須の営業マン。暗めのブルーのボタンダウンシャツに夏用のダークスラックス。一応社内の基準は満たしているけど、彼が着ると雑誌のメンズモデルみたいだ。

「いつデートに誘われてもいいようにしとくもんじゃないの？　女子としては」

　ニヤッと笑う荒神さんを睨む。

「余計なお世話は結構ですよ。デートではないので、これで充分です！」

「はいはい、つまんないねぇ」

　早稲田通りを飯田橋駅方面に歩きながら、改めて言う。

「荒神さん、ふたりでお店を探しに行くなんて時間の無駄じゃありません？　私が適当に決めておきますけど」

　幹事に任命されたとはいえ、極力一緒に行動したくない。

　荒神さんがイケメンで眩まぶしいのが理由ではない。日頃の付き合い方もそうだけど、あの夜、彼の涙を覗き見してしまったことが私の頭に引っかかっているのだ。

「そーじゃないでしょ、俺たちふたりが指名された理由は」

　当初の予想と違い、荒神さんはきちんと幹事を全まっとうする気らしい。しかも私とふたりで。

「一販課としては、お酒のバリエが豊富で、飲み放題がしっかりついてるところがいいんでしょう？　それならそういうお店を探しますよ。一販課の三十人と総務の十二人が入れるお座敷のあるところで」

「だから、そうじゃないって」

　荒神さんが真横から私を見下ろす。背が高い荒神さんを見上げるには、ぺったんこ靴だと首が痛くなる。私は百六十三センチ。荒神さんとの身長差は二十二センチだ。

「仲の悪い俺と望月が一緒に決めたお店で協力して仕切るのが、懇親会っつー意味の象徴になるんじゃない？」

　……確かに。荒神さんの言うことは筋が通っている。

　今回の趣旨は〝第一販売課と総務部の関係性の改善〟だ。キヅキ電産において営業部第一販売課は本社にあり、社内メインの部署と言っていい。都内の顧客をすべて網羅し、地方営業所からも助けを求められれば飛んでいく。

　そんな社内エース部署だけに、多くの営業マンが第一販売課を目指し、憧れる。そのため主戦力部隊は、さまざまな点で仕事優先。社内活動が本分である総務の意向とぶつかることも多い。もともと以前から火種はあったのだ。

　そこにたまたま仕事優先、自分優先の極みである荒神 薫が加入したため、火種が大きくなったというわけで……。

　あれ？　やっぱり、荒神さんが心を入れ替えれば済む話じゃない。

「わかった？　理解したなら、ほら、仲よく行くぞ」

　……ま、この人が心を入れ替えるなんてありえないか。私は諦めて、促されるままに荒神さんの横を歩きだした。

　飯田橋駅を通りすぎ、外そと堀ぼり通りとの交差点に出る。やはり探すなら神楽坂がいいだろう。

「総務って普段どんなとこで飲むの？」

　荒神さんが聞いてくる。

「そうですねぇ。飲み会の回数自体が少ないですけど、ダイニングバーとか、アジアン居酒屋とか」

　総務部は総務課六人、人事課六人の十二人体制。その半数が女子社員だ。必然、飲み会の好みは女子会寄りになる。

「うわぁ、考えらんねぇなぁ」

　彼は『ゲッ』という顔をする。

　そうでしょうとも。第一販売課が好むのはとにかくお酒が飲みまくれて、騒いでも出入禁止にされないとこですもんね。

「余計、慎重に探さないとな」

「お互いの部署の折衷案的お店ですもんね」

　任務は重大。私たちは勇ましく神楽坂をのぼる。

　お互いの部署が使ったことのある店はスルーして、使ったことのない店を当たる。外観やメニューをチェックして、宴会コースを確認。使えそうな店はたくさんある。

　でも、なんというか普通なのだ。第一販売課にはもの足りず、総務部の女子からは『甘いお酒が足りなーい』『おつまみがイマイチー』とか言われそう。変化球で中華居酒屋とかも考えたけど、第一販売課の営業マンたちから『白パイ酒チューだけじゃなくて日本酒！』なんて文句が出そうだ。

　あー、悩む！　自分の部署以外の幹事って、もしかしてすっごく大変なんじゃない？

　範囲を新宿まで広げるべきか、なんて考えていたときだ。毘び沙しゃ門もん天てんの手前、路地に入ってすぐのところに居酒屋の店構えを見つけた。

〝六むさし〟という看板のついた二階建ての店だ。小綺麗で割かっ烹ぽうともいえそうな外観だけど、外に出されたブラックボードには居酒屋メニューが並ぶ。

「荒神さん！　ここ！」

「俺も今、いいかなーって思ってた」

　ニヤリと笑う荒神さんに私も頷き、店の引き戸に手をかけた。

　一階はテーブル席とカウンター。サラリーマンや、地元のおじさんらしき人たちで混み合っている。私たちはカウンターの隅に座を占めた。

「ご注文は？」

　すぐに作さ務む衣え姿のおじさん店員がやってきた。

「生ビールふたつで」

　荒神さんが勝手に頼む。

　ちょっとー、私がビール飲めなかったらどうすんのよ！　ま、飲めますけど。大好きですけど。

「あ、わり。勝手に頼んじゃった」

　今さら謝る荒神さんにため息をつきながら、私はメニューを指差した。

「おつまみは私が決めますからね」

　だし巻き卵と唐揚げ、おしんこ、イカと小芋の煮物を注文すると、混んでいるわりに、ビールもおつまみもあっという間に目の前に揃そろった。ホールも厨房も、若手からおじさんまで活気ある方々が働いている。

　私たちはひとまず乾杯をした。乾杯する理由はないけれど、こういうのは一応やっとかないといけない。

「ちょ……荒神さん！　だし巻き卵、おいしい!!」

「おい!!　望月、おしんこも食べてみろ！　絶対ここで漬けてるぞ！　うますぎる！」

　おつまみで私たちのテンションはぐっと上がった。ビールがあっという間になくなりそうだ。

　お酒のメニューを見て驚く。すごい！　日本酒も焼酎も種類が揃っている！

「飲み放題はここからここまで飲めるらしいぞ」

　荒神さんがメニューの範囲を指差して言う。レアで高価なお酒は除外だけど、それでも種類豊富だ。

「カクテルも作ってくれるらしいです！　これならうちの女性陣も文句ないかも」

「試しに頼んでみたら？　味も確かめたほうがいいだろ？」

　私はキューバリブレ、荒神さんは日本酒の鶴かく齡れいを注文した。

「うまい!!」

　思わず声が揃った。

　私は最初に注文をとってくれたおじさん店員を呼んだ。胸に〝店長〟のプレートがついていることにやっと気付いた。

「あの、こちらって団体の宴会って受けてもらえるんですか？」

「ええ、二階が座敷になってますので、仕切りをなくせば最大で七十人くらい入れます。宴会プランはこんな感じで」

　店長がラミネートの宴会プラン表を見せてくれる。

「お客様のお好みでお食事内容は変えられますからね」

　ふむふむ。お値段のわりに充実している。

　店長が行ってしまい、私と荒神さんは顔を見合わせた。

「荒神さん、ここ、いいですよね」

「ああ。酒は揃ってるし、メニューは普通だけど味が抜群だよな」

「ここならうちの女性陣は文句ないです。男性陣は元から文句は言いません」

「一販課の連中も、酒がこれだけ種類があって、すぐに出てくるなら文句ないな」

　私が頷き、荒神さんも頷く。

「じゃ、ここで」

「決定ということで」

　そして私たちは再び乾杯した。




　その居酒屋〝六さし〟は本当になにを食べても、なにを飲んでもおいしく、私と荒神さんは平日なのを忘れ、おおいに食べて飲んだ。

　私としては、男性とふたりきりでごはんなんて丸三年ぶりだ。食事はおいしく、お酒は楽しく、隣にいるのは申し分のない、いい男。本当に、荒神さんじゃなければドキドキハッピーなシチュエーションなんだけどなぁ。

「本社で一緒になって二年だけど、ふたりで飲むなんて初だな」

　荒神さんが日本酒のお猪ちょ口こを唇につけながら言う。少し厚くて引きしまった唇が、日本酒で濡れて、なんとも艶っぽい。

　荒神さんは困った男だけど、どう見てもイケメンだ。ワイルドで整った濃い顔立ち。そしてスタイル抜群。

　ま、心は揺れませんけど。

「そうですね。会社以外でふたりきりって、すごい違和感です」

「そうか？　俺、わりと自然。望月って気ぃ遣わなくていい雰囲気があるからなぁ」

　あんたが気を遣う相手なんかいるんかい、なんて心の中でツッコむ。

　瑠璃が言っていた、彼の手の件を思い出した。いい機会なので、お猪口を持つその手をちらっと見る。

　確かに手の甲の感じや、長い指は素敵かもしれない。でも、それらがエロいかっていうと……瑠璃の妄想過多な気もしてくる。

「望月さぁ……」

　荒神さんがなにかを言いかけた。彼を見ると、日本酒の波紋を見つめる横顔。

　ふと、あのときの横顔がよぎる。泣いていた荒神さん。そのセクシーで綺麗な姿。

　そうだよ。手なんかより、そっちだ。

　あの顔が頭から離れない。

「なんですか？」

「……おまえ、本気で彼氏いないの？」

　なんだか、あからさまに話をそらされた気が……。

　ともかく、彼の挑戦的な言葉にカチンときて答える。

「いません。そして、セクハラです！」

「もー、そんなことで怒るなよー。いーじゃん、おまえ今、社内抱かれたい男ランキング一位と酒飲んでんだから」

「なにがいーんだかわかりませんよ！　私、そのランキングあんまり興味ないですし」

「え？　じゃ、おまえは投票のとき誰に入れたんだよ」

　荒神さんは不満げに言う。おっと、自負があるのね。

　抱かれたい男ランキングは年度末に行われる。なんと社内に有志の投票管理委員がいるのだから驚きだ。

「白票ですけど」

「マジでか！　おまえなぁ、こういうのはノッておくのも女子力のうちだぞ」

　なーんであんたが女子力を語るんだ。

「うるさいですよ！　それこそ余計なお世話！」

　怒声を封じるように、彼の人指し指が私の唇に押し当てられた。

　く……唇、触る？　普通……。お酒で剥はげたとはいえ、リップ塗ってるんですけど？

　っていうか、そんな接触されたら無駄に心音が速くなる！

　驚きすぎて、本当に言葉がなくなる。

「俺、そんなに嫌いなタイプ？　望月に好かれてる気がしたことないんだけど」

　彼の指を無造作にどかす。なんでもないことのように。

「これだけ日々煩わずらわされて、荒神さんに好意的になれるわけないじゃないですか」

「そっかー、残念だなー。これを機にもうちょっとおまえと仲よしになりたかったんだけど」

「それは、荒神さん次第じゃないですか？」

　むやみにドキドキさせられた怒りで、ついつい口調がきつくなる。しかし荒神さんは堪えていないばかりか、私を色っぽい瞳でじっと見据える。

「俺次第？　なら、頑張ってみようかな？」

　な、なにを言いだしちゃった？　このイケメンは……。

　私、顔赤くなってない？　いや、もし赤くなっていたとしても、いきなりわけわかんないことを言われて戸と惑まどっているだけだ。

　バレないように唇をきゅっと噛みしめる。きりっと彼を見返し、ひとこと。

「頑張るなら、まずは公私ともに完全禁煙からよろしくお願いします」

　荒神さんがドサッとカウンターに突っ伏した。

「うおぉ、それはハードル高すぎだわー」

　親密な空気がほどけるのがわかった。

　やっぱりからかっていたのね。わかってたけどさぁ……。

　とにかく、わけのわからない空気を退しりぞけられてよかった……。

「これ飲んだら帰りましょうか。明日もあるし」

　私はお開きムードを出すために、残った梅干サワーをぐっとあおった。

「そうだな。じゃ、日取りはお盆明けに設定で、明日中に再調整ってことで」

「予約は私がしますので、メニューの要望があればお早めにご連絡願います」

「な、望月。これって俺たち初の共同作業だな」

「紛らわしいこと言わない！　一緒にする仕事として初ってことでしょうが」

　居心地のいい店で流れる奇妙な時間も、もう少しで終わる。

　残念……には感じないぞ！

　心の中で自分を一喝しつつ、ジョッキをどかっと置く。

「社内メール以外の連絡手段がいるよな。携帯教えて」

　横で荒神さんが呑のん気きな声を出した。慣れてますね、連絡先の聞き方。

　私はしぶしぶスマホをとりだした。










呉越同舟




　お盆休みが明けて一週間後。八月末に、第一販売課と総務部の懇親会は開催された。

　定時と同時に、予約した〝六さし〟に走った私は、席のセッティングチェックや受付席の準備に追われた。

　今回は通常の飲み会と違って、完全会費制で会場にて前払い。部署で差が出ないように全員一緒の明朗会計にするのだ。上司の方々から〝寸志〟をいただいたら、残金は次回の懇親会に回すことにする。今回の会は一回きりのお義理ではないぞ、ってアピールも兼ねてね。

　十八時過ぎに荒神さんが合流した。出欠席の確認をして、段取りの打ち合わせをしているうちに参加メンバーが集まりだした。私は受付に精を出し、荒神さんが部署を問わず陽気に話しかけながら席を割り振る。なるべく部署単位で固まらないように考えているのだ。

　そして十八時半には、参加メンバー三十八人が集まった。仕事で遅れてくる数人を数に入れれば、ほぼ全員参加だ。

　総務部はともかく、忙しい第一販売課は半分くらいしか集まらないと踏んでいたのに。きっと荒神さんが頑張って声がけしたんだろうな……。

　いや、わからない。あの人強引だから、『来るよなー？　来るだろー？』といったノリでメンバー集めしたのかも。

「どーもー。今回の懇親会の発端で、幹事の荒神でーす」

　荒神さんがその場に立ち上がり、声を張った。

「いつも迷惑をかけてる総務部さん、これからもよろしくねの会です。今日はみんな仲よく楽しく飲んで、今後の仕事をスムーズにしましょうね！」

　荒神さんのさっぱりした責任感のない始まりの挨拶に、第一販売課から次々に野次が飛ぶ。

「まず、おまえが謝れ！」

「荒神さんが反省してくださいよ！」

「っていうか、一販課のメンバーにも謝れ！」

　もっともな野次に、荒神さんはギャハハと笑った。

「えーと、総務部のみなさん、そして一販課のみなさん、いっつも迷惑かけてごめんね。……はい、謝罪はこんなもんで、あとは楽しみましょー！」

　最高に適当な始まりの挨拶だ……。

　私は呆れつつも、乾杯の準備に動く。各テーブルに行き渡った瓶ビールをグラスに注ぎ合ってもらい、アルコールがダメな人用のウーロン茶の確認もして……。

　本日の乾杯を務めるのは、我が総務部の平野部長だ。部長はグラスを持って、緊張気味に小さな背を丸めている。

　大丈夫かい、この人。もともと気が弱いから……。

　心配なので、横に控えてサポート態勢を整える。

「平野部長！　じゃ、ここで乾杯の音頭を！」

　荒神さんに言われ、よちよち立ち上がる平野部長。やっぱ、心配！

「……では、営業部と総務部の発展を願いまして……乾杯！」

　平野部長はすっかりうわずった声で音頭をとった。それでも参加メンバーが大きな声で「乾杯！」を唱和したので、懇親会は楽しい雰囲気でスタートしたのだった。

　はー、ひとまず無事に始まった。

　私はへたり込んだ平野部長からグラスをとり上げ、いつものオレンジジュースを手渡すと会場の隅に戻った。




　最初こそ注文をまとめたりしていた私も、開始一時間を過ぎたあたりで、ようやく自由に飲めるようになった。

　場は想像よりずっと盛り上がっており、そこかしこで笑い声や大声の会話が聞こえる。荒っぽい男性の飲み会の側面もありつつ、女性も食事やお喋りで楽しんでいるみたい。よかった……。

「望月さん、いつもごめんね」

　話しかけてきたのは、第一販売課の湯ゆ沢ざわさんと楠くす木きさん。営業事務の女子ふたりで、湯沢さんは私よりひとつ上、楠木さんはふたつ下だ。キリッとしたクールな印象なのが湯沢さんで、おとなしいけど顔立ちや香りに女子らしさ溢あふれるのが楠木さん。

「荒神さんが迷惑かけまくってて……」

「いやいや、おふたりも被害者でしょ」

　私が笑って答えると、ふたりは苦笑いした。

　私たち、たぶん同じ苦労を知っているよ。あの荒神 薫の面倒を見ているって点で。

「でも、望月さんが叱ってくれて助かるよ」

　湯沢さんがシャープな一ひと重えの目を細めて言う。

「私たちじゃ聞いてくれないんだもん」

「私でも聞いてくれてるか微妙ですよー」

「そんなことないですよ。荒神さん、ああ見えて望月さんから叱られたあとは『望月が怒ったからやめるー』って反省してるんですから！」

　楠木さんがピンクの柔らかそうな唇を尖とがらせて言った。うーん、それって……。

「本当に反省してるかなぁ……」

　だって、あの人を同じことでしょっちゅう怒ってるんですけど。タバコとか資源の無駄遣いとか。

　私のブルーな顔に同意するように湯沢さんが頷く。

「ま、あの人ってよくわかんないよね」

「……そうですね、はい」

　楠木さんも気まずそうに頷いた。

　愚痴スタートとはいえ、話に花が咲いた、私と第一販売課の女子ふたり。そこに第一販売課の男性陣と総務部の何人かが交じって、また空気が温まる。

　あー、やっぱり飲み会って楽しいなぁ。飲んだことのない人たちと盛り上がるのって、いい。この人こんな顔があったんだとか、こんな面白い話を持っているんだとか、気がきくなぁとか、いろんな発見があって新鮮だ。お酒の場、大好きだなぁ。

　ふと荒神さんを探してみると、営業部の紺野部長や福谷、他の猛も者さたちを集めて、飲み比べをやっている。

　バカだな、あの人。うん、知ってたけど。放っておいて私は私で楽しもうっと。

　会場は店長の好意で、通常二時間のところを三時間押さえてくれている。本当にいい店だ。今度、瑠璃と来よう。




　飲み会が始まってから二時間が経過したあたりで、荒神さんが私をちょいちょいと手招きで呼びだした。私は輪から抜け、彼の横へ行き座ざ布ぶ団とんに座る。

　荒神さんはお酒で頬を上気させているけど、まだまだ平気そう。この前も思ったけど、この人はお酒が強い。うむ、そこだけは好感が持てるぞ。

「なあ、望月。会計揃ってる？　足りそうか？」

「あー、もう先払いで店長に支払っちゃいました。もし足が出たら最後に教えてくれることになってます」

　今日は飲み放題に大皿料理のプラン。個別に小鉢やデザートも出るけど、総額は決まっている。追加料金が発生するとしたら、誰かが飲み放題メニュー以外を注文したときだ。

「紺野部長と澤田課長がさっき泡盛頼んでたから、それは足が出るな」

「いいですよ。おふたりからは寸志もらってますし、そこから出します。ま、もう少し時間もありますし、荒神さんも飲みましょうよ」

　手近にあった瓶ビールを荒神さんのグラスへ注ぐ。なんとなく、この前の下見の夜が思い出された。結構楽しく過ごしたあの夜。

「お、サンキュ。でも、せっかくだからこっち飲もうぜ」

　彼の手には芋焼酎のボトルがある。完全に飲み放題以外のメニューじゃないか。

「荒神さーん……」

　あんたも勝手に頼んだな？という顔で軽く睨むと、荒神さんが慌てて苦笑いして見せた。

「まーまー、これは俺が払うから」

「当然です！」

「望月も結構飲めるだろ？　な、飲も？」

　芋焼酎……大好きですけど。

　私たちは芋焼酎で乾杯した。半分くらいは『お疲れさま』を込めて。

「あ、荒神さんも見てくださいよー」

　私は話のネタにとスマホをとりだす。

「なに？」

「さっきみんなに見せてウケがよかったんですけどー」

　動画サイトに接続して、画面を荒神さんのほうに向ける。

「うちの弟が作った動画。この前、サイトでランキング一位とったんですよ」

　始まったのはほのぼのアニメーション。荒神さんが感心したようにため息をついた。

「うまいなー！　望月の弟って、アニメとか作る仕事なのか？」

「いえいえ、完全な趣味です。本人、地元で市役所に勤めてますもん。昔っから絵を描くのがうまくて賞とか獲とる子だったんですけど、大学も普通に社会学部でしたよ。最近仕事に慣れて余暇を楽しむ余裕ができた、って作り始めて……」

　私がつらつらと説明をしていたそのときだ。

　あれ？　荒神さん？

　彼は神妙な顔で動画を見ている。食い入るように、じっと。

　そして、女子がセクシーだと噂する二重の瞳が潤んだ。

　あ……！

　私は目を疑った。荒神さんの瞳から、大粒の涙がぼろんとこぼれ落ちたのだ。

「こ……荒神……さん……」

　荒神さんの瞳からは次々に大きな雫しずくが落ちる。

　ポタポタと彼の手の甲や、スラックスのももに涙の雨が降る。高い鼻は真っ赤だし、今にもしゃくり上げそうに肩も震えている。

　どうしよう！　どうしよう！

　私はパニックになった。あの夜の荒神さんがよぎる。ひとりオフィスで泣いていた荒神さん。苦しそうに嗚咽して、切なくて、とびきりセクシーだった彼の姿。

　ダメだ！　こんな場でさらしちゃいけない！

　誰にも見せたくないし……違う違う！　これは独占欲じゃない！　断じて違う！

　仮にも社内一のイケメンで、仕事もごり押しタイプの強き営業マンの彼。あんな大泣きをみんなにさらしたら、キャラ崩壊もいいところだ！　いくら荒神さんでも、今後の仕事がやりづらいに違いない!!

　今は、この状態を誰にも見せずに解決しなければいけない!!

　しかし、どうする？　どうしたらいい？　私にできることって……？

「ううっ!!」

　私は口を押さえてうずくまった。

「も……ちづき？」

　荒神さんが鼻にかかった声で問いかける。私はうつむいたまま、荒神さんにだけ聞こえるようにささやいた。

「荒神さん、そのまま下向いてて。私は酔って吐きそうなので、この場から連れだしてください」

　彼は私が出した助け船の意味がわかったようだ。慌てて目元を拭ぬぐって頷くと、私の肩を抱くように立ち上がった。そして自らの顔を私の頭でうまく隠しながら、素早く座敷から脱出を試みる。

　その途中、同僚から「どうした？」という声がかかる。荒神さんに注目されないように、私は『今にも吐きそうです』という迫真の演技をし続けなければならなかった。

　二階の座敷を出て、一階にドタドタと下りる。店長に「ちょっと出てきます」と声をかけて外に飛びだした。

　毘沙門天に沿って路地の奥に入り、角を曲がったところで立ち止まった。

「ズルイ……ズルイぞ、望月」

　荒神さんが振り向いて言った。まだ赤い目をしている。

　ズルイってなんじゃい。仮にもこっちは助けてあげたんだぞ。

「あんなに泣ける動画だなんて……聞いてない」

「それは……すみません」

　弟が作ったアニメーションは、去年十五歳で死んだ飼い猫マーシャとの日々をつづったものだった。泣ける動画として、ネット上でちょっと有名になったのだ。私も見るとマーシャを思い出して切なくなる動画なんだけど……。

「まさか、そんなに泣いてくださるなんて思いませんでした」

　言葉に困ってもそもそと言う。涙を見てしまった気まずさと、なんとも言えない胸の苦しさを感じる。

「望月さぁ、おまえ、あの夜の俺、見てるよな？」

　不意に荒神さんが投げかけた問いに、私は凍りつく。

　あの夜って……あれですよね？　荒神さんがひとりで泣いていた……あの夜の話ですよね。

　いやいやいや、私、姿は見られなかったもん。セーフだったもん。

　焦りまくりで挙動不審の私に、荒神さんが決定打を放つ。

「ごまかさなくていい。おまえの姿は見えなかったけど、階段を下りていく足音は聞こえた」

「え!?」

「気付いてないみたいだけど、おまえの足音、わりと特徴的だから。俺、いつもおまえの接近がすぐわかる」

　えええ？　そうなの？　自分じゃ全然気付かなかった。

　それはともかく……バレてましたか……。

　気まずくうつむく私と、さらに気まずそうに下を向く荒神さん。しばし私たちは立ちつくし、沈黙する。

「あのな」

　ずいぶん経ったようにも、あっという間だったようにも思える時間を挟んで、荒神さんが口を開いた。

「もう気付いたと思うんだけど……俺、極端に涙もろいんだよ」

　は？　涙もろい、とな？

　それは、ある種の告白だった。

　私はポカンと荒神さんを見つめた。彼は苦々しく続ける。

「子どもの頃からとにかくすぐに泣くんだ。しかも、泣きだすと涙がいつまでも止まらない。飼ってたセミが死んでも泣いたし、絵本でも泣く。テレビで特撮ヒーローが死んだときは、一ヵ月以上思い出しちゃあ泣いていたらしい」

「マジですか……」

　なんと、社内抱かれたい男ナンバーワンが、実は泣き虫キャラですと？

　だって、荒神 薫だよ？　セクシーでイケメンで、女子に大人気の荒神 薫だよ？

　嘘でしょ？　ドッキリでしょ？

　荒神さんの泣き虫少年時代すら、全っ然想像できない。昔っから強気の飄ひょう々ひょうとしたキャラだったとしか思えない！

「思春期頃から、これはマズイと思ってな。俺なりに泣かないで済む方法を考えてきたわけだ。それで解決策として、涙が出てしまう要因を、とにかく徹底的に避けることにした」

　荒神さんは大真面目に語る。……どうやらドッキリではないようだ。

「それが一番安全なんだ。映画や本は誰かと一緒にいるときは見ない。悲しい話は耳を塞ふさぐ。大好きだったじいちゃんの葬式のときは、裏山にのぼってひとりでわんわん泣いた。そのうち家族も含めまわりは、俺を涙もろいなんて思わなくなった」

　たぶん、彼のたゆまぬ努力は成功しているのだろう。私だって、まさか彼が涙腺ゆるゆる男子だとは思いもよらなかった。実際に泣いたところを見ても、話を聞いても、まだ信じられないくらい。

　当の荒神さんは若かりし日を思い出しているのか、手のひらを見つめながら告白を続ける。

「彼女ができるといつも大変だった。映画、舞台にはいっさい行かず、一緒にテレビを見ているときに悲しいムードを感じとったら『くだらねぇ』とか言ってチャンネルを替えてきた」

　ああ、よくいるよね、そういうタイプの男性。硬派で、作られたお涙頂戴劇なんざ見ていられるか、っていう……。そんなタイプを気どってきたんですか？

「別れ話は絶対に直接はしない。薄情だろうがなんだろうが、別れ際に泣く男なんて女め々めしすぎるだろう？　振るときも振られるときも、メールか電話で済ませた。そうやって長いこと秘密を守ってきたんだよ、俺は。幸い、黙ってりゃモテるし、今まで付き合った女にはひとりもバレなかった」

「それは……ご苦労が多かったことかと……」

　じゃあ、もしかして荒神さんの秘密がバレた人間って、私が初？　なんだかそれに関してはちょっと特別な気分だ。

　そんな私の妙なドキドキに気付くことなく、彼がバッと顔を上げた。

「俺としても、このままじゃいけないとは思ってるんだ。去年、ちょっとした事件もあったし」

「事件ですか？」

「妹の結婚式があったんだよ」

　荒神さんはその事件を思い出したのか、額に右手を当てた。どうもイタタな話のようだ。

「俺、結婚式もダメなんだ。新婦の父親とかにもらい泣きしちまって。あげく妹の式だろ？　妹がウエディングドレス着てるだけで、涙が止まらなくなって……」

「どうしたんですか？」

「式の二時間、ずっと喫煙ルームにいた」

「ああ……」

　やっちまいましたね、それは。

　私は目を細め、哀れな同僚を見つめる。

「それは……悲しんだんじゃないですか？　妹さん」

「悲しんだどころじゃない。めちゃくちゃキレられた。兄なのにどうして妹の式を中座しっぱなしなんだ、って。でも、泣きそうだったとは言えなくて……。結局あの日以来、妹は口をきいてくれない。きっと、この冬に産まれる子どもにも会わせてもらえないんだろうな」

　彼は寂しげに言った。いつもの自信満々な表情は鳴りをひそめ、まだ赤い目も鼻も痛々しい。私は慰めようと軽い口調で言ってみる。

「ご家族の前でくらい、いいじゃないですか、泣いたって」

「バカか、望月。涙ぐむどころじゃなく、おんおん号泣してたら、いくら身内でもドン引きだろうが！　俺だってわかってるんだよ、自分の涙腺が異常に弱いのは！」

　バカとはなんだ、バカとは。なんだか、くだらなーい強がりに聞こえるんですけどー。

　あーあ、かばって逃げたりして、そっちのほうがバカだったかなぁ。

　でも、彼の涙は綺麗だ。泣く姿はさっきの一瞬でもやっぱりドキッとさせられた。驚いたという意味だけではなく、心を揺さぶられたというか。

　普通、他人が泣く姿なんか見たいもんじゃないけど……荒神さんは、ちょっと特別かもしれない。

　……と、そこまで考えてふと引っかかる。

　ん？　結婚式？

「荒神さん！」

「なんだよ」

　私が呆れていると思っているのか、彼はふてくされたような声だ。私は思い出した目下の難題を口にする。

「福谷と、仕入部の真壁瑠璃。ふたりの結婚式に出席するんですよね」

「あ……」

　荒神さんが思い出したように口を開けた。

　九月末に行われる私の同期カップルの結婚式。福谷は荒神さんの直属の部下だ。結婚式には招待してある、とふたりから聞いている。しかも……。

「荒神さん、招待状をちゃんと見ました？」

「……いや、もらったまんま。封開けてない。福谷に『いいですか？』って聞かれたから、ＯＫって口で返事した……」

「その『いいですか？』って、意味が別にあるんですよ！　福谷、言ってましたよ？荒神さんにスピーチをお願いしたって!!」

「え？　ええええ!?」

　さすがの荒神さんも顔色をなくす。

　上司としてスピーチを務めるなら、ずっと中座というわけにはいかないだろう。式によっては、列席者には進行の時程がわからない場合も多い。つまり、いつ呼ばれるかわからないスピーチのため、彼は涙に耐えて結婚式にがっつり参加しなければならないのだ。

　荒神さんはイケメン形無しの困り顔で固まり、私は呆れ半分、同情半分の瞳で彼を見つめた。

　それから五分後。私たちは言葉を見つけられないまま、飲み会の会場に戻ることとなった。

　飲み会は大盛り上がりで終わり、私と荒神さんは幹事としてひと仕事終えることができた。その裏で、私たちにあんなやりとりがあったことは誰も知らない。




　翌日のランチタイム、私は荒神さんに呼びだされていた。会社から離れた場所がいいだろうと、ＪＲ飯田橋駅の東口で落ち合う。会社とは反対側の出口だ。

　昨日の今日だ。お互いどんな顔をしたものか迷うよね。

　……と思ったら、現れた荒神さんはすっかりいつもの調子に戻っていた。

「よ、望月。昨日はお疲れ」

　まったく変わらないへらっとした笑顔に、引け目や不安は感じられない。

　あれ？　普通だぞ、この人。昨日の様子なら、今日はバレたショックでしょんぼりしているんじゃないかと思っていたのに……。

「おごるから、行こうぜ」

　平然と言い、彼が先に立って歩きだした。不可解な気分であとに続き、近くにある老舗の洋食屋に入る。私は初めて来た店だけど、確かおいしいって有名なところだったはず。

　荒神さんはよく来るのかな。会社は駅の反対側だから、外まわりのついでとかで来るのかも。

　社内の人間に会わないか心配になるも、私の心配は杞き憂ゆうで、すでに満席に近い暗めの色調の店内に知った顔はいない。奥の四人席が空いていたので通してもらった。

　おごりなので、一番人気のオムハヤシを遠慮なく頼んだ。とろっとした卵がおいしそうな一品だ。

　荒神さんは日替わりランチを注文した。やってきたランチのクリームコロッケがこんがりキツネ色で、思わず見つめてしまう。

「なに？　食べたい？」

　彼が私に聞いた。

　え、そんなにもの欲しそうな顔してた？　サクサクでおいしそ～とは思ったけど。うわぁ、恥ずかしい！

　私が否定する前に、荒神さんがふたつのクリームコロッケのうちのひとつを私のオムハヤシに乗せてくれた。

　ええー？　いいんですか？　メインのひとつをいただいちゃって。

　豪華になった自分のオムハヤシと、クリームコロッケひとつとチキンソテーが残った彼の皿を見比べる。

　しかも、「食後にケーキつけてもいいぞ」なんて荒神さんは言いだす。

「荒神さん……やっぱ変ですよ。なんなんですか？」

「なにが？」

「こんなところまで私を呼びだした理由ですよ。昨日の件の相談かなと思ってたんですけど、なんか荒神さん、いつもどおりだし！　むしろ親切だし！」

　荒神さんの変な態度を責めたが、当の本人はやっぱりへらっとしている。

「いや、俺としては、昨日の件の相談をするつもりでおまえを呼んだよ？」

「じゃあ話してくださいよ！　お昼休みは一時間しかないんですから」

　なんか私、焦ってない？

　こっちは荒神さんの涙を忘れられないでいるのに、彼ひとりがさっぱりしているから、違和感と居心地悪さでムズムズする！

「相談っていうか、俺の中ではどうするか決まっててさ。今日はお願いがあっておまえを呼んだんだ」

　お願いって、私に？

　私がハテナという表情をしていると、荒神さんが箸を置いた。そして頭を下げる。

「望月、頼む。俺に付き合ってくれ」

「ええっ？　はあっ!?」

　私は叫んだ。つつつつ、付き合うってなによ!?

　荒神さんは私の顔を見て、慌てて言い直す。

「わり、言葉が足りなかった。俺の涙克服に付き合ってほしいんだ」

　涙克服？　なんだそりゃ？

　まだドキドキしている心臓を押さえて、彼の顔を窺うかがう。

「福谷の結婚式まであと一ヵ月。俺だってスピーチはもちろん、席に着いて挙式も披露宴も参加してやりたい。長年この涙もろさで苦労してきたが、今回の式が涙を克服するいい機会になるんじゃないかと思うんだ」

「待ってください、荒神さん。全然、話が見えないんですけど」

「焦るなよ。望月に頼みたいのはここから先。涙克服のため、俺はこれから切ない映画を観まくろうと思っている。おまえにはそれに付き合ってほしい」

　切ない映画？　なに、その作戦。

　呆気にとられる私と、真剣な様子の荒神さん。

「それは……効果あるんですか？」

「今まで徹底的に避けてきたからな、涙が出るヤツは。要は、免疫がないんだ。飽きるほど何度も悲しいシーンを観れば、ちょっとはマシになると思うんだよ」

「荒神さん……それ、私の手伝い、いります？」

　素朴な疑問を投げかける。

「バカか。おまえが一緒じゃなかったら、俺は映画館でひとり号泣するオッサンになっちゃうだろーが！」

　彼は当たり前だという顔で怒鳴った。

　いやいやいや、確かにそうですけど。面白い図になっちゃいそうですけど。

「望月には昨日みたいなフォローをしてほしいんだよ。涙が止まらなくなってる俺を周囲から隠してほしい」

「まわりの視線が気になるなら、家でＤＶＤやブルーレイを借りて観ればいいじゃないですか」

「あのなぁ、他人が周囲にいるっていう緊張感が大事なんだよ。もし俺のプライベートスペースで観たら、恥も外聞もなく遠慮ゼロで泣いちゃうだろ！」

　うーん、どうやらこの人は本気らしい。本気で、この作戦によって涙腺を強化する気でいる。効果があるか微妙だと思うんだけど……。

「頼む、望月。おまえにしか頼めない。俺が涙もろいって知っているのは、現時点でおまえだけなんだ。どうしてもおまえのサポートがいる」

　荒神さんが私をまっすぐ見つめてくる。向かい合うことは今まで何度もあった。しかし、たいていは怒っている私と、ヘラヘラしている荒神さんという図。彼のこれほどに真剣な瞳を見たことがあっただろうか。

　っていうか……やっぱこの人、イケメンですわ。真面目に見つめられるとソワソワしちゃうよ。

　私がドキドキソワソワしているのを、悩んでいるのだと受けとった荒神さんは重ねて言う。

「もちろん、お礼はきちんとさせてくれ。無事に結婚式が終わったら、高級ホテルでディナーをおごってやる！」

「ディナーですか……」

「きちんとドレスコードがあるようなところな。希望があれば言ってくれ。おまえの指定の店の予約をとろう」

　私は暫ざん時じ考える。ディナーか。それはオイシイ話だ。ちょっと映画に付き合うだけで、一ヵ月後に高級ホテルディナー。悪くない。

　なにより、これってマイペースでルール無視男の荒神さんに対する、大きな貸しだよね。

　現在、いわば彼の秘密を私が握っているってことだもん。本人が絶対バレたくなくて、必死に克服しようとしている涙の秘密。

　この上、恩も売っておけば、彼も私を尊重しておりこうさんになってくれるかも。

　それに、もし私以外がこの役をやるとしたら、それはちょっと嫌だ。

　彼の泣く姿は確かにキャラ崩壊ではあるものの、本当に綺麗なんだ。男の人が涙する姿自体珍しいけれど、あんなに心を揺さぶられるとは……。

　私以外の女子が目にしたら、あっという間に虜とりこ。それはちょっと、惜しい。他の女子に知られて興味本位でキャーキャー騒がれたくない。あんな綺麗な涙、私しか知らなくていいような気もする。

「わかりました。お付き合いしますよ」

　私は頷いた。しぶしぶではない。私にもわりとメリットのある取引だもん。

「本当？　おー、ありがとう！　望月！」

「ま、映画くらいなら。もともと映画は好きですし」

「仕事早く切り上げられる日は連絡するからさ、仕事のあと観に行こう。本当に助かる。ありがとうな！」

　荒神さんは自分の依頼が通ってホッとした様子。安心してモリモリと日替わりランチを食べだした。私も手つかずだった豪華版オムハヤシを食べ始める。

　なんか、妙なことになっちゃったなぁ。

　でも、少しだけワクワクしてしまうのはなんでなんだろう……。

　ランチを終えると荒神さんはそのまま外まわりに向かい、私はひとり会社に戻った。







第二章










大作戦




　翌週の水曜が作戦初日と決まり、私と荒神さんは新宿で待ち合わせた。

　社内で待ち合わせなんかしない。彼とプライベートで出かける理由を誰かに詮せん索さくされても困るから。

　普段使う新宿駅ではなく、新宿三丁目駅を待ち合わせ場所にした。こちらのほうが映画館には近いので、出口指定で待つ。

　やってきた荒神さんは、本日はグレーのスラックスに薄い青のストライプシャツ。ボタンダウンの襟から見える喉のど仏ぼとけと、シャツの下に浮かぶ鎖骨までのラインがすんごくイケております、はい。

「お待たせ」

「いえいえ」

　かくいう私は、白のボウタイブラウスにピンクベージュのスカート。あんまり気合いを入れたくないので、あくまでシンプルな装いにした。

　でも、一応ヒールのあるパンプスにしましたよ！　イケメン荒神さんとあまりに釣り合わない格好じゃ恥ずかしいし、申し訳ないもん。

「メシ、食ってからにしようか」

「先にチケットだけ買っておきませんか？　指定席の」

「そうだな。平日夜だけど、一応な。上映時間も調べてなかったし」

　相変わらず荒神さんは呑気なことを言う。

　私はプリントアウトした紙をぺらっと見せた。

「上映時間なら調べておきました。今日観る予定の〝アダージョ〟と〝君と僕の真実〟は上映館も違いますし、微妙に時間の繋つなぎが悪いので、日を改めませんか？　〝君と僕の真実〟の代わりに、レイトショーで〝涙のフラグメント〟をやってるのでそっちはどうです？」

「マジで!?　わかった、そうしよう！　調べてくれてありがとな、望月！」

　彼は映画の上映時間のプリントを見て、無邪気に喜んでいる。

　映画に行くならこれくらい当然でしょ？　行き当たりばったりで、目当てのものが観られなかったら最悪じゃん。事前準備は大事なんだから。

　……でも、私のこういう生真面目さが、まわりを息苦しくさせていたりするのかもしれない。

　前の年下彼氏も言っていた。

『日冴の当たり前が、俺には当たり前じゃないんだよ』

　彼も私の性格が面倒で、離れていったのかな。

「さっすが望月。おまえの頼りになるとこ、大好き」

　荒神さんが気安く肩を組んできたので、私はペチンと彼の手を叩たたき落とした。

「軽々しく、くっつかない！」

　女子に好かれるからって、私にも好かれてると思ったら大間違いだぞ！




　私たちは複合ビルの最上階のシアターでチケットをとり、ビル内の寿司屋に入った。潰す時間は四十分ほど。お寿司ならすぐ出てくるしね。今日も荒神さんがおごると言ってくれるのは、なんだか悪い気がするけれど。

　まあ、いっか。映画チケットは自分の分を出しているし、付き合ってあげてるんだからこのくらい甘えちゃおう。

「念のため聞くんですけど」

　カウンター席でおまかせ握りセットをつまみながら、荒神さんの顔を見る。

「荒神さん、お付き合いされてる女性はいませんよね」

「お、望月が初めて俺に興味を持ってくれた！」

　荒神さんがわざとらしく感激した声で言う。興味で聞いているんじゃありません。

「彼女がいるのに私と出かけてたら、マズイと思っただけですよ」

「ここ二年くらいはいないよ」

　二年ってことは、本社に来た頃からいないのか。

　いやいや、本当に興味があるわけじゃ……。

　心の中で言い訳する。そこに驚くべき言葉が降ってきた。

「望月が、そうなってくれてもいいよ？」

　まるでランチの場所を決めるくらいの気軽さで、荒神さんが言った。普通に微笑ほほえんでいる。

　は？　そうなるって？

　彼女に!?

「なに言ってるんですか！　ありえません！」

　私は反射的に怒鳴った。しかし彼はちっとも真剣味のない口調で続ける。

「望月、彼氏いないんだろ？　可愛いし、スタイルもいいし、大歓迎」

「軽い！　軽すぎる！　やっぱりありえません」

　冗談めいた告白をばっさり切る。

　ふざけすぎだ、この人。モテ男ジョークはよそでやってくれ！

　すると荒神さんのトーンがわずかに変わった。

「なんだよ、やっぱ泣き虫じゃダメか？　恋愛対象にならないか？」

　余裕の笑顔が苦笑いに変わり、瞳がかすかに揺れた。

　そっか。彼は涙というコンプレックスを私に見せたあとだ。へらへらといつもどおりに振る舞っていても、実は私の反応が気になるんだ。私の反応イコール女子全般の反応と置き換えているのかも。

　私はキリッと彼を見据える。

「荒神さんが涙もろくても、そうじゃなくても、私にとってはあまり変わりませんよ。社内ルール無視の問題児っていう認識ですから」

　私の言葉に、荒神さんがちょっと驚いた様子で私の顔を見つめる。それから破顔一笑した。

「そっか、やっぱり望月はいいな。バレたのがおまえでよかった」

　なんの気もなさそうな彼の発言と笑顔に、私の心がドキドキと揺れてしまったのは内緒だ。

　なんだよ、もう！　顔がいいって本当に反則！




　その後、私たちは〝アダージョ〟という映画を観た。イタリアの恋人たちの悲しい別れ……という内容の映画だ。

　案の定、途中から横で鼻をすする音が聞こえ始めた。

　まだ中盤ですけど……。

　私はちらりと横を見る。暗い館内でも、スクリーンの光によって荒神さんの顔はよく見えた。

　食い入るようにスクリーンを見つめる横顔。涙がその頬を伝っている。

　荒神さんの透明な涙は、やっぱり綺麗だ。私はしばし映画じゃなくて、彼に見入る。

　こうして彼の涙を見るのも三度目だけど、なんでこんなに魅力的なんだろう。現実感が薄いからかな。

　自分の心のざわめきの正体がわからない。

　映画のふたりはくっついたり離れたりを繰り返しながら、最終的には死別という、わりとあるあるな展開で終わった。エンドロールが流れる中、他の客が立ち上がり始める。今日は平日夜ということもあり、客席は半分少々埋まった程度だった。

　念のため、端の席にしてよかった。荒神さん、ボロッボロに泣いてるんだもん。

　しゃくり上げたり、声を出したりするのは必死に耐えているんだけど、中盤から泣きっぱなしだった。

　エンドロールが終わり、館内が明るくなった。

　うつむく彼の姿を隠そうと私はわざと立ち上がり、人の流れに対して壁になる。そして不自然に見せないため、まるで人でも探しているかのようにあたりを見まわした。

　カバーしなきゃ、カバー！

　観客がすべてはけたら、隣のスクリーンに移動しなければならない。十五分後にはレイトショーが始まる。

「荒神さん、大丈夫ですか？」

　私は『もう移動できますか？』の意味で問いかける。荒神さんはうつむいて、ぽろんぽろん涙をこぼしながら答えた。

「……なんでマルティーナは死んじゃったんだ……。あんなの悲しすぎるだろ」

　おーい、そうじゃないですよー。映画の感想じゃなくて、席を立てますかって意味ですよー。

　やむなく荒神さんに手を差しだす。彼の手を引いて、ささっと移動してしまおうと考えたのだ。

　すると荒神さんは素直に、私の右手に自らの左手を重ねた。そして私を見上げる。その顔ときたら！

　涙に濡れた頬も、潤んだ瞳も、普通の男の人だったらぎょっとするものだ。でも、彼ほどの端正な顔でやられると、映画のワンシーンみたい。

　ちょっと……今の映画の百倍くらい感動するわ、こりゃ。

「望月、あと一分待ってくれ。とりあえず、涙止める」

「止めるって……コントロールできるんですか？」

「できない。努力するだけだ」

　彼はそう言って唇をきゅっと噛んだ。

　あーもう、いちいち可愛いんだか、カッコいいんだか……。

　私は荒神さんの手を握り、彼を待つため横に座り直した。

　そのあとにレイトショーでもう一本映画を観たけれど、荒神さんが泣きまくりだったのは言うまでもないことだ。




　同じ週の金曜、私と荒神さんは再び新宿に映画鑑賞に来ていた。今はすでに一本観たあとで、荒神さんはやはり赤い目をしている。私がプレゼントした黒いべっ甲縁の伊達メガネで、それをごまかしている状況だ。

　上映館が変わるのと、時間が空くため、私たちはラーメンを食べていた。今日も荒神さんがおごると言うのでさすがに悪くて、安価なラーメンを指定したんだけど……。

　もう二十一時。あー、脂肪になるな、このラーメンのすべては。

　今週だけですでに三本の映画を観ている。そのすべてに荒神さんは涙していた。ベタなストーリーでも、人間ドラマでも、戦争ものでも、びっくりするくらいよく泣く。

　ま、私としては彼の泣き顔は嫌じゃない。むしろ妙な感動を覚えてしまう。だから、何度見ても問題ないんだけど。

　……作戦としては、問題あるんじゃなかろうか。本当にこれで涙を克服できるの？

「このままじゃ埒らちがあかないな」

　先に食べ終えた荒神さんがふと言った。私はちゅるんと麺をすすってから横を見る。

「結婚式までに泣かない男になるには……」

　おお、ようやく本人も納得したのかな。映画を何本観ても無理だって。

「週四本程度じゃ、圧倒的に映画の本数が少なすぎる。もっとがっつり観なきゃならないな」

　おいおーい！　そーじゃないでしょーがー！　違う方向で思案始めちゃったよ。

　もしかすると、わりと天然なのだろうか。真面目というか、ちょっと努力のベクトルがズレているというか……。

　こんな人なのに、なんで仕事はバッリバリにできるのかな。そして、なんで抱かれたい男ナンバーワンなわけ？

　いったいどんな魔法を使っているんだろうか。魔法が使えるんなら、まず涙を止めなさい。

　なんとも返答に困り、私は残ったラーメンをすする。すると、荒神さんが再び話しかけてきた。

「望月、土日は時間あるか？」

　え？　土日ですか？

　もしかして……と思いつつ答える。

「明日は仕入部の真壁瑠璃と約束がありますけど、日曜は……暇です」

　なんか、この年で休みが暇って言いづらい。プライド的に。

　しかし荒神さんは私の戸惑った様子は完全無視で、はっきりと言った。

「じゃ、日曜、また付き合ってくれないか」

「日曜も映画を観に行くんですか？」

　土日の映画館って混むじゃない。そんな中でこの人は大丈夫かな。

「違う。俺の家でＤＶＤを観るから、それに付き合ってくれってこと」

「はぁ!?　荒神さんちに行くの？」

　驚きのあまり、思わずタメ語が出てしまった。

　家って？

　荒神さんは地方出身でひとり暮らしだったはず。転職してきたとき、『勤務地に制限がなくていい』って平野部長たちが話していたのを思い出す。

　つまりは、荒神さんのひとり暮らしのマンションに行くってこと？　マジで？　マジで言ってますか、お兄さん？

「俺ひとりだと、やっぱり全力で泣いてしまいそうだ。おまえがいたら少し抑止力になるんじゃないかと思う」

「え～、私がいてもいなくても、あんまり変わらない気がするなぁ」

　遠回しにご遠慮してみる。面と向かってお断りするなんて、なんだか自意識過剰で警戒心マックスみたいだ。

　荒神さんがなんの気なしに誘っているのはわかる。でも、私は異性のひとり住まいに行くのは無用心な気がしてしまうのだ！　『私、隙がありますよ～』って言ってるみたいじゃない。

「高級ホテルでディナー！　もういっそ、豪華客船ディナークルーズでもいいぞ！」

　それでも荒神さんは迫る。

　確かに付き合う約束はしたけど……休日に彼の家で、ってのも含まれるの？

「乗りかかった船だろ？」

　作戦がうまくいきそうもないこの場合、沈みかかった船っぽいんですが。

　私はラーメンのどんぶりに箸を置いて、しぶしぶ答える。

「わかりましたよ。協力します」

「よーし、いい子だぞ、日冴ちゃん」

　彼は気をよくして、私の頭を撫なでてくる。私はその手を払い落として言った。

「名前呼びしない！　ナデナデしない！」

　気安いんだってば、モテ男の接触は！

　その後のレイトショーで、荒神さんはまたたっぷり泣いていた。




　日曜の十時。荒神さんの自宅の最寄り駅に到着した。

　来てしまった。ワーオ、なんてこった。

　口の中でアメリカのホームドラマ的セリフを呟つぶやいてみる。

　私はいっさい着飾らずにやってきた。ジーンズにパフスリーブのカットソー。足元はサンダル。髪はポンパも作らず、横にひとつ結びにしただけ！

　床に座ったとき、スカートだと脚が見える。カットソーも襟ぐりが広いのはやめた。

　自意識過剰なんかじゃないぞ！　もの欲しそうに見せないためだ！

　相手はイケメン荒神さん。理由つきとはいえ密室にふたりっきりなんだから、私がワクワク全開の格好はやめよう！　アラサーなんだし！

　駅から徒歩五分の彼のマンションはすぐにわかった。結構大きいマンションだ。

　私と荒神さんは同じ沿線に住んでいる。でも立地的に、荒神さんの家は新宿寄りの人気の住宅地。私がひとり暮らししているアパートなんか、新宿から二十五分、最寄り駅から徒歩十分ですけど。

　やっぱ、年齢給と役職給が違うからなぁ。総合職と一般職の差も感じる。

　総務にいるから彼の月収やボーナスまでわかってしまうけれど、それを思い出すのはやめた。よせよせ、下品だぞ、私。

　手みやげを兼ねて、昼食用にパンを買った。駅のパン屋はチェーン店だけど結構おいしい。気張ってなくていいよね。

　そしていよいよマンションのエレベーターで五階に到着すると、ドッキドキの胸にぎゅっと握った拳を当て、深呼吸する。それから五〇二号室のドアチャイムを押した。インターホンの応対ではなく、いきなりドアが開いた。

「おはよ、望月。来てくれてありがと」

「おはようございます……もう目が赤いんですけど……」

　現れた荒神さんは、半袖のデザインシャツにジーンズという出で立ちだ。その私服は似合っていてカッコいいんだけど、目がすでに真っ赤だ。ついでに言うと鼻も赤い。

「あー、朝から一本観たから」

「そうなんですか？」

「〝ニューハンプシャーの空に〟……ダメだ、あれは名作すぎる」

　彼は私を招き入れながら、そう言って思い出し涙を拭う。

　うーん。こんな姿、会社の人間に言ったって誰も信じないんだろうな。言うつもりもないけど。

「おじゃまします。広いですねぇ」

　通されたのはリビングダイニングだ。ひとり暮らしで結構都心のマンションなのに、ざっと十二畳はある。

「あー、でも寝室は狭いよ。四畳しかない」

　荒神さんはあまり興味なさそうに答えた。

　一ＬＤＫの彼の部屋は、グレーを基調にしたシンプルで清潔な空間だった。

　意外……。会社のデスクはしっちゃかめっちゃかなのに……。プライベートスペースはきちんとしている。

「あ、これおみやげです。お昼に食べましょう」

　パンの入った袋を渡す。荒神さんはそれを受けとると、中から焼きたてのクリームパンをとりだしてぱくっと食べた。

「早……」

「あー、わりぃ。泣きすぎて腹減っててさ。うち、なんにもなかったから助かった」

「じゃ、先に食べちゃってから観ます？」

　促され、ソファに座りながら聞く。革張りの黒のソファが女子の家ではないことを感じさせ、緊張感が増した。

　彼はモグモグとクリームパンを食べつつ、コーヒーを淹れだした。

「ありがとな。そーさせてもらうわ」

　私は自分の昼食用のサンドウィッチをひとつもらい、コーヒーを飲みながら彼のブランチを見守った。

「これうまいな。カレー入ったヤツ」

「サラダとか飲み物も買ってくればよかったですね」

「おかまいなくー」

　荒神さんは買ってきたパンをすごい勢いで食べてしまった。多めに買ってきたつもりだけど、本当にお腹空いてたのね。

　うちになにもないと言っていたから、彼は自炊しないのかもしれない。ちらっとキッチンに目をやると、電気ポットとコーヒーメーカーがあるばかりで、鍋やフライパンは見えるところには出されていなかった。

「ふー、ひとまず満たされた。よし、観るか」

　荒神さんはパンの包装を捨てにキッチンへ行くと、自らのコーヒーを注ぎ直し、レンタルしてきたＤＶＤを私の前に置いた。

「〝グリーンリーフ〟〝七月の恋人〟〝心の旅〟。まー、見事に泣けるのばっか選びましたね」

「全部、観たことあるか？」

　心配そうに聞いてくる。観たことがある映画なら退屈だと思ったのだろう。私は首を横に振った。

「いや、観たことはないです。ＣＭとか予告編とかだけ。泣けるって触れ込みなのは知ってるというか」

「じゃ、いいな。観よう」

　荒神さんは私の分も、もう一杯コーヒーを準備する。

「あ、私も泣ける映画のＤＶＤを持ってきたんで」

「ありがと。じゃ、それは最後に」

　私が座るソファを背もたれにして、荒神さんが床に敷かれたラグにどっかと座った。私の脚の十センチ右横に彼の身体がある。

　よかった、ジーンズにして。生脚だったら、無駄毛の処理具合なんかが気になっちゃって、とても座っていられなかった。

　っていうか、この構図と距離感はなんなんだろう。緊張する……。




　私たちはそこから立て続けに三本の映画を観た。トイレや、コーヒーを追加する以外の休憩をとらず一気に観た。

　七時間半が経過。さすがにくたびれたし、食傷気味だ。

　時計は十八時を示している。長時間同じ姿勢でいたため、肩が凝った。私は首を左右に倒して、うーんと上に伸びをした。私の足元では、散々泣きはらした荒神さんがうなだれている。

　三本の映画の泣けるシーンは見事に全部泣いていた。これ、製作者側からしたら『よっしゃ！』って感じだろうな。泣ける映画に全力で泣いてもらえて。

　完敗じゃないですか、荒神さん。私だって涙ぐむ程度はあったけれど、彼の疲労感は私をはるかにしのぐだろう。

　特に最後の一本は荒神さんのツボだったらしく、声を殺しきれずに嗚咽していた。肩を震わせ、ポロポロ涙をこぼして。

　正直に言えば……その背中を抱きしめてあげたかった。

　映画より、荒神さんの涙があまりに切なすぎて私の心を揺さぶる。理由なんかわからないけど、彼の涙を拭ってやりたい心境になっちゃうのだ。そして、その泣き顔をじっくりと見たくなる。

　私だけしか知らない。荒神さんは泣くと、すごく艶っぽい表情になる。

「あー、泣いてしまった……」

　彼はそう言うわりに、反省や後悔はなさそうだ。この人、真剣に涙を止めようとしてるの？　なんか、思いっきり泣いてストレス解消しているようにも見えてきた。

「もう十八時ですね。私、おいとましますよ」

　私は疲労と空腹から立ち上がった。

　早く帰ってしまおう。この数時間の妙な緊張感も、肩凝りの原因に違いない。荒神さんちから離れれば楽になるでしょ！

「え？　望月が持ってきてくれた一本も観ちゃおうぜ」

　こーのーひーとーは！　どうしてそうマイペースなんだろう？

　帰り仕度のため、バッグを引き寄せながら言う。

「置いていきますので、ひとりで観ちゃってくださいよ」

　そう言うと荒神さんはイヤイヤして見せる。

「ダメー。望月は最後まで付き合ってくんなきゃダメー」

「子どもですか！　あなたは！」

「なんとでも言え！　……とはいえ、腹減ったな」

　彼は自分のお腹のあたりを右手でさすり、思い出したように言った。

　ね？　だから解散しましょってば。

「よし！　ピザでもとるか！」

「そーいう問題じゃないでしょう!?」

　私は素早くツッコミを入れた。なに食べるかの話はしていないぞ。帰るって話をしているんだぞ。あと、お昼はパンで夜はピザじゃ栄養が偏りまくりじゃない！

「野菜や、温かいスープなんかも摂ったほうがいいですよ」

「じゃあそれはコンビニへ買い出しに行こう。ビールもないしな」

　私が妙なつけ足しをしたせいで、荒神さんの家に居残ることをＯＫしたみたいになってしまった。バッ……バカか、私は！

　荒神さんは私の否定や固辞を無視して、さっさとデリバリーピザを注文する。そして、ピザが届くまでの間にコンビニへ行くことになった。

　財布だけ持って、ぷらっと夕方の屋外に出る。太陽は位置を低くし始めていたけれど、まだビルやマンションの隙間に見え隠れしていた。

　明るさの残る駅前通りを歩き、コンビニを目指す。こんなはずじゃなかったのになぁ。

　ふと考える。私たちって、まわりからはどんなふうに見られているんだろう？

　私と荒神さんの間には、カップルのベタベタ感や、近しい距離感はない。

　年はアラサーと三十オーバー。夫婦とかに見えるのかな。付き合いたてのカップルとか……いや、無理だな。見えないな。

　恋の発するまばゆい光が私たちにはない。私はひとりで首を横に振る。

「どうした？　望月」

「いえ、お腹減ったなあって思っただけです」

　適当なごまかしをしたら、ただの食いしん坊みたいになってしまった。荒神さんは伊達メガネの奥の腫はれぼったい瞳をすがめる。

「なんか、こういうの楽しくない？」

　楽しい？　私は首を傾げる。

「学生時代、誰かの家に遊びに行ってさ。長居して、腹減ったからコンビニまでダラダラ歩くの。あの、暇で自由な感じ？」

「ああ、なるほど」

　確かに、大学時代そんなことはたくさんあった。気の置けない友達の家でダラッと過ごす休日。いや、平日もあったな。お酒を飲んだ深夜にもこんな瞬間があった。友達の緩くて楽な空気。

　そっか。私たち、友達みたいなんだ。

　仲よしの、古くから一緒の友達。なんか、いいかも。荒神さんと友達だなんて。

　私と荒神さんは、コンビニで欲しいものを片っ端からカゴに入れた。サラダにお菓子にお茶に、たくさんのお酒も袋に入れてもらい、手分けして持つ。

　楽しい気分だった。




　ピザとビール、コンビニのサラダやおつまみをテーブルに並べて、私たちは夕食にした。

　今さらながら、なにをやっているんだろうと思う。職場の問題児としか思っていなかった荒神さんと、仲よくＤＶＤを観て夕食を食べている。

　なんのこっちゃ。ちょっと前には考えられなかった光景だ。それもこれも、荒神さんの秘密を知っちゃったからなんだけど。

　こんなふうに男の人と過ごすのが久しぶりで戸惑いを感じつつ、楽しいとも感じてしまう。ふわふわと気分が軽いのはお酒のせいだけじゃない。

　横を見ると、荒神さんはテレビのバラエティ番組を観ながら笑っている。呑気なもんだ。彼もまた、私といることに不自然さは感じていないみたい。

　……ま、この人は誰に対しても気ぃ遣わないもんな。相手が私だからとか、そういうんじゃない。

　以前『望月は気を遣わなくていい』なんて言われたけど、それってむしろ、女として意識されていない証拠じゃない？

　……別にいいけどさぁ。

「望月！」

「うわぁあっ！　はい！」

　不意に大声で呼ばれ、私はソファの上で飛び上がった。

「そんなに驚くなよ。俺、何度も呼んだぞ」

　荒神さんが空になったピザのトレーやサラダ容器を片づけている。私は慌てて、テーブルの上のゴミを袋に集めた。テーブルに残ったのは、わずかなおつまみとビールのグラスだけ。

「おまえが持ってきた映画って、なんてヤツ？」

　荒神さんが呼びかけてきたのは、この件らしい。私はバッグからＤＶＤのケースを出して、キッチンにいる彼に見せる。

　それはアメリカの有名な無声映画だ。喜劇王チャールズ・チャップリンの作品。

「私の好きな映画なんですよ。落ちぶれた道化師とバレリーナの悲恋」

　荒神さんは冷蔵庫から新たな缶ビールを出してくると、それをテーブルに置き、私からＤＶＤを受けとった。私は彼がパッケージを見る間、ふたりのグラスにビールを注ぎ足す。なんだか自然な流れだ。友達っぽいというか。

「意外。おまえ、若い女子だよな」

　荒神さんは感心した口調で無遠慮なことを言った。

　失礼な、ギリギリだけどまだ二十代じゃい！

　映画は一九五二年の作品で、確かに若い子が好む感じじゃないかもしれないけど。

「亡くなった伯父が好きだったんです。私は伯父の影響で、子どもの頃からいろいろ観てて」

「なるほど。いや、望月が泣ける映画を持っていたということが奇跡だとは思ったんだけど、そういうことか」

「いちいち引っかかりますねぇ。私、泣ける映画も、感動ストーリーも結構好きですよ？」

　彼はＤＶＤをデッキにセットすると、ソファに座る私の足元の定位置に戻り、私がムッとしているのをいつもの調子で笑い飛ばす。

「嘘だろ？　先週だって今日だって、俺と映画観てても望月は全然泣かないじゃんか。絶対に血が冷たいと思うぞ、おまえー。冷血女子！」

　なにぃ！　血が冷たいだとぉ！　付き合ってあげている同僚に、なんて発言だ！

　私は単純に怒ろうと思って……やめた。意趣返しに意地悪な笑みを浮かべてみる。荒神さんをじっと見つめてひとこと。

「私が泣かないのは、荒神さんがあまりに泣きすぎるからです。隣でそんなにわんわん泣かれたら、ドン引き。こっちの涙も引っ込んじゃいますよ」

　荒神さんが、むむっという表情をした。怒っているというか、『痛いところを突かれた』という表情。

　ＤＶＤはすでに再生が始まっている。配給会社のテロップが画面に映るけれど、私たちはテレビを見ず、お互いの顔を妙な緊張感で見つめ合う。

　――ぎしっ。

　そんな音をたてて、荒神さんの左手が私の座るソファの座面に置かれた。

　私は内心びくっとした。でも、そんな姿は見せられない。気け圧おされないように、荒神さんの顔から目をそらさないようにする。

　ソファの下から私を見上げる彼の顔は、本当に整っている。そして、休日のせいか薄く顎あごに散らばる無精髭に気付いてしまった。前から髭が似合うタイプだとは思っていたけれど、くっそー、カッコいいぜ!!

「望月さ、俺のこと絶対なめてるだろ」

　荒神さんが口を開いた。その口調は怒っているのではない。なにかを企たくらんでいるかのように静かで、笑みすら含んでいる。

「一応、俺、年上」

「しゃ……社歴は私のほうが上です」

　自分の性格を恨む。こんなときに強がって張り合ってしまうあたり、失策だ。

　荒神さんの顔に野性的な微笑みが浮かんだ。次の瞬間、左手を軸にして、彼が素早くソファに乗った。

　驚いて座面を横に後退した私は、勢い、革の肘ひじかけに背をぶつける。これ以上はさがれない。

　荒神さんがソファに膝ひざをつき、覆いかぶさるように私を見下ろした。

「こ……うがみさん……」

　彼の脚は私の逃げ遅れた脚をまたぐように置かれ、手はソファの背もたれと座面につかれている。その両手の間に、私の身体があるわけで……。

　絶妙に私の身体には触れていない。でも、有無を言わせない距離。

　逃げられない。

　そして、吐息すらかかりそうなほど、荒神さんが顔を近づけてきた。

「な、望月。社内では俺、そこそこ人気あるんだけど、知ってる？」

　かすれるくらい低くて、そして甘い声音。笑っているのに、いつもの軽い雰囲気ではない。

「し……知ってますよ……」

　なんの問答だろう。そして、この体勢はなんなんだろう。

　私、荒神さんに押し倒されている。

「自慢じゃないけど、この状況になって、俺を拒否った女の子いないよ？」

　パニックに陥りそうな頭で必死に答えを探す。

　荒神さんの薄い微笑みは、すごく色っぽい。アルコールの香りと、わずかに残るタバコの香り。それも全然嫌じゃない。むしろ、胸が苦しいほどに響く。

「〝抱かれたい男〟の部屋でふたりきりだって、意識してないだろ？」

「……私には……関係ないですもん……」

「へー、だからジーンズとかで来ちゃうんだ。もう少し警戒したほうがいいんじゃないか？」

　断じて違う。彼を男として警戒していないからジーンズでおじゃましたわけじゃない。こんなイケメン相手にもの欲しそうに見えないために、この格好で来たのに！　もしかして、プライドを傷つけた一端だったりする？

　でも、そんなことを口にするのは、はばかられた。私はなにも言えず、戸惑った表情で荒神さんを見上げる。

「俺のこと、男だって意識させたい」

　意識させたいって……そんなことを言いきる荒神さんは、まだじっと私を見つめている。射抜くような視線で杭くいを打たれ、動けない。

「そーいう……冗談は……狙ってる女子にやってください……」

　精いっぱい自分を保とうとする私に、荒神さんがニッと唇を引いて見せる。

「冗談に見えるか？　じゃ、冗談で済まないとこまでしてみよっか」

　お酒のせい？

　いや、そんなに飲んでいない。

　彼女いなくて二年くらいって言っていたけど、そろそろ寂しくなってきたってヤツ？　目の前に据え膳があったらいただいてみちゃいましょう的な？

　嘘、絶対ダメ！

　私の気持ちとか、荒神さんの気持ちとか、そういうの無視でなりゆきでどうにかなっちゃいけない！　気の迷いだとしたって、マズイマズイマズイッ！

　荒神さんの顔が近づき、私の首筋にそのセクシーな唇が触れるか触れないか……。

　そのとき、私は怒鳴った。腹の底から大声で。

「無理ですっ!!　そんなに目が真っ赤に腫れてる人にドキドキできませんっ!!」

　彼がぴたっと止まった。

　それから、身体の力がふにゃーっと抜けていくのがわかった。私の上に覆いかぶさっているので、必然、脱力した身体が私に抱きつく格好で降ってきた。

　ぎゃぎゃっ!!　この状態のほうがマズイじゃない！　お腹も胸も、みっ、みみみ密着してるっ！

　しかし、荒神さんにはもうその気はないようだ。固まる私の上からどっこいしょと身体を起こすと、ソファの背もたれに寄りかかり、天井を仰いだ。

「ちくしょー、やっぱそこか。そこが引っかかるか！」

　どうやら荒神さん、私に拒否られた理由がそれってことがショックみたい。

　ま、そうだよね。私も狙って言ったもん。

『泣きすぎて、目が真っ赤な男性とじゃ、エッチな気分になんかなりません！』っつうね。

「あー、やっぱり彼女ができても隠し通さなきゃなんないな。涙腺緩いってのは！　その気になってもらえないもんな！」

　彼は悔しそうに言った。私は何事もなかったように身体を起こし、あくまで〝同僚の冗談をいなした私〟を装いつつ答える。

「そのために特訓してるんじゃないですか」

　効果があるかわかんないけどね。

　荒神さんは、はぁーっとため息をついて、ＤＶＤのリモコンを手にした。すでに再生中の映画を巻き戻すためだ。

　私はソファに座り直し、バレないように深呼吸した。

　落ち着け、落ち着け。心臓よ、落ち着け。

　真っ赤な目じゃドキドキしない？

　ああ、神様。

　私、嘘つきました。

　本当はめっちゃくちゃドキドキしました。

　ただでさえ、イケメンなのに！　ただでさえ、フェロモンがダダ漏れなのに！　押し倒されて、強引に迫られて、ドキドキしないわけなかろーが!!　そこまで枯れていないわよ、二十九歳女子は!!

　しかも、彼の気にしていた、泣き腫らした瞳が大問題だ。

　彼の涙する姿にやられちゃっている私としましては、決してマイナス要素じゃない。便宜上、拒否の口実にはしたけれど……あの潤んだ瞳は破壊的魅力があった。すんごいセクシーで素敵だった……。

　恋じゃない。

　恋じゃないけど、危うくいろいろ持っていかれるところだった！

　よく……拒んだぞ！　私、グッジョブ!!




　それから私たちは先ほどまでと同じように映画を観て、二十二時前にようやく解散となった。

　荒神さんは私の大好きな映画に感情移入し、まんまと号泣していたけれど、正直、私の頭には映画の内容がまったく入ってこなかった。

　狂おしく鳴り続ける心臓は、いつまで経っても落ち着かず、私の寿命は絶対何年か縮んだように思う。

　あー、もう！

　妙な一日を過ごしてしまった！

　帰りの電車で、私は荒神さんの涙と、迫られたときに間近で見た顔を交互に思い出し、何度も赤面することとなった。










いざ結婚式




　福谷と瑠璃の結婚式まで三週間。私と荒神さんは涙腺強化デートを続けた。

　平日は忙しい仕事の合間を縫って、週二回ほどレイトショーを中心に二、三本の映画を観る。

　休日のどちらかは荒神さんの家で、どっぷりと五本くらいレンタルＤＶＤを鑑賞。もうあんな接近ハプニングが起こらなかったことには心底ホッとしているんだけど、映画鑑賞自体には疲れてしまった。

　三週目なんか、私のほうが悲しいストーリーに慣れちゃって、全然泣けなかった。心を麻ま痺ひさせられた気分だ。

　検証の結果、『人は悲しい映画に慣れる』ということが証明された。

　しかし！

　本来、この効果は私ではなく、荒神さんに表れなければならなかったのだ。

　当のご本人はというと……。

「望月っ……あと三分待ってくれ」

　シネコンのロビーの片隅。レイトショーすら終わり、スタッフが館内を片づけているというのに、本日も涙で前が見えない荒神さんがいた。

　私は慣れたもので、彼の手を引き階段に向かう。エレベーターを使うより、ゆっくり階段を下りていったほうが彼を落ち着かせられる。

　もう何度目だかわからない、こんなラスト。後ろ姿だけなら、手を繋いで階段を下りるカップルに見えるかもしれないけれど。

　結論から言おう。

　悲しい映画は、荒神さんの涙克服の役には立たない！

　何本映画を観ても、荒神さんは滝のように泣いちゃうもん。慣れるというより、親しんでいる気がする。

　はー、作戦失敗だね、こりゃ。

「望月、待ってくれって言ってるだろ!?　もう一回顔を拭ふかせてくれ」

　階段を下りながら、鼻声で荒神さんが訴えた。私は彼の顔を見上げる。涙でぐしゃぐしゃだ。

　そのまま二歩階段を下り、無人の踊り場で荒神さんと向かい合う。

　彼はポケットからティッシュをとりだし、びーんと鼻をかんだ。そして、すでに涙でびっしょりのハンカチも引っ張りだすので、私はその手を制した。このために持ってきてあるタオルハンカチで、彼の頬と目元をポンポンと押さえる。彼は背が高いので、高めのヒールを履いても見上げなければならない。

「あじがど、望月」

　すんごい鼻声で荒神さんが言った。泣きはらして顔中赤い。

　でも、カッコ悪くない。単純に彼の泣き顔はセクシーだ。贔ひい屓き目めではない。

　そして、これは私だけかもしれないけど、荒神さんの泣き顔を見ていると無性に抱きしめたくなる。

　ぎゅっと頭を引き寄せて、『泣いてもいいよ』なんて言いたくなる。

　でも当然そんなことはできないので、心に湧き上がる疼きを抑えて、彼の涙を拭くのだ。

　あー、これってなんなんだろ。

　ただのお節介？

　母性？

　恋？

　それとも性欲？

　……うっわ、私って自分で思うより肉食系だったのかな。

　会社での荒神さんは、残念ながら以前とちっとも変わらない。自由に仕事をして、自由にまわりを巻き込んでいる。私は相変わらず彼に厳重注意をしに行く日々。

　変化があるとしたら、前より距離が縮まった分、私の怒鳴り声が大きくなったのと、荒神さんのなれなれしさがアップしたくらいじゃない？

　そんなわけで私と彼の作戦は、お互い思った効果を得られぬまま終局を迎えようとしていた。

　なぜなら、明日の土曜が福谷と瑠璃の結婚式だからだ。

「荒神さん、明日、伊達メガネとマスクを忘れないでくださいよ？」

「あー……わかった」

　私は涙腺強化が失敗すると早めに悟っていたので、次の作戦を仕込んでおいた。

「いいですね？　荒神さんは〝花粉症〟です」

　そう言うと、彼は常備している伊達メガネをスチャッとかけた。

「了解。涙も鼻水も出まくっちゃう秋の花粉症だ、俺は」

　自分に言い聞かせるように答える。

　かれこれ三週間、ことあるごとに私は荒神さんに伊達メガネとマスクを着用するよう指令してきた。主にオフィスでの話だ。

「万が一、結婚式で涙が出ちゃったとしても、日頃から『花粉がつらいんだ』なんて言っておけばごまかしやすいと思いません？」

「うんうん、現実的な提案だよ。日冴ちゃん偉い！」

　マスクも着用してみせた荒神さんが、なれなれしく私を褒ほめる。

「スピーチも、もう一回見せてください」

　彼からスピーチ原稿を受けとり、階段を下りつつ読む。

「いいですね。泣く要素ゼロ！　福谷が頑張り屋ってのを面白おかしくスピーチできそうですね」

「ふふん、当たり前だ。喋りは得意だからな」

　確かに、彼は社内トップクラスの営業マン。プレゼンのうまさには定評がある。この点は唯一安心かもしれない。

　シネコンのある複合ビルをとうとう階段で下りきり、私たちは新宿駅に向かう。

　私のほうが終電が早い。足早に改札を目指す私は、横の荒神さんを見上げた。私に付き合って早足で歩いてくれている。

「明日、頑張りましょうね」

「ああ、今日までの努力を見せてやるからな」

　……それは期待できないです。

「あ、望月のドレス姿、楽しみにしてるから」

　荒神さんがさらっとつけ加えた。

「はい？」

　私は意味を図りかねて、変な顔をしてしまう。

「たまには山盛りに盛ってこいよ。望月は元のスペック高いんだから、フル装備で女子力全開のところを見せてくれ」

　フル装備って、私は重装歩兵か。

　まあ、言われなくても式場にヘアメイクはお願いしてあるし、ドレスも新調した。

　明日は出会いのチャンス、結婚式だもん！　そろそろ彼氏なしから脱却せねば！

「それじゃ、私は急行に乗るので」

「おやすみ。また明日」

「おやすみなさい」

　ちょこんと頭を下げて踵きびすを返し、改札を抜けた。

　うーん、どうなることやら。

　結婚式当日、私は朝から式場に入り、メイクやヘアセットをしてもらった。横よこ浜はまの関かん内ない駅近くの式場は我が家からは遠く、出発も早かった。

　昨夜は終電帰りだったし、正直あんまり寝ていない。睡眠不足が肌に出る年になってきたのになぁ。

　それでも、プロの手とは素晴らしいものだ。クマも肌のくすみも丹念なベースメイクでカバーしてもらい、アイメイクはベージュのドレスに合わせてゴールド系で華やかに。リップはつやつやのコーラルピンク。

　肩より少し長い髪は、逆毛を立ててアップスタイルにしてもらった。

「お客様、メイクすると桐きり谷たに美み玲れいちゃんに似てますね！」

　マジで!?

　メイクさんがおだてるから、いっそう調子に乗ってしまう。

　よーし、今日の一番の目的は〝出会い〟。荒神さんの涙克服じゃないぞ。そっちは二の次！　私だって、絶好のチャンスに他人の世話焼いてばかりじゃいられないんだから。

　十一時から始まる挙式のため待合室に行くと、同期のメンバー七人が揃っていた。地方営業所勤務で久しぶりに会うメンバーもいて嬉うれしくなる。

　ふと、その向こうに第一販売課のメンバーに囲まれた荒神さんの姿を見つける。彼も私を見つけ、『あ』という顔をした。そしてまわりを気にすることなく、ズカズカ寄ってくるではないか。

「可愛いな、望月！」

　私の真正面に立ち、いきなりの第一声。なにも含むところがない真顔なので、本気の褒め言葉に聞こえた。隣で同期の由ゆ佳かと美み奈な子こが「きゃあっ！」と黄色い悲鳴を上げる。

　社内ナンバーワンのイケメンがいきなり寄ってきて褒めるって……ちょっとサプライズじゃないですか。

「……荒神さんも素敵です」

　速くなる鼓こ動どうを感じながら、なるべく冷静に答えた。

　にやけるな、自分！

　実際、礼服仕様のダークスーツにポケットチーフをつけた荒神さんはカッコよかった。普段より無造作に上げられたクセのある黒髪が、彼を舞台挨拶の俳優くらいにこなれて見せていた。

　ちょっと、これ確実に新郎より目立つんじゃないの？　福谷に花持たせてあげらんないカッコよさ。

　荒神さんは彫りの深い顔を私に寄せると、こそっと耳元にささやく。

「じゃ、今日は頼むな」

　サポートを頼む、という意味でだ。

　私はしっかりと頷いた。式の時程は可能な限り瑠璃に聞きだしてある。荒神さんにマスクやメガネが必要なタイミングには、事前にスマホのバイブを鳴らす約束をしているのだ。

「はぁ～、やっぱイケメンだわぁ」

　荒神さんが第一販売課の仲間の元に帰ってしまうと、私の横で由佳が言った。経理部の由佳は一昨年おととし結婚し、もうじき産休に入る身だ。

「やらかし番長だけど、荒神さんの顔も雰囲気もバディも最高にイケてるよね！」

　由佳の言い草だと、荒神さんはやっぱり経理部にも散々迷惑をかけているらしい。

「やっぱ本社でもやらかしてるんだねぇ」

　さらに横から口を出す美奈子は、二年前まで荒神さんのいた、埼玉営業所勤務だ。彼に迷惑をかけられたランキングなら、かなり上位のはず。

「私が驚いたのは、いつの間にか日冴といい感じになってたってことだけど」

　美奈子が私をじいっと見つめる。その視線を振りはらうように私は両手を振った。

「いい感じじゃない！　私、毎日のようにあの人を叱ってるから、お互い慣れてるだけ！」

「日冴だけ褒めてたよぉ？　『可愛い』って」

　由佳まで言う。だって由佳は既婚者だし、美奈子に結婚間近の彼氏がいることだって有名な話だ。

「フリーで、褒めてくれるアテのない私を優先してくれたってだけでしょ？」

　私が答えると美奈子がにやーっと笑った。

「どっちにしろ、荒神さんが日冴と仲よしだって知ったら大騒ぎするヤツが、うちの営業所にいるよ？」

「は？」

「その子、荒神さんを追っかけてしつこく本社に異動願い出してるからさ。頑張ってね、日冴」

　なにを頑張るのかね、友よ。

　しかし、荒神さんが人気あるのは知っていたけど、追っかけて異動したいくらいの女子がいるのは知らなかった。

　そうなんだ……。なんか……やっぱモテるんだなぁ、なんて。

　……私には関係ないか、うん。

　自分に言い聞かせながら、案内に従って式場へ向かった。




　挙式はステンドグラスが美しい、小さなチャペルで始まった。賛美歌の中、入場する福谷。そしてお父さんにつき添われて入場する瑠璃。

　私は福谷と瑠璃の恋が生まれる前から知っている。入社してから、やたらと瑠璃をかまう福谷も、戸惑いながら彼に惹ひかれていく瑠璃も見ている。

　恋が始まって、それぞれに相談を持ちかけられたこともあった。喧嘩の仲裁も、仲直りのお礼にお酒をおごってもらったのも、全部昨日のことみたい。

　そんなふたりが今日、結婚する。

　本当に、本当に嬉しい。自分のことのように嬉しいよ。

　バージンロードを歩く、今までで一番綺麗なウエディングドレス姿の瑠璃を見つめ、私は涙ぐんだ。

　はっと現実に立ち戻る。前方の席を盗み見ると、荒神さんの目がすでにウルウルしているじゃないか！

　横並びの席の一番外側にいるため、みんなが中央のバージンロードに注目している現在、彼に気付く者はいない。

　何度も荒神さんの泣く姿を見るうちに気付いた。彼が泣くシチュエーションには分類がある。

　その一、もらい泣き。

　その二、感情移入。

　その三、雰囲気に負けて。

　その四、悲しいことがあったか感動したとき。

　ざっとこんな感じだ。

　映画を観て泣くのは、たいてい〝その二〟の感情移入が多いけど、今日みたいな結婚式では新婦の父にもらい泣きしたり、全体の感動ムードにも負けたりして泣いてしまう危険性が高まる。

　そして早くも危機！　私はクラッチバッグの中のスマホをこっそり手の中へ忍ばせ、荒神さんに発信した。視界の隅で、荒神さんが胸ポケットを探るのが見える。

　こちらを見ると彼は頷き、涙を拭ってポケットの伊達メガネをささっとかけた。

　もう、今日は一日そうしてなさい！

　誓いのキスも指輪交換も、荒神さんを気にしているうちに終わってしまった。

　あーもう、私の感動を返せ！




　挙式を終え、披露宴会場に移動しても私のヒヤヒヤは続いた。

　席次では、私のテーブルと荒神さんのテーブルは隣同士だ。わざわざ瑠璃に根回しして、彼の表情が確認しやすい位置にしてもらった。

　もちろん、瑠璃に本当のことは言っていない。『なにをしでかすかわからないから、見張っておく』というのが名目だ。

　荒神さんのスピーチは前半に予定されている。お酒が回る前に、という配慮らしいけど、これは助かった。彼はお酒に弱い人じゃないものの、後半のほうが感動ポイントは多い。スピーチまでも後半だと危険だ。第一販売課の余興が後半にあるけれど、これは愉快なものらしく安心している。

「新郎新婦の入場です！」

　司会の女性が言い、瑠璃と福谷が並んで入場してきた。

　瑠璃はティアラにＡラインのウエディングドレス。ラウンド型のブーケを持ち、幸せそうに微笑んでいる。タキシードの福谷は緊張で固い顔だ。

　乾杯で披露宴がスタートする。おいしい料理。列席者の笑顔。ことあるごとに顔を見合わせ微笑み合う新郎新婦。なごやかで温かい式だ。




　肝心の荒神さんのスピーチは素晴らしかった。

「ご紹介に預かりました。健くんと同じ部署の荒神と申します」

　まず、彼がマイクの前に立ったときから空気が変わった。彼の持つ圧倒的なオーラは、顔がいいからという理由だけじゃない。人間性が勝負の営業職で、ひと旗上げた者の持つ、魅力的な空気だ。

「健くんが第一販売課に異動してきたときは、あまりに優しい顔立ちに心配になりました。営業職として、人がよすぎるんじゃないかなと。ところがあっという間にお客様の信頼を得て、販路を拡大していく彼には『やられた』って感じでしたね。そんな可愛い顔で、人の心をつかむのがうまいんですから」

　荒神さんは話しながら、福谷に視線を投げる。福谷が照れたように肩をすくめた。荒神さんの褒め言葉が嬉しいに違いない。

「聞けば、瑠璃さんの心も、彼の猛プッシュで射止めたとか」

　私が提供した情報だ。福谷も瑠璃も恥ずかしそうに微笑んでいる。

「彼、学生時代は柔道部とのことですが、きっと小技を繰りだすタイプじゃないんでしょうね。ゴリゴリの力押しですよ。押して押して、最後に大技でガツン」

　荒神さんが器用にも大外刈りの真ま似ねをする。エア大外刈りに、会場から笑いが起こる。福谷が「ちょっとー！」と声を上げ、笑い声はいっそう大きくなった。

「なんちゃって。……健くんが、コツコツ努力する実直で勤勉な青年であることは、上司の私も、彼のお客様もよーくわかっています。瑠璃さんもそんな彼に惹かれたのではないでしょうか」

　よく通る声も、随所に挟まれるウイットも、ありがちな結婚式のスピーチとは違った。列席者の誰もがお酒や食事の手を止め、彼を見つめてしまうほど。

　魅力的な男。

　初対面の人だってそう思ったに違いない。彼を要する第一販売課のメンバーも、新郎の福谷も誇らしげな顔をしていた。私自身も、彼のサポートなんて完全に忘れ、スピーチに聞き入ってしまった。

　すごい人。魅力は才能だ。人が人を惹きつける抗えない力……彼はそれに恵まれている。

　スピーチを終え、荒神さんは堂々と自分の席に戻る。私もまた、すごく誇らしい気分で彼を見つめる。いつも怒ってばかりの相手だけど今日は見直した。

　すると、荒神さんが私と視線を合わせ、小さくガッツポーズをして見せた。私しか気付かない本当に小さな合図だ。その些さ細さいなことが嬉しかったりする。




　披露宴はつつがなく進んだ。第一販売課の余興は笑える寸劇だったし、花嫁のお色直し中のスライドショーには会社の面めん子つがたくさん登場して、みんな笑いっぱなしだった。

　もちろん、ちょいちょい危ないシーンはあった。特に、瑠璃がサプライズでブーケを私にくれたときだ。

　てっきりブーケトスかブーケプルをやるのかと思っていたけれど、いきなり司会者に名前を呼ばれ、私は会場右前方のスペースへ進み出た。そして新婦席から下りてきた瑠璃が、私の手にピンクのガーベラとバラのブーケを乗せてくれたのだ。

「次は日冴に幸せになってほしいの」

　そんな瑠璃の言葉に、私も目頭が熱くなる。親友にブーケをもらえるなんて。それだけで最高に幸せだ。

「ありがとう……瑠璃！」

　抱き合う私と瑠璃は、六年間の友情を噛みしめた。

　でも、私の目には途中から荒神さんが映っていた。彼は私たちの友情ストーリーに感動したようで、またしても目がウルンウルンに潤んでいる。

　うぉーい！　あんたが泣かないの、あんたが！

　私の涙はご多分に漏れず引っ込んだ。ああ、心配で感動どころじゃない！

　しかし、ここまではまだ順調なほうだった。最後の難関、新婦から両親への手紙が待っていたのだから。

「お父さん、お母さん、今日まで育ててくれてありがとう」

　マイクの前に立ち、ベビーピンクのプリンセスラインドレスに身を包んだ瑠璃が、手紙を朗読し始める。

「小さい頃、喘ぜん息そくで身体が弱かった私を、本当に慈しんで育ててくれましたね。お母さんに背中を撫でてもらうと、咳せきがとても楽になったのを覚えています」

　瑠璃の声は涙声だ。ご両親もすでにポロポロ泣いている。ひとり娘の結婚式だもの。きっと計り知れない思いがあるに違いない。

　私は込み上げてくる涙を飲み込み、バッと横を向く。

　やっぱり！

　これで泣いていないわけないわな！　荒神 薫！

　荒神さんはマスクもメガネも装着済みだ。しかし、その目からは大粒の涙がこぼれている。

　幸い会場は暗く、新郎新婦とご両親にスポットライトが当たっているため、まだ誰も気付いてはいない。

「お父さんとお母さんの元から巣立つのは……すごくすごく寂しいです……」

　泣き崩れそうな瑠璃。それを支える福谷。涙を拭うお母さん。右手で顔を覆い天を仰ぐお父さん。

　……そして、滝の涙を流す荒神さん。

　その涙、瑠璃の親族レベルです。

　ともかく、会場が明るくなったら確実にバレる。明るくなるタイミングは新郎の挨拶のはずだ。荒神さんを逃がすなら、今このときをおいてない。

「お父さんとお母さんみたいな幸せな家庭を……私も……健さんと作っていきたいです……。愛して育ててくれて、ありがとうございました！」

　頭を下げながら瑠璃が嗚咽し、福谷が瑠璃の肩を抱いた。会場に感動が満ちる。

　すすり泣きがそこかしこから聞こえる。もらい泣きするのは決まって女子。

　私は息を吸い、がばっとテーブルに突っ伏した。

「ううっ……うぇぇぇん……」

　肩を震わせ、声も震わせ、一世一代の演技をする。もらい泣きしていた由佳や美奈子が、私の派手な泣き姿にビビるのが気配でわかった。

　しかし、すぐに『親友の日冴なら、このくらい感動してしかるべき』という理解に変わったようだ。由佳と美奈子が手を伸ばし、私の背を撫でてくれる。

「うわぁぁぁん！　瑠璃ぃ……！」

　突っ伏したまま、さらに激しくもらい泣きする。同じテーブルの同期はもちろん、隣のテーブルの第一販売課の面子も、斜め前方テーブルの社長と重役たちも、新郎の友人たちも、きっと『あの子、めっちゃ泣いてる』という目で見ているに違いない。

　不本意だ。不本意すぎる。

　でも、これがベスト！

　なぜなら、私が大泣きして注目を集めている隙に、荒神さんがスタッフ用の出入口からこっそり退場していたからだ。




　結婚式から帰宅し、私はドレスのままベッドに倒れ込んだ。

　つっっっかれたぁぁ!!

　どうにか荒神さんのカバーに成功し、披露宴を終えることができた。特訓は全っ然役に立たなかったけれど、どうにかなったじゃない。

　バレなかった！　イエス！　頑張った、私！

　最悪の場合、荒神さんを裏から逃がす手て筈はずは早い段階で考えていた。瑠璃や福谷に聞いては不自然なので、余興をやる人間を装い、事前に式場に問い合わせていたのだ。

　会場に出入りできるところは他にあるか。招待客が通ってもいいか。その経路はどこに抜けられるか。

　なにしろ、新婦からの手紙や両親へのお礼、出席者への挨拶など、一番泣かせるイベントはラストに設定されている。しかも、会場の正面出入口付近で行われることが多い。そこ以外に逃げ道を確保するのは重要なことだった。

　結果、予想どおり大泣きした荒神さんを会場の裏手の廊下に逃がすことができた。

　あー、本当に頑張ってしまった。

　注意をそらすために、わざわざダイナミックにもらい泣きしちゃったっつーの！

　その後、福谷と瑠璃の友人を中心とした二次会に参加したけれど、私のイメージは『すんごいもらい泣きしてた人』で固まっていた。

　メンズに話しかけられてもトークテーマは『あ、大丈夫だった？　大泣きしてたけど』な感じだったわよ！　語尾に思いっきり笑マークがついてたわよ！

　トホホすぎる……。せっかくの出会いのチャンスがぶっ飛んでしまった。

　ちなみに元凶の荒神 薫たちをはじめとする会社のメンバーは、身内感の強い二次会は慣例どおり遠慮して、披露宴でさっさと引き上げてしまった。きっとビアガーデンかなんかで飲んで帰るんだろうけどさ。

　ふとスマホを見ると、荒神さんからメールが来ていた。

【今日はありがと。高級ホテルディナーは期待していいからな！】

　はー。私の恋愛チャンスを潰しといて呑気だよ、相変わらず。

　ま、私も自分の選択だから仕方ないや。こうなったら、おごりディナーは思いっきり贅ぜい沢たくさせてもらおうっと！

　よっこらしょと起き上がる。ドレスを脱いで、がっつりメイクも落とさなきゃ。もらったブーケも花瓶に活けよう。

　しかしブーケはもらったものの、私の幸せゲット、まだしばし機会なさそう……。

　私はよろよろと洗面所に向かうのだった。










シークレットデート




　それから一週間、私と荒神さんは顔を合わせなかった。荒神さんが奈良のメーカー工場での商品研修に入り、月曜から留守にしていたためだ。

　荒神さんがいないだけで、私の苦労はぐっと減った。申請書類の出し忘れはなく、社内メール便も紛失せず、会議室は順序よく使われ、誰も総務に苦情を寄せてくることはなかった。

　荒神さんがいるといないで全然違う。普段は問題児の集まりである第一販売課は、ひとりの首謀者が欠けただけですっかり静か。

　ほらぁ、やっぱり元凶はあの人じゃんなんて思いながら、どことなくもの足りない日々を過ごしたのも事実だ。

　荒神さんがいないと平和すぎる。逆に言えば、いつからか私は荒神さんに振りまわされるのが日常になっていたのだ。

　さらに、この一ヵ月はプライベートでも振りまわされてきたんだった。結婚式が終わったのだから、もうあんなふうに仕事終わりに待ち合わせたり、荒神さんちに行ったりなんてことはなくなる。

　たった一回だけあったドキドキのハプニングも、もうない。なんだか胸がすとんとしてしまう。この感覚はなんだろう。

　そんな金曜の昼どき、荒神さんからスマホにメールが来た。

【急だけど、明日の夕方から空いてる？　約束の豪華ディナー、いいところが予約できそう】

　いいところ？

　私は首を傾げながらも、胸が高鳴るのを感じた。荒神さんとまた出かけられるのだ。約束を果たすデートだけど。

【空いてます。いいところですか？】

　私がメールを返すと、昼休みか帰路の移動中なのか、返信はすぐに来た。

【よかった。ここを十八時に予約したのでよろしく】

　添付のＵＲＬを開いて驚いた。ローズクラムワジ東京。去年、汐しお留どめにできた外資系超高級ホテルじゃないか!!　そんなところでお食事？

「ねぇ、ローズクラムワジ東京って知ってる？」

　隣の席の後輩、真子に聞いてみる。彼女は昼食を終え、残りの休み時間を利用してのんびりネットを閲覧中だ。ちなみにキヅキ電産は、休憩時間中の私用ネット閲覧がＯＫだったりする。

　真子が、ぶんとこっちを向いた。

「知ってますよぉ！　来年私の友達がそこで式を挙げるんですけど、すっごい素敵なんですって。チャペルからレインボーブリッジやお台だい場ばの観覧車も見えるそうです。あと、試食会の料理が半端なくおいしかったって言ってました！　人気があるから、一年半先まで結婚式は予約でいっぱいらしいです！」

　真子、力説。

　そうなんだ。ま、今回は結婚式は関係ないのよ。

「なんか、食事をそこでって話をされたんだけど……」

　荒神さんの名前は出さない。社内であれだけ争っている私たちが仲よくお出かけって、なんじゃそりゃだもんね。これまでもあらぬ噂には注意してきたんだし。

「ローズクラムワジ東京のフレンチなら、本場フランスで三つ星の〝ロワゾ〟の系列店が入ってるはずですよ！　式の料理もそこが監修してるんだそうです！　日冴先輩、いいなぁ～。……で、彼氏とですか？」

　真子の目が鋭く光った。私は冷静さを欠かないよう慎重に答える。

「……彼氏じゃない」

「じゃ、男友達？」

「んーん、親戚のおじさん」

「なんだ……」

　真子があからさまにテンションを落とした。私だって、本当は見栄を張りたい。メンズと大人気ホテルでディナーデートとか言いたい。

　でも、相手が荒神さんじゃ威張れない。

　というか、やっぱりバレちゃいけない気がする。荒神さんが人気者なのは周知の事実だし、単純に私とじゃ釣り合わない。

　そして、心情的にも引っかかる。

『望月さんてば、あれだけ荒神さんを叱っていたのに、実は好きだからちょっかい出してただけみたいよ』なんて誰にも噂されたくない！

「ともかく、料理は最高らしいんでいいじゃないですか!!　予約がなかなかとれないお店ですし、親戚の方、ご苦労されたんじゃないですか？　よーくお礼を言ったほうがいいですよ」

　予約がなかなかとれない高級店に、どうやって予約をねじ込んだんだろう。一ヵ月前から計画していたなら、急に連絡をくれるわけないし。

　しかし、荒神さんがなんらかの尽力をしてくれたことには変わりない。

　よし、どうせシークレットなデートだ。心して楽しんでこようじゃないの。これを最後に、荒神さんとどこかに出かけることなんてなくなるのだから。

「あ、当然ですけどドレスコードがありますからね」

　真子がつけ足しのように言った。

　……だよねぇ……なに着ていこう……。




　土曜の十七時四十五分。私は汐留の超高級ホテル、ローズクラムワジ東京の豪華なロビーにいた。

　最新の外資系ホテルのロビーは、国内老舗ホテルと違いコンパクトだけど、変わった形のシャンデリアや凝った作りのピラー、そこに設置されたオシャレな照明にセレブリティなムードを感じる。

　ドアボーイの制服がアジアンテイストな詰襟で可愛いな、なんて思ったけれど、フロントに並ぶ綺麗なお姉さんたちもアジアンビューティーが揃っている。

　真子が言うには、海外セレブや国内外の要人も好んで使うらしい。今日は土曜なので、アダルトなカップルの姿もちらほら。私、浮いてないかな。

　悩みに悩んで、服装はシックな紺のワンピースに、持っている中で一番上等なパンプスを履いてやってきた。ただ、髪はヘアアイテムを駆使しても夜会巻きが精いっぱいだった。

　今さらだけど、ノースリーブのワンピースでよかったのかな、なんて心配になる。でも店の中でカーディガンを羽織るのも……。

「望月」

　コーヒーラウンジのほうから荒神さんが歩いてきた。一週間ぶりに会う彼は、すごく久しぶりな印象だ。

　ブリティッシュトラッドなダークジャケットに、茶系のタイトなパンツスタイル。シャツにネクタイはつけていないけれど、店の格的に一応持ってきてはいるだろう。ぴかぴかの茶色の革靴もよく似合っていて、彼をいっそう洗練された男に見せた。

「お、いい女だねぇ。そのワンピース、地味かと思ったけど形が綺麗だな」

　荒神さんが軽口を交えつつ褒めてくれる。私は赤くならないように表情を引きしめながら彼を見上げた。

「地味ですみません。なにせアラサーなもんで、派手な色使いは控えてます」

「形が綺麗って褒めただろ？　望月の細い腰のラインがよくわかっていいよ」

　荒神さんはニヤニヤ笑って私の横に立つと、腰に手を回した。まるでカップルみたいに。そして、私の背中から腰をさわさわっと撫でる。

「もう少しふっくらしてくれてもエロくていいけど。どう？」

「セクハラ!!」

　私は荒神さんの手をばちんと叩き落とした。彼はちっともめげずに、声を上げて笑っている。

　なんだ、いつもの荒神さんだ。でも無性にドキドキするのは、ここがちょっとラグジュアリーな空間だから？　私、雰囲気に負けているかも。

　荒神さんに連れられ、ホテル内のフレンチレストランにやってきた。ものすごく豪華な店だ。ロビーの巨大なシャンデリアとは違い、各テーブルの上に円形に吊つられたシャンデリアは細かな細工が施され、温かな色味をキラキラと反射させている。

　セットされたカトラリーも、普通の店で出てくるものと違う。事前にホームページで見たけれど、美しい刃も装飾された柄えも、すべて日本国内で製造され、職人が一本一本仕上げる逸品だとか。

　ウエイターもイケメン揃い……ではなくて、案内から対応まで超一流。見目麗しいし、声も涼やかだし……って違う違う。

　うーん、とにかく格が違うのが肌でわかる。す、すごい……。

　今まで付き合ってきた男の人とは、一度もこんなデートしたことない。若かったし、こういった店の作法もよくわからなかった。なにより、お財布的に厳しいもん。

「なんか……人気があるお店なんですよね」

　私はワインリストを荒神さんに手渡しながら言った。ちなみに、リストを見てもワインはよくわからなかった。

「みたいだな」

　荒神さんもワインリストを見て、やはりよくわからなかったようでウエイターを呼ぶ。適当に料理に合うものを持ってきてもらう様子だ。

「予約、大変だったんじゃないですか？」

　おずおずと聞く。こんな素敵なレストランをいきなり予約できた真相を知りたかったのだ。

「あー、実は俺の大学の友達が、ここのホテルの関係者なんだよ」

「ぶぁ！　マジですか？」

　思わず変な声を出してしまう。こーんないいところにお勤めのお友達が？　すごいじゃないですか、荒神さん。

「で、この店、予約が半年先までいっぱいだって言うからさ、キャンセルが出たら優先して入れてもらう約束しといた」

「うわ、最高じゃないですか！　連れてきてくださってありがとうございます！」

「いえいえー、今日は望月へのお礼なんで。俺もできることは精いっぱいしますよ」

　やがてソムリエがワインを持って現れ、私も荒神さんもぽけっとその解説を聞いた。ワインはブルゴーニュ産でなんたらかんたら……正直あんまり覚えていない。ただ、渋い赤ワインが苦手な私でもおいしく飲めるものだった。

　オードブルが運ばれてくる。四品並んだオードブルは、ムースと、キャビアの乗ったタルト、そしてイチジクと、生ハム。ここが居酒屋だったら、イチジクと生ハムだけおかわりしたいくらい。

　メインは仔こ牛うしのグリル。赤いソースは果実で作られているらしいけれど、すっかり説明を聞き逃した。『おいしそう！』と心の中で興奮気味に歓声を上げていたせいだと思う。

　とにかく、口にしたものはすべて文句なしにおいしかった。ちょっと感動的なくらいだ。でも、ちょっぴり疲れてしまうのは私が庶民だからだろう。

　すると、仔牛のグリルを食べ終わった頃に荒神さんがこそっと言った。

「なんか、肩凝るな」

　私は思わず吹きだした。注文も振る舞いもスマートで、さらに見た目もイケてる荒神さん。だけど、考えていることは私と一緒だった。そんなことが妙に嬉しい。

「ま、〝六さし〟よりは」

「今度、また〝六さし〟に行こう。俺、あっちのほうが好き」

　今度か……。荒神さんが言う『今度』は、社交辞令だろうか？

　私はなんだか素直に従いたくなくて、口を尖らせた。

「えー？　私はこっちのほうがいいです。おごられるなら」

「マジか。金のかかる女！」

　荒神さんが声を出して笑い、私はすまして答える。

「私を誘うのは安くないですよ」

「そっか。じゃあ早速なんだけど、このあと空いてる？」

　彼が笑みを含んだ声音で問う。目は優しげにすがめられている。

　このあと？　空いているに決まっている。デートのはしごをするほど節操なくないもん。そんなアテないし。

　でも……今が二十時ちょっと前だから……このあとさらにどこかへ行くなら、終了時間は結構遅くなりますけど……どこへ？

　ここはホテルだし……いやいやいや！　それはない！

　ないってば！

「終電までには絶対帰れるからさ」

「……はい。お付き合いします」

　私は頷く。期待なのか狼ろう狽ばいなのか、胸が早鐘を打ち始めていた。




　レストランを出ると、そのままホテルも出て荒神さんは歩きだす。どうやら移動するらしい。私は慣れないパンプスがちょっと不安だったけれど、後ろをついていく。

　それほどかからず竹たけ芝しば埠ふ頭とうに到着し、私の足も靴擦れを作らずに済んだ。そこには大型のクルーザーが停泊している。

「え？　なんですか？」

「東京湾クルーズ」

　荒神さんがさらっと答えた。

「クルーズって……そんな張り込まなくても！　私、おいしいディナーで充分満足ですよ！」

「大丈夫。張り込んでない。大型クルーザーだけど、乗り合いだから格安なんだよ」

　彼はそんなことを言いながら私の手をとった。ドキンと心臓が跳ねる。

「でも、先に言っとけばよかったか。望月にヒール履かせちゃったもんな。小型船よりは揺れないけど、危ないから」

　私を見下ろす荒神さんの瞳が、なんだかすごく思いやりに満ちて見える。手をとられた感触に集中してしまい、思考がうまく回らない。

「あ……ありがとうございます」

　照れた表情を見られないよう、うつむき加減にお礼を言った。

　もう、なに、このイケメンは。いったい何人にこの手を使っているんだろう。

　荒神さんに手を引かれ、クルーザーに足を踏み入れた。百人くらい収容できそうな大型クルーザーは二階建て。中はバーのような暗めの照明で、黒を基調にしたスタイリッシュな内装になっている。通常あるだろう客席がとりはらってあるせいか、広々としたクラブのようだ。バーカウンターがあり、背の高いテーブルとセットの椅子がずらっと窓側に並んで据えられている。ソファもいくつか見える。

　中央の空いたスペースはフロア扱いで、パーティーなんかで使うならここが立食の場になるのかもしれない。

　私たち以外はみんなカップルで、十組ほどの男女が各々場所を占め、静かな時間を過ごしていた。どうやら、人数を制限して個室感やラグジュアリー感を出しているらしい。

　こりゃ、やっぱりいいお値段しちゃったんじゃないの？　……なんて、そんなことが気にかかる。




　私たちは二階席でカクテルを飲んだ。船は出航し、クルーズが始まる。

「所要時間はほんの二時間ほど」と荒神さんは言う。

　荒神さんは席に着くと手を離してくれたけれど、私のドキドキは治まらない。手を繋いだ理由は船が揺れるからであって、他の意味はないはずなのに。

　一度、荒神さんに押し倒されたことを思い出す。あんなのは彼みたいなイケメンにはおふざけだっただろうけど、私には忘れられないシーンだ。真面目が売りのＯＬには、あんなシチュエーション自体、縁がなかったもん。

　今、目の前にいる荒神さんはすごくカッコいい。いつだっていい男だけど、今日の特別なシチュエーションに、私はまたやられちゃっているみたい。

　私ってシチュエーションに弱いのかな。結構、単純な女……。

　でも、この胸の高鳴りは嘘なんかじゃない。

「な、デッキに出てみないか？」

　荒神さんに誘われるままに、二階フロア直結のスカイデッキに出た。

「うわわっ！　すごい風！」

　外に出た瞬間、風に煽あおられる。よろける私の身体を荒神さんががっしり受け止めた。

「あはは。どうりで俺たち以外、人がいないわけだ」

　今日は風が強かったけれど、海上は余計に冷たい風が吹き荒れていた。

　すでに十月だ。夜風は冷たい。日中はまだ暑い日が多いから、薄手のカーディガンしか持っていないことを後悔した。

　そっと手すりにつかまる。広い海原とお台場の風景は、寒いけどすっごく綺麗。

　そこでばさっと背中にかけられたのは、荒神さんのジャケットだ。

　慌てて横の彼を見上げると、余裕ある微笑み。背後に夜空を背負ったひとりの大人の男性がそこにいた。

「大丈夫ですってば！」

「はいはい、強がらないの。準備させずに連れてきちゃったの俺だから、今はこれ羽織っといて」

　私は赤くなる頬をこっそり押さえた。彼の優しさが嬉しい。

　ジャケットから香る荒神さんの香りが鼻び腔こうをくすぐる。男性的なシトラスムスクと、かすかなタバコの残り香にドキドキが加速する。

「望月、ホントありがとうな！」

　風に負けないように荒神さんが言った。声を張り上げなくても会話できるように、私は彼の隣に寄り添うよう近づいた。

「なんにもしてませんよ」

「望月のおかげで、どうにか福谷の結婚式を乗りきれた。特訓は役に立たなかったっぽいけど」

「あー、それは確かに」

　私たちは顔を見合わせて苦笑した。

「望月がいろいろサポートしてくれたおかげで、涙克服はできなかったけど、まわりにバレはしなかった。ありがとう」

　荒神さんが改めて頭を下げる。私は首を横に振った。たいしたことじゃない。彼氏ゲットの機会を一回逃したくらいだ。

　そのおかげでこんな素敵な夜をプレゼントしてもらって、悪いくらい。きっと、恋人を連れてくるようなとっておきのコースなんだろう。

「最初に泣いてるところを見られたのが、望月でよかった」

　荒神さんがはっきりと言った。なんの臆面もなく、清すが々すがしい表情をしている。

　私は思い出す。オフィスで嗚咽する彼の姿を。背を震わせ、本当に悲しそうに泣いていた。

　あのとき、荒神さんにはどうしようもなく悲しいことがあったのだろう。私には、その理由はわからない。

「私はバレてたとは思いませんでした。あれから歩き方に気をつけてます」

　特徴的らしい私の足音を思い出したのか、荒神さんが笑った。それから真しん摯しに私を見つめる。

「正直さ、望月に見られたときはマズイと思った。おまえが真面目なヤツなのは知ってたけど、やっぱ女子だしさ。噂話にされて、あっという間に社内に広まっちゃうのかなって」

　そりゃ、女子の多くは噂好きだけど。荒神さんは、私も例に漏れずそうだと思っていたのね。

「だけど望月は誰にも言わなかった。それどころか、飲み会で涙が出ちゃったときもすぐに隠そうとしてくれた。俺のキャラとか、立場とか考えてくれたんだろ？」

　返答に困る。なにしろ、半分はそうだけど、残り半分は私欲だからだ。

　彼の泣く姿を誰にも見せたくなかった。あんな綺麗な姿、私しか知らなくていいと思っちゃったんだ。

　荒神さんは自分の泣く姿をカッコ悪いと思っている。女子は引いてしまうだろうと思っている。

　だからこそ涙を克服したいんだろうけど、きっと彼の涙を見たら、女子の大半は落ちてしまうに違いない。虜になってしまうだろう。そのくらい綺麗で、セクシーで、胸をかき乱される姿なんだ。

　ズルイ私は、それを彼に教えてあげない。

「ともかく、お役に立ててよかったです。あとは、もう少し社内で協力的になってくだされば完璧」

「あれー？　それは……努力してるんだけどなぁ」

　なんにも変わっていませんけど。

　私はため息をつく。

　ま、しょうがないか。人はそんなに急に変われないし、この人はなにをやっても問題児のままだろう。それなら、その都度私が叱りに行けばいいだけだもん。

　もう一緒に出かけることはなくなるかもしれないけれど、注意する、される関係くらいは残しておいてもいいかもしれない。

「あの……」

　思いきって口を開く。

「なに？」

　荒神さんが私の顔を覗き込む。

「聞いてもいいかわからないんですけど……最初に私が見ちゃったとき……その、オフィスで泣いてたのは……なにかあったんですか？」

　彼は驚いたような顔をして、すぐに表情を緩めた。そして、静かだけど意思的な視線で私を射抜いた。

　私は聞いておきながら、つい目を伏せてしまう。彼の視線が眩しいのと、聞きづらいことを聞いてしまった引け目から。

「あー、あのときはさ。恩人が亡くなったんだ」

「え？」

　私の質問は、本当に軽々しく口にしてはいけないものだったのだ。

　しかし荒神さんは話してくれる気らしく、続けて口を開く。

「俺が前にいた会社、知ってるだろ？」

「ええ、前まえ代しろ開かい閉へい器き株式会社」

　荒神さんが在職していたのはスイッチメーカーだ。小さなボタンスイッチから、大きなフットスイッチまでさまざまなスイッチを製作する老舗メーカーの営業だった。今私たちが勤めるキヅキ電産は、そのスイッチも含めた電子部品全般をとり扱う専門商社という立場だ。

「俺、文系の出身だからさ。入ったものの、新人の頃はスイッチの仕組みも部品のことも、ちんぷんかんぷんで。それを教えてくれたのが、小さなネジ工場のおやっさんだったんだ」

　荒神さんは懐かしそうに語る。

「前代開閉器にネジを卸してる工場の社長でさ、昔は大手家電メーカーの部長だった人。町工場で最小の部品を作りたいって始めたらしいんだけど、俺の出来の悪さを放っておけなくなったらしい。いろいろ教えてくれるようになって、よく仕事サボっておやっさんのところに行ったよ。スイッチの知識や業界の知識、いろんなことを習った」

　この業界は私も含め、文系出身者が半数を占める。営業スキルや商品知識は、難しくともあとづけで覚えられるからだ。

　確かに荒神さんは、有名私大の法学部出身のはず。でも彼に『できない』時代があったなんて驚きだ。

「おやっさんの工場でさ、講義を受けたり世間話してると楽しくて。たいてい、奥さんがお茶とおにぎりを作ってくれるんだ。奥さんは優しくてさ、そのうち夕食にも呼ばれるようになって、東京のおやじとおふくろみたいになってた。転職しても変わらず付き合いがあって、前より忙しい分、頻ひん繁ぱんに会えなくはなったけれど、ときどき遊びに行ってた」

　荒神さんがうつむく。私はもう話をやめさせたくなっていた。彼にはきっと、すごくつらい話なんだろう。

「今年の正月に、奥さんの具合が悪いとは聞いたんだ。胃ガンで、ステージ三だって。『悪いとこをとれば治るから』なんて奥さんは笑ってたけど、嫌な予感がした。奥さんは退院してきて二ヵ月もしないうちに病院に戻ったよ。ガンがあちこちに転移してて、もう長くは生きられないんだっておやっさんが苦しそうに言ってた。俺もお見舞いに行ったりしたけど、どんどん弱っていく奥さんを見るのがつらかったよ」

　荒神さんが、一度ぐっと唇を噛むのが見えた。そのまま話をやめてくれていい。しかし彼は自分を奮い立たせるように言葉を続ける。

「いよいよってときに、奥さんが一時退院したんだ。最後に家族と過ごすための退院でさ、娘さんたちも呼んで食事会をするから、俺も来てほしいって言われた。でも、俺は行けなかった」

　彼の瞳からするすると涙がこぼれ落ちた。

「荒神さん……」

「奥さんの顔を見たら俺、絶対に泣いちまうってわかってたから。そんなことしたら、奥さんの死亡宣告みたいだろ？　だから、会いたかったけど会いに行けなかった。それから奥さんは病院に戻って、一週間後に息を引きとった。俺は親不孝者だ。あんなに優しくしてくれた奥さんに会いに行ってやれなかった。おやっさんも支えてやれなかった……。俺が弱いばっかりに……っ」

　荒神さんが振り絞るように言って、それから嗚咽した。私は迷うことなく彼の肩を抱いた。広い背中に手を回し、震える身体を支える。

「そんなの、泣いて当たり前ですよ」

　私の声も震えていた。彼のまだ癒いえぬ悲しみに触れてしまった悔恨と、苦しむ彼に寄り添いたい気持ちが胸を埋める。

「あなたは弱くない。なんにも悪くない」

　荒神さんが泣き濡れた顔を上げる。私を見つめる綺麗な瞳。

　やっぱり誰にも見せたくない。

　今、この瞬間。この人は私だけのもの。

　私は手を広げ、背伸びして、彼の頭を抱き寄せた。

「悪い、望月……本当……悪い」

　荒神さんの腕が私の身体に回される。すがるような強い力。熱い涙が私の肩に染み込む。

「悪くないです。いくらでも、どうぞ」

　私は彼の耳にささやいて、髪を撫でた。

　風の強いスカイデッキ。誰もいないその夜空の下、クルーズが終わるまで私たちはそうしていた。







第三章










ライバル？




　不思議なことになった。

　あのシークレットデートから二週間、私と荒神さんは週何度か、件くだんの居酒屋〝六さし〟に寄って帰っている。先々週一回、先週二回。

　誘ってくるのは荒神さんで、私も自然とお誘いを受けている。確かに、あのデートのとき『また〝六さし〟に行こう』的な流れにはなったけれど。

　こんなふうに待ち合わせてごはんに出かける私たちの関係って、なに？

　荒神さんを抱きしめてしまった東京湾クルーズのあとは、お互い照れてろくに顔も見られずに帰宅したっけ。

　その後、荒神さんは態度を変えることなく親しく接してくる。社内では相変わらずの適当っぷりを見せつつ、メールで【今夜飲みに行こうぜ☆】みたいなメッセージを送ってくる。

　はぁ、なんなんだろ。独身の男女がふたりで会社帰りに定期的に飲みに行くって。これはもしや、付き合ってる予備軍？

　いやいやいや！　ないないない！

　嫌なわけじゃないけど、そんな告白も約束もない！

　そもそも、愛や恋の雰囲気が私たちにはない。どっちかっていうと、家族的な親愛が近い。

　彼の涙を見てしまい、決定的な悲しみに触れてしまい、彼を抱きしめずにはいられなくなってしまった。この感情はきっと母性だ。そうに違いないと思う。荒神さんが普段ちゃらんぽらんだから、ギャップにやられてしまったんだ。

　そして荒神さんもまた、唯一涙を見せてしまった私に対して気を許しているんだろう。泣き虫なのに涙を隠して生きてきた彼が、やっと本性を見せられる相棒ができた。だから親しく誘ってくるんだ。

　私たちの関係は友達でしかない。

　そうだ、飲み友達っていうことでどうだろう？　うん、しっくりくる。

　そんなことを考えながらひとり頷いていると、人事課の芳野お姉様がやってきた。時は午前中、始業間もない時刻だ。

「望月ちゃん、今日から荒神さんに強烈なアシスタントがつくわよ～」

「は？」

　私は芳野さんの顔を訝いぶかしく見上げる。

　そういえば、埼玉営業所の同期、美奈子からもメールが来ていた。

【荒神さんを巡るライバルがついに本社に異動！　要注意！　日冴の健闘を祈る！】という謎のテンションのメールが……。

　ライバルって？　荒神さんを巡るってなによ？　いつからそういうノリになっていたんだい。

　芳野さんもどうやら三角関係的な思惑があるようで、ニヤニヤしている。

「これからは荒神さんへのガードがきつくなるわよ～。頑張ってねぇ」

「なにを頑張るのかわかんないです。いいじゃないですか。アシスタントってことは、営業事務の女子社員が増えたってことでしょ？　荒神さんのサポートが湯沢さんと楠木さんだけじゃ、ふたりがかわいそうですもん」

　そう答えたけれど、なんだか過剰にツンツンして響かなかったか気になる。過剰反応すれば『気にしてる』ってことになっちゃうもんね。

　すると横から平野部長が顔を出した。

「望月くん、申し訳ないんだけど、また一販課に行ってきてもらえないかな？」

　平野部長の手には小包がひとつ。着払い伝票がくっついている。

「荒神くんが、なぜか総務部着払いで荷物を送らせたみたいで……」

「まーたーでーすーか！」

　慣れたこととはいえ、やはり苛いら立だちながら、軽い小包を受けとった。中身は不良部品の返却かもしれない。

「ほら、早くも偵察のチャンスだよ」

　芳野さんがからかう。

　私はため息をつきながら、三階の第一販売課フロアに向かった。

　フロアに到着すると、奥の島に荒神さんの目立つ姿を発見した。近づきながら、その横に小柄な女子社員がいるのに気付く。

　寄り添うように立ち、彼を見上げる女子。見かけたことがあるとは思うんだけど、営業所の事務方とは何年も会わないこともあるからなぁ。

　荒神さんが近づいてくる私に気付き、片手を上げた。

「よ、望月。それ届いたんだな。ありがと、ありがと」

「なーにがありがとですか。どうして一販課宛にしないんですか！　しかも着払いにしといて！」

「だってぇ、俺いないこと多いし、ここの連中、適当だから荷物とか紛失しちゃいそうで。確実に受けとるなら総務だろ？　今日中に不良解析に回したいヤツなんだよー」

「そんな理由は通用しません！　総務を巻き込まない！　お金は今日中に払いに来ること！」

　私がぷんぷん怒っているのも、荒神さんがヘラヘラしているのも、いつもの光景だ。しかし、今日はそこに闖ちん入にゅう者しゃが出現した。

「荒神さんへの苦情でしたら、私が伺うかがいます！」

　割り込んできたのは、荒神さんの横にいた小柄な女子社員。ずいっと前に出ると、ぱっちりおめめを見開いて私を見つめる。

　苦情って……正当な意見ですけど……。

「総務部の望月さんですよね？　荒神さんのアシスタントになりました、羽はね田ださつきと申します。本日付けで埼玉営業所から異動してまいりました。今後はなにか問題が発生しましたら、私を通していただければと思います！」

　矢継ぎ早に自己紹介する彼女を押しのけるように、今度は荒神さんが前に出た。

「はいはい。俺のじゃなくて、一販課のアシスタントね。あと、望月とは俺が話すからいーんだよ」

「でも！　課内の雑事ならすべて私がやります！　アシスタントですから！」

「いーからいーから」

　ふたりのやりとりの間、彼女を観察する。ショートボブの髪に、つけまつげぱっちりの瞳。きゅっと横に引かれたグロッシーな唇。可愛いけど主張が強そうな顔立ちだ。背は百五十センチないくらいで、百六十三センチの私と比べても小柄だ。荒神さんと並ぶと大人と子どもくらいの身長差がある。

　そして、制服のベストが苦しそうなくらいボリュームのあるバスト。すごいわ、瑠璃より胸が大きな女の子、初めて見た。

　しかし細いところはきっちり細く、太ってはいない。引きしまった脚も、きゅっと細い足首も、フェロモンを感じさせる。

「すまん、望月。あとで外出の前に総務部に寄るわ」

　埒があかないと思ったのか、荒神さんが私に片手で『ごめん』のジェスチャーをして話を打ちきった。

　私はなんだか妙な気持ちで、一階の総務部フロアへ戻った。

「日冴先輩、今日から羽田がいませんでしたか？」

　席に着くと、隣から真子が問う。

「いたいた。あれ？　真子と同期だっけ？」

　真子が頷き、心配げな顔で続ける。

「なんか失礼なことしませんでしたか？」

「大丈夫だよ。でも、すんごく荒神さんが好きみたいだね」

　敵意ではないけれど、『私が荒神さんのアシスタントです！　誰も近づいちゃダメ！』ってオーラがすごかった。

「彼女、入社して以来ずーっと荒神さんに熱烈に恋してるんです。同じ埼玉営業所で半年くらい仕事して、荒神さんが本社に異動してからは、自分も異動願いを書き続けていて。今回、二年越しの願いが叶ったって大騒ぎ」

「あはは……そうなんだ」

　熱烈っていうか、ストーカーに近いような……。

　あ、でも可愛いし、荒神さんも好意的に見ていれば問題なしか。

　真子が、はーっとため息をつく。

「悪い子じゃないんです。ただ、思い込んだら一直線ってところがあって……。日冴先輩と荒神さんが仲よしなのを噂で聞いたのか、私もいろいろ質問されました。あの子が突っかかってきたりとかあったら、遠慮なく言ってくださいね？」

　私は笑ってごまかした。

　仲よし？　私と荒神さんって仲よしになるのかな、やっぱり。

　でも、これからはあの強力な〝アシスタント〟が、仲よしのままにさせてくれなさそう。うーん、ミラクルめんどくさい。

　しかし、そんな私のスマホにちょうどメールが入ってきた。

【今夜〝六さし〟で。よろしく】

　荒神さんからだった。




　十九時十五分。居酒屋〝六さし〟のカウンターで二杯目のハイボールを飲んでいた私の前に、ようやく待ち人が現れた。

「望月！　ごめん、遅くなった！」

　引き戸を開けるなり、荒神さんが大声で詫わびる。すっかり常連然とした様子で店員に生ビールを頼み、上着を脱ぎながら私の横の席に着く。

「誘っといて遅刻ですよ」

　私は一応、唇を尖らせて抗議してみる。

　荒神さんが夕食を誘ってくるときはたいてい、早く上がれる目算がついた日で、定時後まもなくこの店で落ち合うことがほとんどだ。だから、今日は一時間の遅刻ということになる。

「いやー、すまんかった！　羽田を撒まくのに時間がかかった」

　荒神さんは目の前に置かれた生ビールを一気に飲むと、頼んであったお煮しめをパクパク食べてしまう。本格的に夕食っぽいおつまみを頼まなきゃ。

「羽田さん……今日から来た彼女ですよね」

　昼間見た、あの好戦的な女子社員を思い浮かべる。

「そうそう、あいつ。残業だから早く帰れって言ったんだけど、『一緒に帰るから手伝います』って聞かなくてさ。一時間粘ってようやく帰したところで、即パソコンの電源落として飛んできた。鉢合わせしないように非常階段通って、裏口から出てさ。駅前も避けてきたよ。ミッションだったぜ、マジで」

　彼は結構本気でくたびれている。もしかすると一日中こんな感じだったのかな。

「すっごく好かれてるみたいですね」

　私は茶化そうとニヤッと笑って見せる。すると荒神さんが困ったように笑い返した。

「埼玉の頃からなんだよなぁ。まさか本社まで追っかけてくるとは……」

「いいじゃないですか。羽田さん、若いし可愛いし。好かれて悪い気しないでしょう？」

　おっぱいも大きいしね、なんて心の中で追加してみる。私の何倍あるんだろう？　あのボリューミーな兵器は。

「あのなぁ、九歳も年下だぞ。そんなふうに見られないって」

　荒神さんが呆れたように答える。

　ふーん、年が離れていると荒神さん的にはダメなんだ。私とも五つ違いますけど。

「あれ？　望月は今いくつだっけ？」

「二十九歳ですよ。ちなみに誕生日は五月です」

「あー、五つも違うんだ。ははー、全然そんな感じしなかった！　てっきり二個下くらいかと……」

「どうせ老けてますよ！　悪かったですねぇ！　三十代風で！」

　私は腹立ち紛れに二杯目のハイボールをぐぐっと飲んだ。この前に生ビールも飲んでいるので、お酒でお腹がいっぱいになってきている。

「おいおい、スネるなよ。落ち着いてるって意味だよ。あ、これ褒め言葉になんない？」

「なんないです！」

「怒るなってば～。日冴ちゃん怖い！」

　荒神さんが私の気を引き立てようと、お品書きに目を落とし、私の好きなおつまみを物色し始める。結局、おごりで好物の真ま鯛だいのお刺身を頼んでくれた。私、もうお腹いっぱいなんだけどなぁ。

「ま、ちょっとさ、しばらくは羽田がうるさいと思うけど気にしないでな。あいつはあいつなりに一生懸命なだけだから」

　彼の言いたかったことは、これらしい。

　私が今までのように荒神さんに注意しに行く限り、彼女とかち合うことになるわけだもんね。

「望月には迷惑かけないようにやるからさ」

「それはいっつもお願いしてることですよ」

　そうだ。荒神ファンである羽田さんとぶつからないためには、私が第一販売課に行かなければいいんだ。すなわち荒神さんが問題を起こさなければいい。

「うーん、でも望月が来てくんないのはつまらないから、その辺はいつもどおりで。羽田にごちゃごちゃ口出しさせないようにする」

　荒神さんはとぼけているのか本気なのか、無邪気な顔を作って言った。

　なんだそりゃ。あんたが日々自重しなさいよ。

　私はツッコもうかと思ってやめた。この人は、こうと決めるとなにを言っても、のれんに腕押しだもん。

　諦めて真鯛のお刺身を食べ始めた。横では荒神さんがおにぎりを片手に味み噌そ汁しるをすすっている。

　ふたりで過ごす時間は妙に気楽でいい。家族的なのんびり感があって安心する。

　だから、突如現れた新キャラにこの時間を奪われたくはない。なにも起こらなきゃいいんだけどなぁ。




　私の願いは虚むなしく、翌日の火曜に早速事件が起こった。

　昼休み、私は真子とコンビニ新作の菓子パンをデスクに並べていた。たまにやる、新商品食べ比べの会だ。

「クリームたっぷりツイスト。ショコラオレンジロール。おいしそう！　でもカロリー高そうですねぇ」

　真子が嬉しそうに、でも罪悪感を持ってパンを見下ろす。私は悪代官のようにふふふと笑う。

「でしょ？　でも、ふたりで食べれば怖くない。ほら、こっちのレーズン入りメロンパンもよくない？」

「いい！　見事に甘いパンばっかりですね！　私たちって悪い女！」

「本当！　悪女だぜ！」

　嬉き々きとしてパンの包装を破ろうとした私たちの耳に、鋭い声が届く。

「望月日冴さんはいらっしゃいますか！」

　私と真子は総務部の出入口を見やる。そこには、仁王立ちの羽田さつきがいた。

　その気合いの入った臨戦態勢の表情。彼女が戦国武将に見えてきた。バックに法ほ螺ら貝がいの音が響き渡っていそうだ。

　私を見つけ、羽田さんががっちり視線を固定する。

「お話があるんですけど、お時間いいですか？」

　聞いておきながら有無を言わせない雰囲気に、私は目の前の菓子パン群を真子のほうに押しやった。ニコッと作り笑いをして立ち上がる。

　はぁ。もう起こったじゃん、面倒事。




　同行すると言ってくれた真子の申し出を遠慮し、私と羽田さんは昼どきの早稲田通りに出た。人ごみをかき分け、会社近くのカフェに空いた席があったので、私たちはそこで向かい合う。

「昨夜は、荒神さんとお過ごしでしたか!?」

　注文もそこそこに、羽田さんが切りだした。私は一瞬言葉に詰まったけど、すぐに否定する。

「一緒じゃないよ」

　荒神さんが羽田さんに〝六さし〟のことを話すとは思えない。きっとカマをかけているのだ。

「そうですか。すみません、早とちりでした。昨日、荒神さんと帰ろうかと思ったんですけど、彼、私を帰したと思ってこっそりどこかに出かけたようで……てっきり望月さんとご一緒かと思っていました」

　私の否定に、羽田さんはあっさりと納得した。目の前に来た紅茶をひと口飲むと、顔を上げる。

　おいおい、荒神さん。撒いてないじゃん。逃げたのバレてんじゃん。

　羽田さんがきりりと私を見つめる。

「単刀直入に伺いますが、望月さんは荒神さんのこと、お好きなんですか？」

「は!?」

　私は、どストレートな問いに変な表情で固まった。

　そんなの……わかんない。

　自分でも、この胸のごちゃごちゃした感情が謎なんだ。飲み友達ってことで、一応納得しているけど、それをこの子に言ってどう反応されるか……。

　待って、待って。っていうか、私が誰を好きとか、誰とごはんに行ったとか、このはりきり女子に申告する必要ないよね？

　しかし気が弱いのかお人よしなのか、私は問われたら答えてしまう。しかも当たり障りのない答えを選んで。

「そういうふうに思ってないよ。関わることが多いから、誤解してる人も多いみたいだけど」

「本当ですね!?」

　迫力ある詰め寄りに、何度か頷く。

「本当に」

　今のところは、本当に。嘘じゃない。

「わかりました。……実は、私は荒神さんのことを好きなんです」

　座り直した羽田さんが、改まった口調で告白した。

　いやいや、あなた。『実は』もへったくれもないから。たぶん第一販売課のメンバーになんて、昨日一日だけでモロバレだと思うよ。

「二年前、新人のときからずっと好きなんです。荒神さんのそばにいたい一心で本社に異動してきました。今は片想いですけど、近いうちに想いを伝えてお付き合いしたいと思ってます」

　おー。すごいぞ、二十五歳女子。やる気満々じゃない。一途な上、結構肉食なのかしら。

「私の父は、小さな会社ですけどチップ形コンデンサの製造会社を経営しています。荒神さんのことはすでに両親に話してます。ゆくゆくは私と結婚して、父の会社を継いでいただきたいと思ってるんです。荒神さんみたいなデキる男がお婿に入ってくれるなら、って両親も期待してるんですよ」

　前言撤回。

　この子、一途な肉食じゃない。ちょっと電波系だ。見た目は今風だけど、考えていることがだいぶ激しめ。

　普通、片想いの男との未来を親に語る!?　なに？　確定なの？　荒神さんと付き合ってゴールインすること。

　私が引きつった微笑みを浮かべていると、羽田さつき女史はまだまだ言い募る。

「浮いた話のなかった荒神さんに、仲のいい女子社員がいるって聞いたときはぞっとしました。それが望月さんだって知ったときも驚きました。だって、荒神さんとは正反対のタイプですし。でもつまりは、望月さんは荒神さんに仕事関係以上の興味がないんですもんね。あー、安心しました。これで全力でアプローチできます」

「もし……私が荒神さんのこと好きって言ったら、どうするつもりだったの？」

　念のため聞いてみる。可能性とかの問題ではなく、目の前の軽い電波ちゃんの反応が気になったのだ。私、抹殺されちゃうのかしら。

　すると羽田さんは、まつげびっちりの瞳を見張って言った。

「これを機に正々堂々、宣戦布告をするつもりでした！　お互いに全力で荒神さんに恋しましょうって！」

　やっぱりこの子、武将だわ。電波武将女子。

　でもある意味、清々しいよ。ここまではっきり言葉にしてくれて。

　なんか、私のほうが卑ひ怯きょうなことをしている気がしてきた。昨夜の件も、荒神さんとの以前のあれこれも……。




　その後、私と羽田さんは淹れたてのコーヒーと紅茶を飲み、彼女が注文したスコーンをなぜか半分に分け合い、おいしくいただいた。これといった話もなく、妙な雰囲気でカフェランチを済ませ、並んでオフィスに戻ったのだった。




　その夜は、同期で新婚の瑠璃と食事だった。

　今夜の場所は新宿の洋食屋。地下の薄暗い店内、木製のテーブルにハンバーグの鉄板を乗せて、いつもの気の置けない定例会だ。

　瑠璃に赤ちゃんができるまでは続けたいな、この会。

「なるほどねぇ」

　瑠璃はハンバーグをモリモリ食べながら頷いた。

「強烈キャラだねぇ、羽田さんってば」

　結婚式のあと、瑠璃には少しだけ荒神さんの話をしてある。といっても、涙もろいってことは完全に伏せ、『仕事で関わるうちにたまにごはんに行くようになった』って程度だ。これだけでも、瑠璃の妄想を充分かきたてたようだけど。

「親の会社を継がせようとは、なかなかの妄想力で親近感を覚えるけど、日冴の荒神さんを渡したくはないなぁ」

「誰が私の荒神さんじゃい」

　私はミックスプレートのチョリソーをかじった。

　盛り上がるのはまわりばかり。私の不確定な気持ちなんか置き去りだ。

「荒神さんは羽田さんのこと、どう思ってるんだろうね」

「年下すぎて考えられないって」

「それはわかんないよ。愛が生まれちゃったら、年齢差は関係なくなるもん」

　それは……そうだよね。彼女は悪い子ではなさそうだ。一途に一途に想いを寄せ続ければ、元来情にもろい荒神さんがくらくらーっときてもおかしくない。

「荒神さんが五年連続で抱かれたい男に君臨してるのってさ、あんなにいい男なのに、女っ気がなさそうなところもあると思うんだよね」

「と、いうと？」

「特定の女がいないなら私にもチャンスがあるかも、っていう期待を刺激するのよ」

　瑠璃がもっともらしく言いきった。

「なるほど」

　確かに荒神さん本人も、ここ二年は彼女がいないと言っていた。ってことは、埼玉営業所時代はいたのだろうか？　いたとしても、涙もろいってことは伝えてなかったはずだけど。

「どちらにしろ、猛アタックの羽田さつきの噂はパーッと広まると思うし、そうすると目下一番親しい日冴の話題も急浮上でしょ？　次の抱かれたい男投票は動きがあるかもね」

「荒神さん、一位陥落？」

「わかんないけど」

　私や羽田さんのせいで、荒神さんの人気が下がる？　それって、彼的にはどうなんだろう。結構この称号を誇りに思っているみたいなんだけど。

「荒神さんの人気の今後は置いといて、日冴が好きなら早くモノにしちゃったほうがいいと思うよ」

　瑠璃は当然とばかりに言う。

　好きなら……それがよくわかんないんだよ。

　ただ私の胸にあるのは、彼の涙を誰にも見せたくないってことだけ。そして、泣いているなら抱きしめてあげたい、そんな欲求だけ。

　これって、なんなの？

　ただの独占欲？　恋ではない？

　あー、正々堂々の羽田さんのほうが、よっぽど荒神さんにふさわしい気がしてきた。少なくとも彼女は、はっきりきっぱり荒神さんが好きなんだもん。

「とりあえず、保留したい」

　私は素直に今の気持ちを言って、鉄板の残りを片づける作業にかかる。

「そんな消極的なこと言ってると、本気でとられちゃうぞ」

　瑠璃が強い口調で私を叱しっ咤たした。




　さらに翌日の水曜午後、私は社長のお供で外出だった。

　今日は電子部品組合の会合がある。組合に加入しているのはどこも大きな企業じゃないので、ドラマに出てくるような高級ホテルのバンケットルームでのパーティーではない。市いちヶが谷やの小さなシティホテルで組合の社長たちが会議をして、そのあとに楽しく立食するだけだ。

　普段は平野部長がお供するんだけど、あいにく今は有給休暇で家族旅行中。だから私にお鉢が回ってきたってわけ。

　たまの秘書役も楽しいかもしれない。社内活動中心の生活には慣れているけど、長く仕事をするには、たまには変わった仕事も必要だ。ささやかだけどパーティーだし、おいしいものをいただける。

　私は薄いグレーのスーツにパンプスで、髪もアップにして、デキる秘書っぽい装いにチャレンジしてみた。完成した秘書スタイルは、いつもは制服だからコスプレ感が半端ない。

　木月社長のあとについて、会社の表階段を下りた。昼どきなので早稲田通りは歩行者天国になっていて、車が入れない。タクシーには交差点の手前で待ってもらっているのだ。

　木月社長と世間話をしながら、飯田橋駅方面に歩く。すると社長が口を開いた。

「あ、荒神が歩いてるよ」

　社長の指差すほうを見ると、荒神さんが反対側の歩道を歩いていた。どうも昼食の店を選んでいるみたいだ。

　その横には羽田さんがいる。驚いたのは、彼女の腕が荒神さんの腕にきゅっと巻きついていたことだった。

　胸が……がっつり当たってる……。あ、当ててんのか……。

「隣の子は誰だっけ？　うちの制服着てるけど、あんまり見ないなぁ」

　社長の呑気な質問が降ってくる。私は引っかかりそうな声で答えた。

「埼玉営業所から……今週異動になった、羽田さつきさん……です」

「あー、何年か前に採用した、羽はね田だ電でん子しのお嬢さんかな？　荒神と付き合ってるのかねぇ」

「さ……さぁ」

　社長の邪気のない問いに、私の心臓は嫌な音をたてるばかりだ。

　ふたりは私と社長には気付かず、店の食品サンプルを見ながら楽しそうに話している様子だ。

　荒神さん、全然嫌そうじゃない。羽田さんにくっつかれて、大きな胸を押し当てられて、まんざらでもなさそうじゃん。

　なにそれ、年下で眼中にない的なこと言っといて。たった二日で籠ろう絡らくされちゃったって？　もしかして、もう付き合う話が進んじゃってたりします？

　なんだよ、なんだよ。別に私が文句言う筋合いゼロだけど、なんだか無性に気にくわない。

　ムカムカする！

　せっかくのパーティーがたいして楽しくなかったことは、言うまでもない。




　金曜。私はまだむくれていた。生理前レベルですこぶる気分が悪い。

　羽田さんが異動してきたのが月曜。ふたりが腕組んで歩いていたのが水曜。それから丸二日。私の不機嫌はマックス値のまま。

　あー、なんでこんなにイライラするんだろ？　荒神さんが誰といたっていい。羽田さん、変な子だけど悪い子じゃないし、このまま婿入りしたら彼も社長職を継げる。荒神さん、逆玉じゃーん。イェーイ！

　……ダメだ、全然納得できない。

　苛立っている最中に、荒神さんからメールが来た。

【今日、どこかで時間とれない？　夜、〝六さし〟は？】

　なーんで、この期ごに及んで私を誘うかな？　羽田さんと腕組んでランチしてろ！

　私は即座に返信する。

【すみませんが、お昼も夜も予定ありです】

　真っ赤な嘘ですけどー。

　でも、これから隣の席の真子を誘うから、厳密には嘘にならない。

　するとメッセージはすぐに返ってきた。

【五分でいい。相談したいことがあるんだ】

　火急の用事のようだ。断ってしまった手前、忙しさを装いつつ歩み寄って返信する。

【今の仕事が片づいたら、少し抜けられそうです。十一時に一販課に伺います】

　荒神さんからの返信はこうだ。

【ありがとう。一販課はマズイので非常階段で頼む。できれば、羽田に見つからないように来てくれると助かる】

　はあ？　なんのこっちゃ。早くも浮気相手ポジションな扱いじゃないですか？

　いっそう気分が悪くなった。




　しかし、十一時に私は指定の非常階段に向かった。第一販売課の前を通らないように、わざわざ一階から非常階段を使って行ったのだから、おおいに感謝してほしい。

　三階踊り場の荒神さんは、変わらず禁止のタバコを吸っていた。私と食事に出かけたりするときは吸わないでいてくれるけど、今は一服して落ち着きたい様子だ。

　そう、荒神さんはソワソワしていた。

「なんのご用事ですか？」

　ツンツンした口調で、話しかける。

「おー、望月！　悪いな、来てもらっちゃって」

「忙しいので手短に願います」

　タバコを携帯灰皿で消すと、荒神さんは明るい表情を作った。しかし私はツンツンの壁を崩さない。

　あーあ。やめようよ、このあからさまな態度。大人げないよ。

「わかった！　手短に言う。困ってるんだ、助けてほしい」

　荒神さんは私のイライラには気付かず、素直に依頼してきた。

「明日また、ＤＶＤ鑑賞に付き合ってほしいんだよ」

「はぁ？」

　ＤＶＤ鑑賞って悲しいヤツを？　結婚式は終わったのに？

　わからない顔をしている私に、荒神さんが説明する。

「日曜に羽田と映画に行くことになっちゃったんだ。〝コスモポリタンⅣ〟に」

〝コスモポリタンⅣ〟。それは近年興行収入一位のハリウッド映画のシリーズ新作だ。派手なアクションとＣＧ多用のＳＦ大作で、しかも毎回かなり強引に感動要素をねじ込んでくる。

　ちなみに私は〝コスモポリタン〟三作のうちⅠを元彼と見に行ったけど、力づくで泣かせにくるスタイルに冷めた覚えがある。それ以来、続編は見ていない。

　でもあのノリなら絶対、荒神さんは泣かされちゃうな。うん。

「えーと、待ってください。いろいろツッコミどころがあるんですけど」

「おう、ドンとツッコんでくれ」

　荒神さんが胸を叩き、無邪気に言った。

「まず、なんでその映画にしたんですか？　違うのにすればいいじゃないですか」

「羽田があのシリーズ大好きなんだってさ。どうしても一緒に観たいって」

　荒神さんはしれっと答える。

　あー、なんか腹立つ。

「第二に、明日ＤＶＤ鑑賞ってことは、前の三作を観ようってことですよね」

「そうそう、察しがいいね」

「結婚式の件でわかったじゃないですか。何本悲しい映画を観たって涙克服はできないって」

「違うんだよ、俺あのシリーズ観たことないからさ。結構感動させられるんだろ？　その傾向だけでも知っておきたいと思って」

　傾向って……傾向がわかっても対策が練れる人じゃないでしょうが。

「そんなのひとりでやってくださいよ」

「だーかーら！　おまえがいてくれることで多少の緊張感をだな！　あとは、ストーリーを解説したりしてほしいんだよ。俺、協奏曲みたいな複雑なストーリー苦手でさ」

　じゃあ、なんで泣けるんだ、それで！

　どこまで私に頼る気なの？

「最後に！　羽田さんとデートでしたら、私に関係のないところで、どうぞご自由に」

　私は厳然と言い放った。

　結局このひとことに尽きる。なんで、他の女とのデートに協力してやらにゃあならんのかい。

「お付き合いを前提とするなら、涙の件も告白したらどうですか？　羽田さんなら、わかってくれると思います」

　最高に面白くない気分で言う。彼の涙を知る女子は私だけだと思っていた。

　でも、彼が交際する女子なら、今後はこの件も知っておいたほうがいい。彼にも、好きな女に秘密を告白する勇気が必要だ。心配しなくても、羽田さんなら荒神さんのすべてがＯＫなはず。

「え？　俺、羽田とは付き合わないよ？」

　荒神さんが困惑した様子を見せたあと、にやけながら言った。

　今さらなに言ってんだ、この男。デートするんじゃないの！

「一昨日おとといも仲よさそうに歩いてたし、明後日はデートなら、お付き合い間近かと思いましたけど？」

　私は冷たい視線を送りながら言う。荒神さんが慌てたようにがしがしと頭をかいた。

「あー、一昨日の見てたのか。腕組んでたのは、羽田にせがまれて仕方なくさぁ」

　ふん、そうやってせがまれてエッチもしちゃうんでしょーが。一度でも寝たら、既成事実。気付いたら婚約の運びだわよ。

　荒神さんが私の機嫌をとろうと顔を覗き込んでくる。

「な、誤解なんだよ。映画も『一度でいいからデートしてください』って頼まれたんだ。俺は今回も、涙を見せず、うまく乗りきることしか考えてないよ。付き合うとか、羽田と先を考えるとか全然ないから」

　言い訳じみた彼の言葉にイラッとして、ぷいと顔をそむけた。

「それならきちんと断るべきです。彼女は真剣なんですよ」

「わかってる！　でも異動して即振ったら、あいつのモチベーションにも関わるだろ？　まっすぐすぎる羽田の心をいきなり一刀両断できないんだよ、上司としては！」

　荒神さんは真顔でもっともらしく言う。その言葉には誠実な責任感が感じられた。

　むむ、言われてみれば確かに。

　男女の前に、荒神さんは彼女の上司だ。部下の裁量権がある彼としては、自分に好意がある部下をうまく懐柔するのも仕事のうち。いきなり突き放して辞められたら、彼の上司としての資質に問題ありになってしまう。しかも、彼女は同業メーカーの社長令嬢だ。

　この難局を乗りきるのは、彼ひとりの力では厳しいかもしれない。

　私がいたからなにか変わるかといえば、たいして変わらないとは思う。せいぜい、相棒として彼の精神的な支えになるってくらいだろう。

　ぶっちゃけ、羽田さんに涙の件も全部告白して、お付き合いの流れになれば、一番容易たやすい。でも、それは荒神さんの望むところではなさそうだ。

　それに、私だって……荒神さんの涙を誰かのものになんてしたくない。

「……わかりましたよ。今回に限り、協力します」

　私は割合冷静に、そして納得して頷いた。

　自分の気持ちに納得したわけじゃない。

　恋かどうかもあやふやな独占欲。

　ただ、自分の中に妙なモヤモヤがあり、それが荒神さんと羽田さんがくっつくのを嫌がっている。それだけは認めなければならない。

「おお！　恩に着るよ！　望月！　愛してる！」

　抱きつこうとする荒神さんの腕を両手で突っ張り、全力で拒否した。

　冗談でも勘弁してよ。ドキドキするのはこっちだけなんだから。

「で、もう一個お願い。今度は望月んちで頼みたいんだ」

　荒神さんはものすごいお願いをさらっと追加してきた。本当に〝ついで〟といった雰囲気で。

「ええ!?　うちですか!?　嫌です！」

　私は首を左右にぶんぶん振りまくった。

　拒否パートⅡだ。うちに荒神さんが来るなんて、考えらんない！　掃除してないし、明日までになんて無理！

「いやぁ、実は羽田のひとり暮らしのマンション、うちの近所らしいんだよ。先週引っ越してきたって。最寄り駅もバチかぶり。うちで望月と会ってたら、万が一見つかったとき、ド修羅場だろ？」

　ド修羅場……想像するだけでぞっとする。

　っていうか、近所に居を構えるとは。本気でストーカー疑惑が出てきたな、あのお嬢さん。

　荒神さんが目の前でぱちんと手を合わせる。お願いしますスタイルだ。

「明日の昼間は俺、前話したおやっさんのところに顔出す約束があるんだ。奥さんに線香もあげたいし。望月の家には、夕方に行くからさ」

「しかも夕方からって。三作見たら、終わるの深夜ですよ？」

　私はまったく拒否の姿勢を崩さず、しかめっ面のままだ。

「大丈夫。着替え持ってって、日曜は望月んちから出発する」

「お泊まり前提って、アホか!!」

　思わずタメ語でキレる。

　その後も食い下がる彼と、拒否の材料を並べ続ける私という図は、しばらく続いた。

　しかし、ここまで来ると今までの経験上、拒否しきれないのはわかっていた。荒神さんは自分でこうと決めると、まわりがなにを言おうと実行に踏みきる人間だ。

　なんてこった。

　明日、荒神さんがうちに泊まりに来る……。

　結局、最後に折れた私はげんなりと総務部に戻ることとなった。










前夜祭と思わぬ事態




　土曜、厳密に言うと金曜の夜から、私は家を掃除しまくった。

　新宿から二十五分、徒歩十分のアパートは築十年とそれほど古くはないけれど、荒神さんのスタイリッシュなマンションと比べたら、明らかにショボイ。うち、革張りのソファとかないもん。それなら、せめて綺麗にしておかないと！

　掃除機をかけ、床を雑巾で磨き、窓の桟さんを拭き、雑誌を縛り、流しを磨き……とにかく忙しく立ち働いた。

　明け方ばたりと寝てしまい、午前十時くらいに起きだす。

　掃除の続きと、一応簡単な夕食の準備をしておく。

　そんなこんなで気付けば十七時。スマホには荒神さんからメッセージが来ていた。新宿を出た旨の連絡だ。

　私はよれよれの掃除用部屋着から、スウェット地のロングスカートとパーカーに着替え、メイクをして自転車で出動した。

　駅の西口に現れた荒神さんは、スラックスにストライプのシャツという、会社とあまり変わらない服装だ。

　今日は恩人というネジ工場の社長さんのところに行ってきたらしい。月命日だから、亡くなられた社長の奥さんにお線香をあげに行っていたって。それでこの服装ね。

　荒神さんは私の自転車のカゴに、がさがさっと紙袋を入れた。

「なんですか？　これ」

「おみやげ」

　覗くと西せい武ぶデパートの紙袋の中には、外国製の缶ビールが四本と、かりんとうが入っている。なんなんだ、このラインナップは。

「普通、女子の家に来るっていったら、おみやげはケーキとかじゃないんですか!?　それをビールとかりんとうって！」

「まあまあ、ここのかりんとうおいしいんだよ。前、お客さんにもらったことがあってさ。かりんとう嫌い？」

「……好きです」

　というか、本当は嬉しかったりする。当たり前にそこそこのケーキなんかでお茶を濁さず、自分でおいしいって思うものをおみやげに持ってきてくれたことが。それが、かりんとうだっていうのも彼らしい。

「ビール足りないかな。あ、夕食どうしよっか。どっかで食ってく？」

　荒神さんが重ねて言ったので、私はお礼を言い損ねてしまう。

「お夕食は、一応簡単なものでよければ作れます。好き嫌いがあれば言ってください」

「え!?　望月って料理できるの!?」

「何年ひとり暮らししてると思ってるんですか。人並みにはできますよ」

　荒神さんの失礼な物言いに、ついムッとしてしまう。今日は喧嘩っぽいこと、したくないんだけどな。

「そうだよな、悪い悪い。ありがとう、望月が作ってくれたものなら、好き嫌いなくなんでも食べるよ」

　素直で、優しくて、まるで彼氏のような口ぶりだ。

　そのひとことで、ムッとした気分なんか吹っ飛んでしまった。他意はないと思うんだけど、いちいちドキドキさせられる。

「豚のしょうが焼き……とかでいいですか」

「うわ、大好き。ありがとな」

「いえ、こちらこそおみやげありがとうございます」

　やっと言えたお礼にほっとしながら、自転車を押して歩きだす。

　横を荒神さんが歩く。コンビニに寄って飲み物の買い足しをして、さらに六分。アパートの私の部屋にたどり着いた。

「へえ、綺麗にしてるね」

　部屋に入って荒神さんが感心したように言った。持ってきたバッグを室内の隅に置いて、部屋中を見渡している。

　あんまり見てほしくないけど、掃除頑張ってよかった！

「女子らしくないですよね」

　可愛い小物やインテリアのない私の部屋。カーテンだってベッドだって、クリーム色やベージュで色味が薄い。

　フローリングの床には普通のパイン材のテーブルと、シングルベッドがひとつ。

　化粧品や服類はクローゼットに押し込んであるから、余計に部屋はこざっぱりしていて、女子の部屋らしくない。

「ま、望月だし。おまえらしくて納得」

「私らしいってなんですか」

「真面目で堅実。部屋も質実剛健を絵に描いたようだ」

　そう言って、荒神さんはくつくつ笑う。私のイメージってそんな感じなのね。

　荒神さんの持ってきたビールと、買い足したチューハイを冷蔵庫にしまい、私は手早く夕食の準備をした。

　気負わず、遠慮されず、でもせっかくだからおいしいものを食べてほしい。そんな理由で選択したメニューが豚のしょうが焼きだった。飴あめ色に焦がした玉ねぎとたっぷりの豚ロースを炒め、千切りキャベツの上に乗せる。

　味噌汁も出だ汁しからとった。本当は副菜をもう一品と思ったんだけど、これ以上は気合いが入って見えそうでやめた。

　私たちは、付き合っているわけじゃない。彼氏に見せるような女子力を出しちゃダメだ。

「うまいよ、望月。すごいうまい！」

　それでも、私の出した夕食を夢中で頬張る荒神さんの姿には、つい頬が緩む。

　男の人に手料理を振る舞うなんて、ずいぶんぶりだ。

　以前付き合っていた年下男は、私の手料理より、ラーメンやハンバーガーなどのジャンクな外食ばかりを好むヤツだった。大学のときの彼氏には何度か振る舞ったかな？それも、思い出せないくらい昔の話。

「味つけって、センスの問題だよな。望月すごい。ごはんに合うしょうが焼きの甘辛さ、小松菜の味噌汁の塩分もばっちり。センスあるよ。部屋が可愛いより、飯がうまいほうがよっぽど女子力高いぞ」

「お褒めに預かり……光栄至極」

　荒神さんが絶賛してくれるから恥ずかしくて、わざと固い顔で固いお礼。

　だって、手放しに喜んで見せたらカッコ悪くない？

「本当にうまい。ビールが進むな」

「あんまり飲みすぎると、映画観ながら眠くなりますよ」

「大丈夫、俺そこまで弱くないから」

　知ってる。

　でも、ふたりきりの部屋でお酒が進んでしまうのはなんだか不安なんだ。

　彼の部屋のソファで押し倒されたことが甦よみがえる。怖い記憶じゃない。思い出しただけで頬が熱くなり、心臓が跳ねる特別な体験だ。

　しかし、意識しているのはやっぱり私だけみたい。




　夕食後、荒神さんはシャワーを借りると言ってバスルームに消え、私が片づけを終える頃、Ｔシャツにスウェット姿で現れた。

「望月も入れば？　楽な格好で見ようぜ」

　濡れた髪にタオルを当てながら笑いかける、その無防備な姿。

　前髪が顔にかかると、子どもっぽく見えるのだと気付いた。首筋を雫が流れ落ち、鎖骨にぶつかる。私の胸がぎゅっと縮む。

　あー、ダメダメ。イレギュラーばっかり見ていると、普段の百倍くらい、荒神さんを男として意識しちゃうよ。

　私は食器を片づけると、言われるままにシャワーを浴びてしまった。なぜか棚から普段使わないシャワージェルを出して、身体を洗う。

　ベリーのいい匂い。荒神さん、気付くかな。

　……いや、気付かなくて全っ然いいんだけど。

　モコモコの可愛い部屋着を着て、室内に戻った。この部屋着は瑠璃と買い物をしていて見つけた。そこそこお値段はするし、可愛すぎるしで買うときは悩んだけど、買っといてよかったなぁ。

　ビールを飲んで待っていた荒神さんは、まるで自分の部屋のようにくつろいでいた。自分が座る横にクッションを置き、それをポンポンと叩いてみせる。ここに座れってことらしい。なんだか今さらだけど、並んで座るのが恥ずかしい。

　私たちはベッドを背もたれに床に座り、ＤＶＤ鑑賞をスタートさせた。




　立て続けに二本を観た。

　コスモポリタンという大作映画は長く、一本三時間近くかかる。Ⅰは観たことがあるので、私は流し見で済ます。荒神さんはときに私の解説を聞き、まず中盤で主人公が実の兄と敵対した時点で泣きだした。そして、最後の兄弟対決は号泣レベルだ。ま、想定の範囲内ですよ。

　Ⅱは、主人公の兄を操っていたヤツは実はこいつだー的ストーリー。その中に悲しい過去で心を閉ざしたヒロインとの感涙ラブストーリーをねじ込み、ベタでコテコテにハリウッドなアクションで星間戦争が勃発して終わった。

　なんなんだ、この映画。緻ち密みつに作りたいのか、大雑把なのか、泣かせたいのか、狙って笑わせたいのかわからない。冷静な気持ちで観ると謎だらけだ。

　でも、やっぱり荒神さんは泣いていた。うーん、涙もろいってここまでくると不幸かもしれない。

　二十時から観始めて、時計は深夜二時を指していた。

　まだもう一本あるんだよね。

　私はストーリーと長さに辟へき易えきし、荒神さんは泣き疲れていた。

「この調子で明日は大丈夫ですか？」

「うーん、最悪の場合は途中から、腹が痛いって中座だな」

　荒神さんが新たなビールで目元を冷やしながら答える。

　もう最初っからその手でデートをキャンセルさせてもらえばいいのに。そんで後日、食事かなにかでごまかせばいいのに。

「あとは、奥の手がひとつ」

　荒神さんがぽつんと言った。

　私も新しい缶チューハイを開けたところだ。訝しく彼を見つめる。

「ま、これはまだ考え中だから保留しとく」

「そうですか、いい手なら使っちゃってくださいね。バレるよりマシなんでしょ？」

「はるかにマシな手。っていうか俺得の奥の手だから、使おうか迷ってんだよ」

　俺得？　なんだそりゃ。

　でもその辺の判断は荒神さんが自分でしてくださいな。私には関係ないもん。

　もしかして、泣いているところを羽田さんに見せて、嫌われようとか考えているのかな。そうだとしたら、逆効果だけど。忠告するのもなにか……うーん。

　私が悩んでいると、荒神さんが立ち上がり、勝手に私のベッドにダイブした。プライベートスペースに飛び込まれて慌てる。

「ちょっとお！　やめてくださいよ！　私のベッド！」

「眠いんだよー」

　荒神さんは私のまくらに顔をうずめて、駄々っ子のように脚をバタバタさせている。

「Ⅲも観るんでしょ!?　ほら、起きて起きて！」

　私は荒神さんの身体を引っ張り起こした。彼が眠そうに目をこすって言う。

「じゃー、なんか目が覚めるゲームしようぜ」

「ゲーム？」

「カップルごっことかどう？」

「はー？」

　呆れた声を出し、ベッドに座る荒神さんを見下ろす。

「ごっこ遊びだよ。わかるだろ？　設定はー、交際二年目の倦けん怠たい期きのカップルが深夜にＤＶＤを観てるってことで」

　全然わかんない。

　妙な提案と設定づけに、私の目は完全に覚めているけど。

「ほら、カップルっぽい会話するぞ。本気で芝居しろよ？」

　荒神さんが元いた床に下り、座り直す。私はどうしたもんか困って、微妙な顔で立ちつくしている。すると、彼が私に向かって手を差しだした。

「日冴、早くここ座れよ」

　途端に荒神さんの表情が甘く変化し、声音がしっとりと湿度を帯びた気がする。

　名前……呼び捨て……。

　ちょ……待って。心臓ヤバイ。すごいスピードで脈打っている。

　赤い顔で、彼の隣にすとんと座る。

「な、日冴、明日どこ行く？」

　荒神さんが普通に会話してくる。設定上、明日はふたりでどこかに出かけるらしい。

「さぁ……どこにしましょう」

　彼が顔をしかめた。

「こら、カップルで敬語かよ。俺のことも名前で呼べよ？　はい、俺のファーストネーム覚えてる？」

　そんなの……覚えてるに決まってるじゃん。

「……薫さん」

「『さん』もとって」

　強い口調で言われ、おずおずと彼の名を呼ぶ。

「薫……」

　荒神さんが満足げに頬を緩めた。

「ＯＫ。さて、どこに行こっか？　俺としては日冴といられるなら、どこでもいいんだけど」

　そう言って、荒神さんは私の頬に触れた。キスできちゃいそうな距離感。私は慌てて、その手を払い落とした。

「待ってください！　倦怠期って設定でしょ？　なんでこんな甘い感じなんですか!?」

　荒神さんはまったく動じることなく、さらっと答える。

「バーカ、倦怠期の冷めてるって感覚はたいてい、女のほうばっかりが感じてるんだよ。男は変わらぬ深い愛を惜しみなく与えたいと思ってんの」

　彼は私が払い落とした右手で、今度は私の髪に触れる。結んでいない髪を毛先まで指に絡ませて遊んでいる。

「な、日冴。買い物とか行く？」

　私は戸惑いながら、そのカップルごっこに参加してみる。

　だって、バカらしいと拒否することはできるけど、彼に名前で呼ばれるのが心地よすぎるから。

　今だけ、私もこの妙な遊びに付き合ってみたい。

「……えと、うん。服とか見たいし、新宿まで出よっか」

「いいよ。俺も伊い勢せ丹たんのメンズ館でスーツ見たかったし」

「あ、それなら私が見立ててあげるよ。ランチは行きたいお店があるんだけど、いいかな」

「そのあとはうちに来いよ」

　荒神さんが決定事項のようにはっきり言った。右手が私の左頬に移動する。手のひらが吸いつくように私の頬に密着する。

「え、薫の……うち？」

「うん。来週は忙しくて平日は会えそうもないから、その前にたっぷりふたりっきりで過ごしておきたいんだ」

　荒神さんが目を細めて言った。セクシーだってみんなが言う二重の瞳。わずかに赤さが残るのが、私の心を震わせる。

　彼のワイルドな口元が笑みの形に引かれる。覗いた歯と舌に、心臓が爆発しそうに鳴り響いた。

　落ち着け。

　これはごっこ遊びだ。私たちは倦怠期のカップルごっこをしている。

「なに言ってんの。来週忙しいなら、再来週会えばいいじゃない」

　わざと冷たく響くように答えた。こんな色気に惑わされるもんか。

　しかし、荒神さんの声音はしっとりと低く、私を見つめる瞳は熱っぽい。

「俺は日冴と一日だって会えないのはつらいよ。日冴とキスできないのも、日冴を抱いて眠れないのもつらい」

　彼の親指が私の下唇を撫でる。その刺激に驚いた。

　はっきり言えば、それは性的な接触だった。〝そういう意味〟を含んだ触れ方だった。

　嘘だよね。冗談だよね。

　ただのおふざけ。なのに、どうしてこんなに真に迫る演技をするの？

「今だって、ＤＶＤとかどうでもいいから、日冴にもっと触りたい」

　視線が絡まる。

　動けない。

　荒神さんが色っぽい顔を私に近づける。キスのために傾けられる顔。迫る唇。私もまた抗えない磁力を感じる。

「ダメです!!」

　しかし、私は渾こん身しんの力で荒神さんの身体を押しのけ、拒絶した。顔をそむけ、目をぎゅっとつむって。

　全身、緊張感で震えそうになる。彼の顔を見られない。

　それと同時に左頬から彼のぬくもりが消えていったことに、深い後悔を覚えた。

「くぁー、やっぱダメか。雰囲気で、できるかと思ったんだけどなー」

　荒神さんがふざけた叫びを上げた。顔を上げると、後ろの床にひっくり返る彼の姿。

　艶っぽかった空気が霧散する。いつもの私と荒神さんの空気に戻るのがわかった。

『できる』って、どこまでごっこの延長でするつもりだったのよ。

　ん？

　この言いまわしだと、荒神さんは私にキスしたかった……ってことにならない？

　とにかく胸が苦しいほどドキドキしている私は、耳まで真っ赤になりながら、それでも彼に抗議する。

「なに、考えてるんですか……！　悪ふざけにもほどがありますよ！」

「ドキドキした？」

　荒神さんが上半身を起こし、ニヤッと笑う。

　当たり前だろーが！

「……驚きました」

　言葉を変えて、なるべくムッツリと答えた。彼は声を出して笑う。

「カップルごっこ楽しいな。またやろうぜ」

「全然！　楽しくない！　もうやんないです！」




　私たちはその後〝コスモポリタンⅢ〟を観たけれど、途中でベッドを背もたれにして床に座ったまま、どちらともなく寝てしまった。

　自分の頭が荒神さんの肩に乗っていたような気もするけれど、はっきりした記憶はない。

　気付いたときには、私はベッドに寝ていた。自分で這はい上がったのか、荒神さんが抱き上げて寝かせてくれたのかはわからない。

　時計は七時半を指していた。バスルームから音がする。荒神さんが支し度たくをしているのだとわかった。

　早いなぁ。彼だって、あんまり寝ていないはずなのに。床で寝ていて身体は痛くないかな。

　ひと晩中ついていたエアコンを消し、窓を開けて空気を入れ替える。肌寒い日曜の朝だ。天気は悪くなさそう。荒神さん、風邪ひいてなきゃいいけど。

「おはよ、望月。シャワー借りたぞ」

　当の荒神さんがバスルームから出てきた。ジーンズにブロックチェックのシャツ姿の荒神さんは、オフのイケメンお兄さんって感じ。ビジュアルから、オシャレな美容師にも見えそう。

「今、簡単な朝ごはん作りますね」

「ありがと、助かるわ」

　深夜のキス未遂なんてなかったみたい。夢だったって言われても納得できる。

　トーストと目玉焼きを焼いて、インスタントコーヒーを淹れる。

　もう知っている。荒神さんは、コーヒーは薄めのブラックが好き。

　ふたりで朝食をとっている間もいつもどおりだった。他愛のない会話をしているうちに時間は過ぎていく。

「待ち合わせは何時なんですか？」

「十時に新宿」

「あ、じゃあ九時ちょっと前に出れば余裕で間に合いますよ」

「荷物、置いてっていい？　あとでとりに戻るからさ」

「いいですよ。今日は近所に買い物くらいしか出かけない予定ですし」

　これから荒神さんは羽田さんとデート。それが荒神さんの意に沿わぬものでも、ふたりは楽しいひとときを過ごしに行くわけだ。

　私はなにもできない。

　もしも今日のデートが、荒神さんが羽田さんに惹かれていくきっかけになったとしたら。

　もしくは、荒神さんの涙を羽田さんが見てしまい、彼女の恋がいっそう燃え上がってしまったら。

　私たちだけの秘密が、そうではなくなってしまったら。

　考えれば考えるほど思考は混乱し、酔ったように胸が悪くなる。だけど私はなにも言わず、荒神さんを送りだすことしかできない。

　朝食を終え、もう一杯コーヒーを飲むと出発の時間だった。

「じゃ、いってきます。望月、いろいろありがとな」

　玄関で靴を履きながら、荒神さんが言った。なんだかしょんぼりしている私は、うまく笑えているかもわからない。

「お気をつけて。頑張ってくださいね」

「ん。あ、そうだ」

　背を向けかけた荒神さんが振り向いた。そして、その勢いのまま私を抱き寄せる。

　なに？

　何事？

　これは……昨夜の夢の続き？

「望月、一個だけ聞いていい？」

　身体に直接、荒神さんの声が響く。私は全身が火ほ照てっていくのを感じた。

　何度もしたように彼を突き飛ばせばいい。両手を彼の胸に当てて、ぐっと肘を伸ばすだけ。ほら、彼の抱ほう擁ようはそんなに強いものじゃない。

　そう頭で考えるのに、身体は動いてくれない。

　荒神さんの匂いだ。船の上で抱きしめたときと、同じ匂いだ。シトラスムスクの苦くて甘い香り。

「望月は……俺が泣くの、やっぱカッコ悪いって思ってる？」

　荒神さんが少しだけ頼りない声音で問うた。

　私は彼の胸の中で顔を上げた。荒神さんが私を見下ろしている。静かだけど、情熱的な瞳が私を射る。

　私は小さく息を吸って答える。

「あなたの涙は綺麗です。カッコ悪くなんてない」

　包み隠さない本心。それが、口からこぼれた。

　荒神さんがふっと笑う。

「そっか。望月の気持ちが聞きたかったんだ」

　そう言うと、本当に自然な流れで荒神さんは私の唇にキスをした。

　触れるだけの優しいキス。

　一瞬で終わる夢のようなキス。

　驚いて彼を見つめる私を抱擁から解き放ち、荒神さんは微笑んだ。

「やっと、できた。……いってきます」

　そう言って、我が家の狭い玄関に外の光を入れた。

　あっという間に閉まるドア。私は彼の姿が消えると、ヘナヘナと玄関に座り込んだ。

　今の……なに？

　今のは……どういうこと？

　混乱の只中で、たった今の感触を確かめるように自分の唇に触れた。




　頭って混乱を通り越すと、真っ白になるんだね。

　真っ白です。純白ですわ。もうなんにもないっス。全部空っぽ。

　私は部屋の床に転がって天井を見ていた。

　キス。

　キスされちゃったんどすけど。

　なんどすか？　これはサプライズ的なヤツどすか。

　柔らかい唇の感触を思い出して、床をごろごろと壁まで転がる。

　うっわー!!　ヤバイでしょ、ヤバイでしょ！

　キスしたかったの？　荒神さん。それはどういう意味なの？　そのままにとっていいの？

　そして、私はどうなの？

　正直に言えば、キスの感触が忘れられない。きっと……ものすごく嬉しかった。

　荒神さんとキスしちゃったことが、どうしようもなく嬉しい私がここにいる。

　だけど！　イコール付き合いましょうじゃないよね？

　それに私自身、この気持ちが恋なのかまだ判別がついていない。それなのに、雰囲気に流されて付き合うなんて……やだ。

　そうだ、荒神さんのキスだってラブ由来のものかはまだわからない。ライクの延長線上のものだったらどうしよう。

　あんなモテ男だもん。いいなって思ったらキスくらいできちゃうでしょ？　前だって危なかったことあったし。深く考えちゃいけないのかもしれない。

　だけど、これからの日々、荒神さんとどんな顔をして会えばいいのかわからない。

　スマホをとりだし、インターネットにアクセスする。

　えーと、今日は新宿のシネコンで観るって言っていた。コスモポリタンⅣは十一時十五分の回で観るのかな？

　ってことは、今頃ふたりはお茶しているのかな。……なんの話をしているんだろう。

　そんなことを考えているとメールが来た。母親からだ。

【日冴、好よし子こおばちゃんから例のものが来ています。いつも断るのもなんなので、写真だけ送ります。そのうち電話がいくから断ってやって】

　母からのメールにため息をついた。さては、自分で断るのに疲れたんだな。

　好子おばちゃんっていうのは、母の叔母。私の大叔母に当たる人。

　いわゆる〝お見合いおばちゃん〟だ。漫画で見るような、あざといお見合いをセッティングして喜んでいる困ったおばちゃん。

　でも、彼女の旦那さんは超大手企業の重役を務めた人なので、紹介してくるメンズは無む碍げにできないレベルの高さ。実際に去年、年下の従妹いとこが超エリートな旦那様と結婚を決めたばかり。おばちゃん、調子に乗って妙齢の私も片づけちゃおうと、ここ何ヵ月か紹介に精を出しているのだ。

　お見合い……このまま男性とご縁がない日々が続くなら一度くらいは……と思っていたけれど。今はそんな気分、消え失せたよ。荒神さんとのキスで、わけわかんなくなった。

　返信するのも面倒くさく、スマホを充電器に繋いだ。すると今度は着信だ。

　なんだい、お母さん。メールを返さなくて不満かね？　しかし、娘はそれどころではないのだよ。

　身体を起こして画面を覗き込む。そこに映るのは〝荒神 薫〟の表示。

　え？　今デート中だよね。なんかマズイことでも起こった？　緊急事態ですか？

　通話の表示を押して、スマホを耳に押し当てた。

「もしもし、荒神さん？　どうしました？　デート中に電話してきちゃダメじゃないですか」

　一瞬の沈黙。

　そのあとに思わぬ声が聞こえてきた。

「……望月さん……ですね」

　こっ、この声……。

　脳裏に古い映画〝ジョーズ〟のテーマが流れる。デーデン、デーデン……。

「羽田さつきです。荒神さんのことでお話があります。荒神さんと一緒にいますので、今から新宿まで来ていただけますか？」

　めっちゃくちゃドスのきいた声で、羽田さつき女史は言った。

　きっと、私にとってすんごいマズイことが起こったのだ。ド修羅場一丁いただきましたー。

「はい……ほんの一時間ほどお待ちいただけますか？」

　こう答える以外、私になにができるだろう。










デートの顛てん末まつと招いた結果




　新宿三丁目駅近くのシネコンに到着したのは、一時間後。

　シネコンの入るビルの裏手は広場になっていて、その向こうを大きな国道が走る。

　広場にはカフェワゴンが来ていることが多く、今日もイタリアンコーヒーのワゴンが店開き中だ。

　その簡易座席で羽田さんは待っていた。向かいに荒神さんも座っている。

　現れた私を見つけると、羽田さんが勢いよく立ち上がった。ビクビクしている私に大股で歩み寄る。

　彼女は人目をはばからず大声で言った。

「昨夜、荒神さんと過ごされていたと伺いました！」

　爛らん々らんとした目には怒気が閃ひらめき、強い眼光が私を射抜く。

　それは彼女の完璧なメイクとも、ハイウエストのミニ丈のワンピースとも、まるでそぐわない迫力だった。

「ご本人は喋る気はなかったようですけど、お茶をしていたらぽろっと。『あー、日冴んとこにペン置いてきちゃった』って……。どういうことですか？」

　ペン？　なにそれ。身に覚えがない。

　私は荒神さんにバッと視線を送る。今朝、私にキスした彼は呑気にへらっと笑って見せた。

　どういうことか聞きたいのは私のほうだよ!!

「荒神さんは、なんて？」

「私が『日冴って望月さんのことですよね？　彼女のおうちにおじゃまされていたんですか？』と伺ったところ、『望月に聞けば説明してくれる』って」

　説明できるか!!

　ただ、わかったのはこれが彼の言っていた〝奥の手〟なのだろうってこと。たぶん、このデートに私を引っ張りだすことが最終手段だったのだ。

　どこまで頼りっきりなんだ、この男!!

　羽田さんが甘めな装いに似つかわしくないオーラをまとって、問い詰めてくる。

「私、火曜に望月さんに伺いましたよね？　荒神さんに好意はないですかって。なのに、どうしておふたりは一緒に過ごしていたんですか？」

　そりゃ、荒神さんの涙克服のためだ。このデートをうまく切り抜けるために、前夜対策講座をしていただけだ。

　あまりうまくいったとは思えない上に、こんな火種にされちゃったけど。

　でも、それをありのままには言えない。

　これほど怒っている彼女に本当のことを言ったって、きっと想像がつかなくて信じてはもらえないだろう。なにより、真偽は無視で言いふらされたら、荒神さんの立場がない。

　今、優先すべきこと。それは、荒神さんの秘密を守ること。

「付き合ってるの」

　私は自分でも驚くくらい、はっきりと口にした。

「え？」

　羽田さんが震える声で問い返す。

　ごめん。

　私は荒神さんを守るために、あなたに嘘をつく。

「荒神さんと私、付き合ってるの」

「なんですか、それ……」

　彼女の声に怒りが宿った。

　そりゃ、そうだ。誰だって怒る。私だって怒る。

「待ってくれ、羽田。俺が全部悪いんだ」

　ここにきて、静観を決め込んでいた荒神さんがようやく立ち上がった。私を守るように前に進み出る。

　今までなにしてた!!　遅いんだよっ!!

「俺が日冴に好きだって告白したのは、昨夜なんだ。羽田にはきちんと言うつもりだったのに、こんな形で知らせてしまってすまなかった」

「荒神さん……どうして？」

　羽田さんが、憎しみとも悲しみともつかない表情で荒神さんを見据える。

「恥ずかしい話、羽田の存在がきっかけだったんだ。おまえの好意は気付いていた。だけど、それに応えられない自分にも気付いたんだ。俺にはずっと好きな女がいて、彼女に気持ちを伝えなければいけないって、おまえの存在がそう思わせてくれた」

　嘘八百。

　この人、喋りがうまいのは知っていたけど、よくまあこれほどスラスラ出てくるね。

　呆れる私をよそに、荒神さんの告白は続く。

「羽田とデートする前に自分の気持ちをはっきりさせておきたくて、昨夜、日冴の家に行ったんだ。俺の告白を、日冴は受け入れてくれた。付き合うことになったのは昨夜だ。おまえを出し抜きたかったわけじゃない」

　荒神さんが同意を求めるように私を見る。仕方なく、話を丸々合わせる。

「ごめんなさい、羽田さん。あなたの気持ちを知っていたけど、私も今週ずっと考えていて……本当の自分に気付いたの。ゆうべ、荒神さん……薫さんに告白されて……。ごめんなさい、本当にごめんなさい」

　見れば羽田さんはうつむいている。唇を噛みしめ、目に涙をいっぱいためて。握られた拳が震えている。

　私はてっきり、これが嵐の前の静けさだと思った。きっとこのあとは大嵐のド修羅場だ。怒り狂った彼女の暴風雨が吹き荒れるだろう。

　しかし、違った。

　羽田さんの目から涙がひと粒、ぽろっと落ちる。それは頬を経由せず、直接、胸に落ちた。

　ハイウエストで強調された大きな胸の、黄色のワンピースの布地に涙は吸い込まれていく。

「そうですか。それでは私の出る幕はありませんね」

　信じられないことに、彼女はそう言った。怒りを爆発させることも、泣き喚わめくこともしなかった。

　声音だけは、怒りと悲しみでぶるぶる震えていたけれど。

「羽田、俺はおまえにひっぱたかれたって仕方ないことをしたんだぞ。怒ってくれていい。気の済むまで殴ってくれてかまわない」

　荒神さんが一歩前に出て、熱心に語りかける。演技百パーセントでも、叩かれる覚悟くらいはしていたのだろう。

　しかし羽田さんは首を横に振った。

「両親から、人のものを羨むなと育てられてきました。荒神さんが望月さんの恋人となった以上、もう私の興味の対象ではありません」

　そう言うと、彼女はくるっと踵を返した。

「お幸せに。失礼します」

　私は新宿三丁目の駅に向かって、階段を下りていく彼女の姿を見送った。

　胸の中は罪悪感でいっぱいだった。

　なんてことをしてしまったのだろう。荒神さんを守るために、羽田さんを傷つけた。

　諸悪の根源をキッと睨む。

　荒神さんはまったく堪えていない様子で、ニヤッと笑った。




　それから私たちは、電車で私の家に向かっていた。荒神さんの荷物が我が家にあるからだ。

　並んでドアの前に立ち、電車に揺られる。私はむすっと黙っていた。

　巻き込まれて、嘘の片棒を担がされて、ちょっと電波系だったけれど真剣な女子の好意を踏みにじった。

「怒ってる？」

　荒神さんが全然反省していない口調で声をかけてきた。

「怒ってます。私に嘘をつかせる気で呼びましたね」

「望月なら、うまくかばってくれるって信じてたよ」

　この男、どのツラ下げてそんなことが言えるんだ。

　大嘘つき！

　今にして思えば、朝のキスだって私をおびき寄せる撒餌みたいなもんじゃないか。

「羽田さんがかわいそうです。あんな嘘信じて、荒神さんへの気持ちを諦めて」

「別に、俺は嘘ついたつもりはないよ」

　しれっと答えるのだから腹が立つ。

　なにが『好きな女』よ。

　好意を拒否するのに、都合よく使われた私の身になってみろっての。

　荒神さんは続けて言う。

「さっき羽田に言ったことはほとんど本当。嘘ついたとしたら、昨夜『おまえが俺の気持ちを受け入れてくれた』ってとこだけ」

「は？」

　わからない顔をする私に、彼は呆れたように頭をかいて、ドアに寄りかかった。

「羽田の存在で、もう少し俺のこと意識してくれるかと思ったんだけどな。わざわざ腕組んでるの見せたって、たいしてやきもち焼いてくんないし。昨夜だって、結構本気でどうにかなってやろうと思ってたのに、あっさり拒否だろ？　堅いとは思ってたけど、やっぱひと筋縄じゃいかないな。不意打ちのキスで精いっぱいだった」

　誰のことを言っているのか。そんなことは聞かなくてもわかるけれど、彼がこんなことを口にする理由がわからない。

　ふざけているのか、からかいたいのか、壮大なドッキリなのか。

「なに……言ってるんですか……？」

　ひとまず、穏便な言葉で聞き返してみると、荒神さんが深いため息をついた。

「いー加減、気付け。好きでもない女の家に行きたがるか？」

　はぁ……それってぇと……。

　私はおそるおそる、核心に触れる部分を言語化する。

「荒神さんは……私のことが好きってことですか」

　彼がにっと笑った。

　それは、今まで見せてくれていた笑顔の百倍くらい悪い笑顔。

　そして、百倍以上セクシーな微笑み。

「羽田の気持ちを利用したのは否定しないよ。でも、俺としても必死だったことはわかってもらいたいね。望月に、男として、こっち見てもらいたかったからさ」

　電車が私の最寄り駅に到着した。私は放心状態のまま、ホームに下りる。

　なに言ってんだろ、この人。冗談キツすぎ。

「荒神さん、私……」

　改札を抜け、ようやく言葉が出た。しかし、なんと言ったものかわからない。

　先に立っていた荒神さんが振り向いて笑った。

「いーよ。おまえが俺のことそういう目で見てないのは嫌っつうほどわかる。昨夜もその前も。おまえにとっちゃ、俺はただの泣き虫同僚だろ」

「いえ……あの」

「でも、俺ももう引かないからさ。ゆっくり外堀から埋めて、おまえの逃げ場をなくしてやるよ」

　さらっと怖いことを言って、荒神さんが私の手を握った。その力強さに、彼の本気が見えるようだ。

「荒神さん……」

「時間をかけて、身も心も、俺のこと好きにさせる」

　身も心も……って、私は……どうなっちゃうのだろう。

　泣いてばかりの荒神さんが今、私の前で不敵に笑っている。にわかには信じられないことを言って……。

「好きだよ、日冴」

　荒神さんが薄く笑い、私をファーストネームで呼んだ。

　秋深し。

　望月日冴、二十九歳。

　抱かれたい男ナンバーワンに告白された、十月末の日曜。

　昨日の涼しさとはうってかわって、暖かい陽射しの月曜。

　小春日和はピクニック日和。あー、会社なんて行かないで景色のいい山野をピクニックしたいなぁ……。

　なんて現実逃避気味に出社した私は、早速洗礼を受けることになる。

「望月ちゃん、おはよ～」

　ニヤニヤ笑いながら近づいてきたのは、人事課の芳野お姉様。人妻なのに、女子高生のような浮かれようだ。

　なに？　どうしたの？

「荒神さんと付き合うことになったんだってね！　おめでと～！」

　周囲を気にしない大声の祝福に、私は凍りついた。

　なんで？

　なんでなんで？

　なんで芳野さんが知ってるの？

　そして、そんな大声で言うから総務部全員がこっちを見ているじゃない。

　私がなんと答えたものかと口をパクパクさせていると、芳野さんがフォローにならないフォローをする。

「照れなくていいよぉ。社内のほとんどの人間が知ってるから！　ともかく、やっとくっついたのね！　今度、おめでとうパーティーしよう」

　芳野さんは言うだけ言って、自分の席に戻っていった。

　呆気にとられ、立ちつくす私の横にささっと真子がやってきた。

「日冴先輩、羽田から話を聞きました」

　うわ！　やっぱり！　情報発信源なんてそこしかないもんね。

　でも、なぜ朝一で広まってるのよ。

　私の疑問に偶然答える形で真子が言う。それはもう渋い顔だ。

「昨日、羽田が同期や知ってる人全員にＳＮＳで吹ふい聴ちょうしてました。すみません、止められませんでした」

　同期の激しい噂の広め方を恥じているようだ。

　私は真子に向かって、首を横に振った。

「仕方ないよ。結果として、羽田さんを傷つけちゃったんだし」

　二年間の片想いを、横からかっさらわれた彼女の気持ちを考えれば、このくらいの報復いたし方ない。

「一応、悪口にはなってませんので。羽田としては『ふたりが付き合い始めたから諦めた！』としか吹聴してません。でも……日冴先輩も荒神さんもやりづらいですよね。本当に、うちの同期がすみません」

　いやー、私としては実際付き合っていないのに、完全な嘘の噂が社内全域に広がろうとしていることに戸惑っています。

　どうしよう……これ、今さら否定して回ることなんかできないよね。羽田さんの手前もあるし、『じゃあなんでそんな嘘を？』って話になっちゃうもんね。

　ん？　ちょっと待って？

　荒神さんの言う〝外堀〟ってこれ？

　もしかして、羽田さんをあんな形で振ったら、社内中に言いふらされるくらいは考えていたのかもしれない。

　昨日の意地悪な微笑みが脳裏に浮かぶ。

　涙腺ゆるゆる男子のくせに、女を落としにかかると、あんなセクシーで企んだ表情をするんだ。

　くっそー、やっぱり巻き込まれた感が半端ない。




「あのね、望月くん。また、ちょっと一販課まで行ってきてくれないかな」

　朝礼のあと、平野部長が遠慮がちに声をかけてきた。

「昨日の今日で、気まずいかもしれないんだけど、ひとつ頼むよ」

　平野部長の口ぶりから、この人もすでに私と荒神さんの交際報道を知っているのだとわかった。

　役職者まで知っているなんて。いったい、噂はどこまで広がっているんだろう？

　頼まれた配布書類を持って、重い足どりで第一販売課に行くと、早速周囲の好奇の視線を感じた。

　考えすぎじゃない。結構、あからさまにみんな見てくるんですけど。

　第一販売課の澤田課長に資料を渡す。

　ニヤッと澤田課長が笑ったのは、他意はない……よね。

「望月さん、荒神さんなら留守ですよ！」

　そんな私によく響く大声をかけてきたのは、当事者のひとり、羽田さつきだった。

「あ、羽田さん、おはよう。いや、今は澤田課長に用事があって……」

「そうですか！　でも、荒神さんと会えないのは残念ですね！　じきに戻るとは思いますけど！　お待ちになられますか!?」

　羽田さんの言葉はトゲトゲしている。そして、全部のボリュームが〝大〟に設定されているみたい。

　いや、彼女的には自然に振る舞おうとしている様子だ。だけど、溢れる敵意を抑えきれないって感じに見える。

「こら、羽田さん。望月さんに失礼でしょ」

　私と羽田さんの間に入ってきたのは、第一販売課の営業事務の湯沢さんだ。

　羽田さんがむーっとした顔をしつつ、先輩相手に引き下がる。

「すみませんでしたっ。ちょっとお手洗いに行ってきます」

　オフィスサンダルではなくヒールを響かせ、羽田さんがフロアを出ていく。それを見届けて、湯沢さんが口を開いた。

「ごめんね、彼女もしばらくはカリカリしてると思うけど、気にしないで」

「いえ、私が悪い部分が大きいから……」

　羽田さんの怒りはもっともな話なので、私が心外に思う理由はない。

「おめでとうね。荒神さんに、望月さんみたいなしっかり者がくっついてくれて、事務方としては助かる、なーんて本音でごめんね」

「いえいえ……やっぱ噂、すごい広まってますね……」

　恥ずかしいやら、困惑するやらでうつむいた。

「うん。昨日、羽田さんからメールが来たのもそうだけど、今朝福谷くんと荒神さん本人が大きな声で喋ってたから。付き合うことになったって」

「……え？」

　聞き返した声が裏返りそうになった。

　荒神さん本人が？

　思わずぞっとした。あの人、本気で〝外堀〟埋める気だ。

　社内中に広めて、嘘を本当にしちゃう気だ。

「望月～！　聞いたよ！　おめでと!!」

　そこに同期の福谷が駆け寄ってきた。嬉々とした顔だ。

「いや～、瑠璃とも話してたんだよ。あのふたり、お似合いなのになあって！　無事交際スタートおめでとう！」

「あのさ……福谷、それは……」

「今度、うちの夫婦とそっちのカップルでダブルデートしようぜ！　遊園地とか行っちゃう？」

　ダメだ、こいつ。話が通じる気がしない。

　すると、そこに悪の枢軸、荒神 薫がぷらっと戻ってきた。

「あー、噂をすれば、彼氏だよ～」

　福谷がニヤニヤ言う。うっさい、バカ！　湯沢さんもニコニコ見守る姿勢だ。

　荒神さんが私たちの輪に近づいてきた。

「あれ、日冴、来てたんだ」

　ちょっ……！　みんなの前で名前呼びしないでよ！

「用事は済みました。もう、帰ります」

　私はなるべく無表情で答える。福谷が荒神さんの持っている紙袋を指差した。

「薬局行ってたんですか？」

「あー、風邪っぽくてさ」

　荒神さんがなんでもなさそうに答える。問題発言も追加して。

「この前の夜、日冴んち寒かったもんな」

「なっ……!!」

　わかりやすすぎる仲よし発言に言葉を失う。そして、ざわつく周囲。

　聞こえていましたよね、皆様……。

「なんか、ゴチソウサマだわ」

　湯沢さんが苦笑いし、福谷も最高ににやけた顔で言った。

「ダメじゃん、望月！　彼氏冷やさないように抱きしめて寝ないと！」

　焦りすぎて言葉が出ない。荒神さんは否定せずに笑っているだけだ。

「……もう、行きます」

　そのひとことがやっとだった。場の視線に耐えかねて、私は踵を返した。

　なにこれ。ちょっとした罰ばつゲームみたい。私の困惑も、今の気持ちも、完全に置き去りだ。

　第一販売課を出ると、すぐに荒神さんが追いかけて出てきた。

　そんな目立つ行動するなよ！

「こっち」

　逃げる隙を与えず私の手首をつかみ、荒神さんは非常階段に向かってダッシュした。

　非常階段にはいつもどおり人影がない。

　錆さびきったフェンス、ビルとビルの間の忘れられた場所。ここが好きなのは、喫煙習慣の抜けない荒神さんくらいなのかも。

「噂、広まりまくってますよ」

　私は恨みがましく言って、荒神さんの手を振りはらった。

「羽田なら拡散早いだろうとは思ってたけど、一日かかんなかったな」

「荒神さん本人も、おっきい声で話してるじゃないですか！」

　私の怒声に、荒神さんは悪びれることもなく答える。

「だって、俺としては都合がいいもん」

　私はまたしても言葉をなくして、彼を信じられない表情で見つめる。

　荒神さんが一歩私に近づく。見下ろす瞳はすごく優しい。

「今週はマジで忙しくって、夜会えないんだ。土曜、デートしよう」

　錯覚しそうになる。彼の言い様は本当に恋人同士みたいだから。

「荒神さん、私、まだそういう……」

　そういう気持ちかわからない。

　これが恋なのかどうか、わからない。

　そう言おうとしたけれど、荒神さんがかぶせて言う。

「日冴の気持ちが俺に向いてないのは、知ってるって」

　違う。

　あなたに妙な独占欲を感じるのは本当だ。

　涙も、笑顔も、私だけのものであってほしい。そう思っているのは本当。

　だけど、相手は荒神さん。問題児で、自他ともに認めるすんごくいい男。

　恋愛自体が久しぶりで、しかもアラサーに差しかかった私は、簡単な気持ちではこの恋に踏みきれない。

　こんなふうにまわりばかりがお祭り騒ぎで、私の考える余地を奪っていく。

「いいじゃん。出かけるのなんて、別に初めてでもないし。そのくらいのアプローチの機会はくれよ」

　荒神さんが軽く言う。

　そりゃ、出かけるくらいは問題ないけど、こんな中途半端な気持ちでいいの？

　私が困った顔をしていると、荒神さんが私にまた近づいた。

　ドア横の壁に追い詰められる。

　こ……これは壁ドンの予感だ。防御機能発動!!

　私は両手を伸ばして彼の胸を遠ざけた。しかし、荒神さんが本気になれば、私ごときの力は意味をなさない。

　あっという間に両手を胸から外され、私たちの身体の距離はゼロになった。

「荒神さん……苦しいです。……離してください」

　抱きしめられた格好で抗議する。

　本当に苦しい。動どう悸きもひどいし、切ないくらい胸が痛い。

「そう言うなら、離すけど……」

　荒神さんが顔をぐっと近づけた。

「キスはいいだろ。たぶん苦しくないから」

　いいわけあるかい！

　なんてツッコミを果たす余裕もなく、荒神さんが強引に唇を重ねてきた。

　この前の、触れる程度のキスじゃない。言い方はおかしいけれど、きちんとした本気のキスだ。

　重ねられ、ついばまれ、閉ざした唇と歯列をこじ開けられる。舌を絡められる感触に背筋が震えた。

「……っは……んん……」

　顔をそむけようとしても、荒神さんの手が顎を押さえているので果たせない。

　一瞬空気に触れた唇は、すぐに彼の所有物に戻った。

　逃げられない。

　身体は彼の腕に閉じ込められ、背後は壁。

　なにより、久しぶりに味わう激しいキスに身体がしびれたように動かない。

　本領発揮だ、この人。

　今までのへらへらした荒神さんからは想像もつかないキス。いやらしくて、扇情的で、めちゃくちゃ気持ちいい。

　かつて瑠璃がはりきって話していた妄想がよぎる。

『あの色っぽい唇でめちゃくちゃにキスされてみたい！』

『ベッドの中ではもっともっと意地悪されちゃいそう!!』

　ああ、その意味がこのキスならわかってしまう。

　たぶん、この人、こっち方面も最高の男だ。

　誰も来ない非常階段に濡れた音が響く。容よう赦しゃなく唇を貪むさぼる荒神 薫。マズイと思いながら、最高のキスに惑溺している私。

　たっぷり時間をかけたキスが終わった。

「苦しくなかっただろ？」

　荒神さんが濡れた私の唇に、人差し指を押し当てて言った。

　私は真っ赤な顔と荒い呼吸で彼を見つめる。瞳に非難の感情を滲にじませるけれど、きっと彼は堪えていない。

　それに、すっかりキスの快楽に溺れてしまった私には、非難したところで説得力はないのだ。

「し……仕事に戻ります……」

　彼の腕から抜けだし、ドアに手をかけた。荒神さんが背後で言う。

「土曜な。また連絡する」

　私は声を振りきるように廊下に踊り込んだ。そして、総務部のある一階まで階段を駆け下りた。

　私のバカ。はっきりしない気持ちであんなキスを受けちゃって。

　本当に大バカ!!




　荒神 薫。

　転職してきて五年。

　埼玉営業所に入ってきたときから、とにかくカッコいいと評判だった。

　今年の抱かれたい男投票は間違いなく彼がトップだろう、と入社後すぐに噂になるくらい。

　私が初めて彼を見たのは、彼が入社してふた月経った頃だった。

　出張レポートの未提出が続き、直談判しようと本社会議にやってきた彼を捕まえたのだ。

「あ、いっつも連絡くれる望月さん？」

　荒神さんは私を見下ろして、へらへらっと微笑んだ。完全にこちらをなめきった笑顔だった。

　私は眉をつり上げて、レポートを今週中に提出するようにと厳命したっけ。

「了解ー。声で想像してたけど、やっぱ美人だね」

　セクハラと紙一重の言葉を残して、彼は会議室に消えていった。

　噂どおり、顔もスタイルも俳優のように整った人だというのが第一印象。

　そして、あんなに適当な雰囲気なのに、ちょっと他にはないくらい魅力的な笑顔の人だと思った。

　ズルイ。人たらしオーラが出まくっている。

　あの人は生きているだけで得だ。

　彼が本社の第一販売課に異動してきて、関わることが増えて……。

　私にとって彼は問題児のまま。嫌いじゃないけど、面倒な人だと思って接してきた。

　彼もまた、私をよく怒ってくる総務の女子社員くらいにしか思っていなかったはず。

　彼の特大の秘密を知ってしまって、私たちの関係が少し親密さを増しても、私の認識の根本は変わっていなかった。

　その彼が、私を好きだと言う。

　同僚で、社内でぶつかり合う仲で、お互いちょっと居心地のいい飲み仲間。そんな関係だと思っていたのに。

　やっぱり冗談にしか思えないよ。




　結局悩んでも答えが出ないまま、金曜の夜には荒神さんからメールが入る。

【俺の行きたいところでいい？】

　今さら断れるムードでもなく、つい流される形で返信してしまう。

【いいですよ。お任せします】

　こうなったら、どちらかの自宅でなければ、ＯＫにしよう。




　土曜は吉きち祥じょう寺じで待ち合わせた。

　あいにくの雨空の中、荒神さんが私を連れていったのは、井いの頭かしら動物園。

　私、ワンピースで来ちゃったんですけど。

　荒神さんが以前褒めてくれたことを思い出して、ラインの綺麗さ重視のワンピース。荒神さんは準備万端、ジーンズにポロシャツで足元はスニーカーじゃん。

「すごい広いわけじゃないから、ヒールの靴でも歩けるよ」

　荒神さんが入場券を買って言った。

　そうかもしれないけど……正直意外だった。

　今までのデートもどきは、映画にホテルディナーにクルーズにと、大人のムードな場所ばかりだった。それが、いきなり動物園？

　雨の動物園は、樹木と土と、動物の匂いが強い。でも、それほど不快ではない。

　私自身は、こういうところが好きだ。たぶん、大人な雰囲気の場所よりずっと。

「人、少ないな」

「雨ですからね」

　それでも、私はデートに来てしまったことを半分は後悔していた。

　荒神さんはアプローチの機会をくれなんて言っていたけれど、簡単に了承しすぎた気もする。キスに釣られたようには見えていないだろうか。

　私の気持ちがはっきりしない以上、やはり好意を持ってくれている男性と軽はずみに出かけるのは……。

　私の煩はん悶もんを完全に無視したタイミングで、荒神さんが手を握ってきた。私は慌てて顔を上げる。

「荒神さん、腕、濡れます」

　私の手は濡れない。彼が私の傘の中まで腕を伸ばしているからだ。

　でも、荒神さんの腕は濡れてしまう。

「いいじゃん。ほら、あっちのカップルも手繋いでるよ。あーいうの羨ましいんだよ」

　見れば、少し前を歩くカップルも彼氏のほうが彼女の傘の中に手を伸ばし、無理やり手を繋いでいる。

　茶髪の彼氏が嬉しそうに彼女を見下ろしているのが見える。髪の長い彼女のほうは顔が見えないけれど、きっと私と同じように彼の腕が濡れる心配をしているだろう。

「日冴と手を繋げる機会なんだから、逃したくない」

　子どもみたいに頑固に言いきって、荒神さんは私と繋いだ手に力を込めた。

「荒神さん……」

「早く、名前で呼んでくんないかな」

　ぽつんと呟くと、彼は私の手を引き、ゾウのスペースまで連れていく。

「今日は、ゾウのはな子に会いに来たんだ」

「このゾウですか？」

「そ、俺が子どもの頃からいるゾウ。子どもの頃から何度も見に来てる」

　はな子の静かな瞳を見つめる。小雨の中、はな子はいっそう気持ちよさそうに自身の庭を闊かっ歩ぽしている。

「足ドロドロですね」

「あれ、きっとあとで飼育員さんにホースで水かけられて、洗われちゃうんだぜ」

　荒神さんが楽しそうに言った。彼は子どもの頃からこんな顔で、ゾウのはな子を見ていたのだろうか。

　私の知らない荒神さんの子ども時代。

　今さら気付いた。私、彼のこと、まだなんにも知らない。

「日冴って生まれはどこだっけ」

　サル山を横目に見て歩きながら、荒神さんが聞いてきた。

「埼玉の、群馬に近いあたりです」

「そっか。俺、山梨」

「お互い、微妙に田舎いなかな感じですか？」

　私がニヤッと笑い、荒神さんが苦笑いする。

「そうそう、コンビニまで徒歩十五分くらいの微妙なレベルのな。どんな子どもだった？」

「普通です。真面目だとは小さい頃からよく言われましたけど、自分ではあんまりそんな気もなくて。クラスでの成績は真ん中のグループだし、高校も大学も中堅ってあたりに行きました。平凡です」

　荒神さんは私の子ども時代を想像するように、傘の天井を仰いだ。

「平凡でいいじゃん。俺もだよ。泣き虫ってとこだけ隠してれば、あとは普通」

「嘘。すごいモテてたんじゃないですか？」

「あはは、それは否定しないけどさ」

　私たちの会話はいつまでも途切れない。どこまででもこうして話していられそうだった。

　お酒の席でもいろいろな話をしていたつもりだけど、こんなふうにお互いの昔話をする日が来るなんて。

　もっと知りたいと思う。

　荒神さんの今までや、これからのこと。

「俺がいつから日冴のこと好きだったかわかる？」

　思いきったように荒神さんが口にした。

　私は首を横に振った。何度もドキドキさせられたのに、好かれているなんて気付かなかった。今だってまだ、彼の気持ちが本気なのか、気の迷いなのか判別しきれていない。

「初めて見たのは転職の面接のとき。俺が一方的に見かけただけだったけど。おでこ出してんのが可愛いなって思った」

「おでこ……」

　そりゃ、何年も前髪はポンパドールか、アップスタイルに決めてますけど。

　今日も出しているおでこについ触れる。

「次は入社してから。本社に会議で来たら、レポート出せって言ってきたじゃん。怒ってる顔が可愛くてさ。本社に異動になって、しょっちゅう俺を叱りに来るから、ラッキーだと思ってたよ」

「そんな……こと思ってないで、態度を改めてくださいよ……」

　ストレートな言葉に胸がぎゅっと縮まる。

　そんなそぶり、知らない。いつだってセクハラまがいの軽口を叩くだけだったじゃない。

「俺もさ、涙腺緩いっての隠して女と付き合うのもしんどいから、しばらく本気では恋愛したくなかったんだ。このまま、ひとりでも仕方ないかなって。おまえが誰かと結婚するときはちょっとつまんないかな、とは思ったけれど」

　少し笑って荒神さんは言う。

「……だから、涙の件がバレたのは大きなきっかけだったんだ。おまえは、誰にもバラさず、咄とっ嗟さにかばってもくれた。そのあとも俺の下心だらけの要求に、親切心で付き合ってくれた。泣いてる俺を抱きしめてくれた……」

　荒神さんが唇を横に引く。雨の中、傘の下、太陽みたいに眩しく笑う。

「俺を守ろうとしてくれた。俺を笑わないで受け入れてくれた。気付いたら、おまえは俺の特別に変わってたんだ。だから、もう誰にもやれないと思った。俺だけのものにしたくなったんだよ」

　今この場で、彼の言葉を信じて、その胸に飛び込んでしまいたい私がいる。

　だけど、同じ強さでダメだと唱える私もいる。まだ自分の気持ちがわからない。

　恋愛から離れすぎていたせいか、思わぬ相手からの求愛に戸惑いがあるのか、ここでいきなり荒神さんの〝彼女〟になるなんて不自然だ。

　嬉しくないわけじゃない。

　むしろ、彼の言葉が恥ずかしくて、ものすごく嬉しい。

　想われていたことに、感じたことのない幸せを覚える。

「荒神さん……私……」

「いいって。そのうち、考えるのが面倒くさくなるくらい、好きにさせてみせるから」

　私は答えを出せない申し訳なさと、彼の余裕ある回答にわずかに苦笑した。

「自信……あるんですね」

「自信じゃなくて、決意」

　荒神さんがやっぱり自信満々に答えた。




　雨足は強くなる一方だ。

　昼頃に待ち合わせた私たちは、入園前に軽くお茶を飲んだだけ。

　別館の水生物園はまたの機会にして、どこか屋内のデートに切り替えたほうがよさそうだった。

「じゃあ、うちに来いよ」

　さらっと提案してきたのは、荒神さんのほう。私の脳裏には深夜のカップルごっこがよぎる。

　えーと、確かあのときは〝新宿デート→荒神家にてイチャイチャ〟っていう提案だったような。

　私はわかりやすくおののいた表情をしているだろう。しかし、荒神さんは気にしていない様子だった。

「また、メシ作ってよ。日冴の手料理が食べたい」

「ダメですよ。おじゃまできません」

「井の頭線で帰ってもいいけど、ここからそんなに遠くないからタクシーにしちゃおうぜ。途中でスーパーに寄ってさ」

　荒神さんの中ではすでに決定事項らしい。

　私はことさら慌ててしまう。ふたりっきりなんてダメだ。今度また非常階段のときみたいなキスをされたら、拒否できる自信がない。

　そのままエッチに持ち込まれたら、荒神さんにとってはラッキーでも、私は自己嫌悪で死にたくなるはず。

　こういうところが真面目すぎるってわかっているけど、私的にはエッチでなあなあにスタートの恋はダメ！

「な、いいじゃん。俺、この前のしょうが焼きが久々の家庭の味だったんだよ。前はときどき、例のネジ工場のおやっさんちにおじゃましてたけど、奥さんが亡くなってからは、ああいう温かい味とは無縁だったんだ。家庭の味に飢えてる独身男にメシ作ってほしいってだけなんだけどなぁ……」

　うう、そんな言い方はズルイ。彼がその工場の社長ご夫妻にどれほど思いがあるかわかるだけに、無碍にできない。

　どうしよう……。

「あの……ひとつだけ」

　私はおずおずと口を開く。

「変なことは……しないって約束で……お願いします」

　私の決死の懇願に、荒神さんは破顔して頷いた。

「もちろん」

　話が決まってしまった。荒神さんは早速タクシーを捕まえに行く。

　私はすでに赤くなった顔で、彼のあとに続いた。

「ところで、手料理ってなにが食べたいですか？」

「うーん、肉じゃが！」

　荒神さんは躊躇ためらわず言いきる。私がうえーっと嫌な顔を作ってもだ。

「うわ。肉じゃがって、ちょっとあざとくないですか？」

「女視点ではそうかもしれないけど、独身男にとっちゃ憧れメニューなんだよ！」

　そんな会話をしつつ、滑り込んできたタクシーに乗る私たち。

　ふと考える。荒神さんは今まで、料理を作ってくれるタイプの彼女はいなかったのかな。




　久しぶりにやってきた荒神さんの部屋は、相変わらず綺麗だった。たぶん、あまり生活感がないせいだろう。まだ見ぬ彼の寝室はもう少し乱雑なのかもしれない。

　私は途中に寄ったスーパーで購入した材料で、肉じゃがを作る。小さな炊飯器でごはんも炊くことにする。

　こんなに緊張する料理は初めてだった。

　なにしろ、背後ではなにかと理由をつけて荒神さんがうろつき、やっとソファに戻ったと思えば、今度は私の料理する姿をニコニコ見ている。

　対面式のキッチンなので、顔を上げると彼と目が合ってしまう。

　もう、すごくやりづらい！

「荒神さん、こっち見ないでください」

「なんで？　気が散る？」

「はい、このままじゃ失敗してマズいブツができそうです」

　荒神さんが大きな声で笑った。

「おまえさ、それ料理のハードル上げてるぞ。俺が見てなかったら、超絶うまい肉じゃがになるってことだろ」

　は……確かに！

　荒神さんが意地悪くニヤニヤする。

「じゃ、期待を込めて、眺めんのやめよっと」

「ちょ……待って……。あーもう、いいですよ！　最高においしい肉じゃがを作ってみせますから！」

　私は啖たん呵かを切って調理を再開する。

　この一連のやりとりが、今までと同じ空気感なのが嬉しかった。正直、彼の告白から一週間、どう接すればいいか悩んでいたから。

「今までの彼女って、あんまり料理作ってくれる子いなかったんだよな」

　私の心中の疑問に、荒神さんが答えた。偶然だけど、暇潰しのトークテーマのひとつらしい。

「そもそもお互いの家に行き来するデートをあんまりしてない」

「じゃあ、どこでデートしてたんですか？」

「え？　外？　メシ食ったり、ホテルに泊まったり？」

　それはお金がかかりそうだ。しかし、彼の女子の扱いが洗練されているのは、そうした理由からかもしれない。高級ホテルディナーも東京湾クルーズも、手配や立ち居振る舞いは完璧だった。

「家イコール油断って感じだったんだよ。前にも話したけど、うっかりテレビで泣ける話とか感動ものやってたら、マズイだろ？　だから家に上がるようなデートはあんまりしてない」

　荒神さんが言い訳するみたいに言うので、私は何度か頷いてみせた。

　私を簡単に家に上げてくれたのは、彼が油断してもいい相手と認定したから。やはり自分の立場が特別なものなのだと自覚する。

　ごはんが炊け、味噌汁は味噌を溶くだけ。肉じゃがもあと少しで完成だ。

「どう？」

　荒神さんが私の肩越しに鍋を覗いた。お昼も中途半端だったし、もうお腹が減っているのかもしれない。

「あと十分ほど、弱火の落とし蓋ぶたで煮込めば完成です」

「ふーん」

　荒神さんの声音が変化した。

　妙な予感に振り向きかけた私は、荒神さんの両腕が伸びてくるのを視界に捉えた。

　彼の両腕が私の腰に回される。そして、そのまま抱きしめられた。

「荒神さん！」

　私は非難するように叫んだ。でも、彼は気にする様子もないどころか、私の髪に顔をうずめて言った。

「腹減っちゃった。日冴を味見していい？」

　味見!?

　私の頭は一気にパニックになる。それってば、それの意味だよね!?

　荒神さんが私の顎を捉え、上を向かせる。キスの角度で近づいてくる彼の端正な顔。

　私は唇が触れ合う前に早口で言う。

「変なことはしないって！　言ったじゃないですか!?」

　間近で荒神さんが笑った。例の、企んだ悪い男の表情だ。

「キスって変なことに入るの？」

　言い終わるかどうかで、彼が私に口づけてきた。

　上を向かされ、口を開いて抗議していた私は、図らずもキスの態勢ばっちりだった。

　口こう腔くうに滑り込んでくる舌が巧みに動きまわる。冗談抜きで身体の芯が疼いてくるのを感じた。甘い甘い刺激。脳の奥がクラクラする。

　非常階段でのキスは、終わりが来ることがわかっていた。社内でのつかの間の逢おう瀬せだったから。

　でも、今は荒神さんの部屋。このままじゃ、流れでいくところまでいってしまう。

　すると、濡れた音をたてて荒神さんの唇が離れた。

　え？

　目を開けると、そのときには彼が私の身体を抱え上げていた。

「荒神さんってば！　なにするんですか!!」

「軽っ。おまえ、もうちょっと太っていいよ」

　荒神さんは笑いながら、私をソファまで運び、自らどさっと座った。

　私は彼の太ももをまたぐように膝に座らされ、彼と至近距離で向かい合っている。やだ……この姿勢、エロいんですけど。

「味見再開」

　悪戯いたずらっぽく言って、荒神さんの唇が私の首筋に押し当てられた。

　やっぱり！　キスだけじゃ済まないんだ！

「ダメです……荒神さん……」

　手で彼の肩を押しのけようとするけれど、もともと二十センチは身長が違う。体格差も手伝って、荒神さんの身体はびくともしない。

　それどころか、器用な指先が私のワンピースの背中のファスナーを半分くらいまで下ろしてしまう。

　私はいよいよ焦り、強い声を出した。

「荒神さん！　私、こんなことしに来たんじゃ……！」

「変なことしてないって言ってるじゃん。好きな女に愛情表現してるんだよ。なにしろこっちは、身体でオトすってのも視野に入れてんだから」

　なんてことを言いだすのだろう。

　完全に騙だまされた。情にほだされた。

　この人、ハナからその気で私を誘ったんだ！

　襟ぐりが広く開いたせいで、彼の唇も、舌も、私の首筋から鎖骨までを自由に動く。長い指がブラジャーのストラップをずらす。

　私の腰を支える左手が、百パーセントその腹づもりで背中を動きまわる。

　耳みみ朶たぶに軽く噛みつかれ、とうとうわずかな吐息を漏らしてしまった。喘あえぎにも似たかすかなため息を、彼が聞き逃すはずはない。

　荒神さんの低い声がささやく。

「日冴がいやらしい声を出し始めたってことは、やっぱ変なことはしてないってことだよな？」

「いっ……意地悪言わないでください」

　抱擁が、繰り返されるキスが、愛あい撫ぶが激しくなる。

　シャツの襟から覗く汗ばんだ彼の肌。彼の引きしまった身体。その中心が熱を帯びているのは、これだけ密着していれば、よくわかる。

　私の知らない荒神さんがいた。

　男としての野性的な魅力たっぷりの荒神 薫。

　きっと、彼を抱かれたい男の地位に押し上げている魅力。多くの女子社員が彼に見ている欲望と憧れそのものの荒神 薫がいた。

　違う。

　私が惹かれたのは違う。

　私が胸をかき乱されたのは、オフィスでひとりむせび泣く荒神さんだ。

　切なく肩を震わせる彼だ。

　動画で泣き、映画で泣き、人の結婚式で泣く涙もろい荒神さんだ。

　ああ、私はバカだ。

　このタイミングで気付いてしまった。

　私が彼の腕に飛び込んでいけないのは、この不一致。

　私が惹かれているのは、抱きしめたいのは、私に涙を見せた荒神さん。涙のたまった赤い瞳で私を見つめる彼。

　私が戸惑っているのは、抱かれたい男のイメージどおりの荒神さん。ワイルドで、強引で、キスも愛撫もうますぎる彼。

　私はなんて身勝手なんだろう。泣いている彼に母性を燃やして喜んでいただけじゃないの。

　迫られたら拒否なんて、ひどすぎる。

　だけど、どうしてもまだ心がついていかない。このまま、彼のものにはなれない。

　私が悪い。

　私が彼に油断を見せた。

　そして勝手に彼を知った気になっていた。

　荒神さんにこんなことを言って、納得してもらえるはずもない……。

　私の身体からぐにゃりと力が抜けたことは、すぐに荒神さんも気付いたようだ。

「日冴？」

　彼が愛撫の手を止め、私の顔を覗き込んでくる。

　私はなんとも言えない表情をしていた。

　後悔とも、悲しみとも、自じ嘲ちょうともとれる顔をしていた。

「荒神さん、ごめんなさい。私、このまま荒神さんとそういう関係にはなれない」

　小さな声で伝えた。

　彼に惹かれている。だけど、戸惑っている。

　私が心を揺らしていたのは誰？　今、私を抱こうとしているのは誰？

　荒神さんが私との間に距離を作った。密着をといて、私の両肩に触れる。

「そんな顔されたら、続きできないな」

　失望と寂しさの滲む声音に、胸がきゅうっと痛くなる。

「ごめんなさい」

「日冴にとって、俺はやっぱりナシ？　ただの泣き虫同僚にしか見られない？」

　私は首を横に振った。

　そんなことない。

　でも、心が追いついてこない。

　少なくとも、こんな違和感を覚えたまま、抱かれてしまうわけにはいかない。

「少しでいいです……時間を……時間をください！」

　私は言うなり、逃げるように彼の膝から下りた。

　床に置いてあったバッグをとると、玄関にダッシュする。ソファに荒神さんをひとり置き去りにして、逃げだしたのだ。

　……いや、正確には逃走しかけて、玄関でブレーキ。一度戻ってきた。

　キッチンに引き返したのは、肉じゃがの火を消していないということが頭に残っていたから。

　バカみたいに真面目な私は、呆気にとられる荒神さんの前で、きちんとガスの元栓まで締めてから逃走した。

　パンプスをひっかけ、玄関から飛びだす。

　自分の背中のファスナーが半分以上開いていることを思い出したのは、エレベーターホール手前だった。壁に背中を向け、こそこそとあたりを見まわしながらファスナーを上げる。

　情けない気分だった。

　確かな好意を感じておいて、それを嬉しく思いながら、逃げだしてしまった。

　キスと愛撫に溺れながら、拒絶してしまった。

　私、彼になにを見ているんだろう。どうしたいんだろう……。







第四章










その恋、大丈夫？




「つまりは、押されまくってヒヨッたと……。そーいうわけですか」

　目の前の瑠璃は、巨大なナンを引きちぎり、マトンカレーの中にぼちゃりと浸した。

　向かいの席の私は頭こうべを垂れ、答える。

「まあ……微妙に違う気もするんだけど……有り体に言えばそういうことかも」

「日冴らしいっちゃーらしいけど、荒神さんかわいそー」

　瑠璃の非難に、なお背を丸める。そんなこと言われるまでもない。

　逃走デートより二日。月曜の夜、私は瑠璃と、池いけ袋ぶくろのインドカレー店で定例会を開いていた。

　万が一にも荒神さんに遭遇しないように、瑠璃と福谷の新居近くの池袋にしたのは、瑠璃にすべてを話す覚悟を決めたからだ。

「はー、しかし信じらんない。想像もつかない。あの荒神さんが、それほどに涙もろいとは……」

　瑠璃はナンを次々にカレーに突っ込み、口に入れていく。すごいスピードだ。

　私は手つかずのチキンマッカーニカレーを見つめる。普段は大好きなこのカレー。今日はイマイチ食欲が湧かない。

「信じらんない気持ちはわかる。私も最初は悪い冗談だと思ったもん」

　瑠璃に荒神さんのことを話す……今日の今日まで、そのことを私は躊躇っていた。

　今まで彼のために必死に守ってきた秘密を、私の一存で誰かに公表するのだから。

　荒神さんに悪いとは思う。私を信頼してくれているのに。

　でも、私ひとりじゃもう抱えきれないのも本音だった。私はたぶん、今までの恋愛で一番悩んでいる。

　恋なのか、独占欲なのか、母性なのか。このわけのわからない感情について、誰かの冷静な意見を聞きたかった。

　そして、本件に関し、親友の瑠璃を騙す形でいるのもまた忍びなかった。荒神さんの策略で、表向き私と彼は交際中だ。なにも知らない瑠璃が、無邪気に私たちを祝福してくれるたび、胸が痛んでいた。

　瑠璃は軽そうに見えるけれど賢明な女子だ。私の話すトップシークレットは、おそらく福谷にも話すことなくお墓に持っていってくれるだろう。

　だから意を決して、今日その秘密を相談したんだけど……。

「荒神さんが泣いてるところは、抱きしめてあげたくなっちゃうと」

「うん」

「日冴は母性愛、強そうだもんね」

　瑠璃が進路相談の教師のように、質問をしていく。カレーは着々と食べ進めながら。

　うーん、やっぱ母性なの？　この気持ちって。

　瑠璃の指摘に頭を抱えたくなる。

「で、強引に迫られたら好きかわからなくなったと」

「……うん、そう。なんか、いろいろ画策してくるし。私の知ってる荒神さんがいなくなっちゃったみたいで。涙も、あの夜以来見てないし……」

　あの夜とは、羽田さんと荒神さんのデート前夜合宿だ。私はため息をつき、少しだけナンをちぎる。

　瑠璃がラッシーをゴクゴクと飲んでから、再び口を開いた。

「私は、強引で押せ押せな荒神さんのほうがしっくりくるなぁ。彼ってもともとそういうキャラでしょ？」

「そうかもしれない。でも、強引なのも適当なのも、悪気ないタイプだと思ってたの。マイペースな人なんだって。それが、腹の中であんなに企んでいたとは……」

　私の意見は言えば言うほど勝手に思えた。荒神さんの涙を見て『純真な人！』とキュンキュンしていたのは私の思い込みだ。

「日冴は総務だから、あんまり印象ないと思うけど、あの人すんごいクレバーだよ？」

　瑠璃が私の知らない彼の武勇伝を語りだす。

「サンカイメディックの件、知ってる？」

「あぁ、サンカイグループの医療機器部門でしょ？」

　サンカイメディックは大手医療メーカーだ。業界では有名だけど、うちと付き合いがあるとは知らなかった。

「そ。そこの海外輸出向けＭＲＩの開発さ、飯いい原はら商事に決まってたの。それを横から丸ごとかっさらって、液晶、基盤から小さなスイッチに至るまで、ひとりで手配したのが荒神さん」

　イマイチぴんとこないので、首を傾げる。

「それってすごいことなの？」

　瑠璃が目を見開いて力説する。

「すごいよ！　飯原商事なんて、うちの三倍は大きい会社だもん。しかも、あっちがグループ作ってやる仕事を、たったひとりで片づけたんだから。あと、うちが代理店やってる液晶メーカーのシャペル、あるでしょ。サンカイメディックは、これを機に全面的にシャペル液晶に切り替えたんだよ。荒神さんの功績だよ！」

　シャペルは大手家電メーカーであり、電子デバイス部門では液晶を中心に利益を出している会社。泣く子も黙る大企業様だ。

　我が社が代理店のひとつであることは私だって知っている。キヅキ電産がこの業界でどうにか立っていられるのは、シャペルの威光が大きいってことも。

　つまり、荒神さんは代理店として、シャペルに対していい仕事をしたってわけね。

　瑠璃はなおも言う。

「仕入部の私が見る限り、彼の働きはすごかったよ。納期管理、コスト調整、最適の部品の選定。本来は商社の営業がひとりでこなせるもんじゃない。しかも、仕入先とも客先とも駆け引きがうまいんだ。ぞくぞくするような言葉の選び方をすんのよ。あの人、荒っぽい旧世代営業マンのイメージだけど、実際は違う。すごい緻密で計算高い人だよ」

　瑠璃の語る荒神さんは、私に見せる泣き虫な荒神さんとは一線を画していた。

　話がうまいし、魅力的な人なのはわかっている。それは頭の回転が速いってことだ。損得勘定も、現状把握も人より長けている。

　余計に荒神さんがわからなくなりそう。

　私はナンをカレーに浸ける手を止めてしまう。

「あ、こんなのどう？」

　さらに、瑠璃がふざけたように言う。

「実はぜーんぶ、荒神さんのお芝居でしたって話」

「え？」

　意味がわからず、私はハテナという表情。瑠璃が笑いながら続ける。

「荒神さんは、ずっと日冴のことが気になってたんでしょ？　日冴が世話焼きキャラなのも充分わかってた。だから、日冴をモノにするために、〝泣き虫男〟になりきったとか……」

「……なにそれ」

「日冴がほっとけないタイプの男、つまり涙もろくて頼りない男を計算して演じてたんじゃない？　しかも、ふたりだけの秘密ってことでさらに親密度を上げてさ。日冴の心を惹きつけておいて、今度はオオカミに変身」

　瑠璃が両手を耳の横に上げ、「がおー」と獣のポーズをして見せた。

　私はその一考察に動けなくなっていた。バカらしいと思うのに、凍りついたように動けない。

「なーんちゃって。さすがに妄想が過ぎたかな？　そんなわけないよねー」

　瑠璃はすぐに呑気な否定をしたけれど、私の心中は穏やかじゃなかった。

　脳裏には荒神さんが浮かぶ。今までのいくつもの場面。涙する彼の姿が次々に浮かんでは消えていった。

　あの人が、嘘をついていた？

　涙もろいっていうのは、実は嘘？

　ううん、そんなことない。そこまでできた話、あるわけない。

　私ひとりのために、そんな手の込んだ……。

　でも、涙を克服するというファクターを除けば、私と荒神さんのしてきたことは、ただのデートの積み重ねでしかない。

　そして、〝私と荒神さんの秘密〟である以上、この嘘で迷惑を被こうむる人間はいない。羽田さんの件だって、彼の計算づくだった。

「日冴？　ほら、食べよ」

　私が思案にはまってしまったため、瑠璃が困ったように声をかけてきた。

「さっきのは本当に冗談だからね？　私の得意な妄想！　なんにせよ、荒神さんに想われてるんだから、日冴は日冴で結論出さなきゃね」

　私はまだ心ここにあらずな表情で頷いた。瑠璃がもっともらしく続ける。

「あんまり待たせちゃ、かわいそうだよ」




　翌火曜、眠い目をこすりつつ出社した。

　……あんまり眠れなかった。

　昨夜の瑠璃との会合以来、私の頭の中はさまざまなことがグルグルと回っている。

　荒神さん大嘘つき疑惑。

　泣き虫が、実は私の気を引くための嘘？

　瑠璃お得意の妄想だとは思う。さすがにそこまで器用な人はいない。荒神さんの涙する姿に惹かれこそすれ、不自然さは感じなかった。

　でも、いきなり豹ひょう変へんして強引なアプローチをしてくる荒神さんのことがわからない。もしかして……なんて疑いたくなる。

　ああ、私のバカ。

　彼の好意を拒否しているのは、私の内面が原因なんでしょ？　責任転嫁みたいに、荒神さんに原因を求めてどうすんのよ？

　会社の地下一階に更衣室がある。女子社員の多くがここで制服に着替えて各フロアに向かうんだけど……。

　眠れなかった私は早々に出社してしまった。始業まであと一時間半くらいある。

　誰もいない更衣室で着替えていると、スマホが振動しているのに気付いた。見れば、大叔母の好子おばちゃんからメールだ。

【日冴ちゃん、お写真見てくれた？　近々電話するからね】

　は～、忘れてました。ここにも面倒事。

　Ｏ・ＭＩ・Ａ・Ｉ！

　ま、いいや。ひとこと断るだけだ。『ごめんね、素敵な人なんだけど……』とか言って。後日、おばちゃんの好きなフルーツロールでも送っときゃいーでしょ。

　スマホをバッグに突っ込むと、それと同時に更衣室のドアが開いた。

　おわ！　またも面倒事!!

　そこには、羽田さつき女史の姿があった。今日もスイーツな私服で、おっきな胸を揺らして入ってくる。

　あー、今日はなに言われちゃうんだろう。

　私と荒神さんのせいで、ハリネズミみたいにトゲトゲツンツンになっちゃった彼女。

「おはよーございます！」

　しかし彼女の態度は予想と違った。まず、彼女は私の顔を見て、にこ～っと笑ったのだ。

　ん？　どうした？

　あなた、私にキレてたよね？　私は荒神さんを奪った憎い相手だよね？

「清々しい朝ですね！　望月さん！」

　羽田さんは爽やかに微笑み、ロッカーから自分の制服を出す。

　キラキラオーラが出てますわよ、お嬢さん。

　どうしたの？　なんか、いいことあった？

　しかし、そんなこと聞けない間柄の私たち。いーや、ご機嫌ならそれで。さっさと退散しよう。

　私がそそくさと更衣室を出ようとすると、羽田さんが勢いよくこっちを見た。

「望月さんっ！」

「はっ、はい！　なんでしょう!?」

　思わず敬語になる。彼女への苦手意識が半端ないせいだ。

　すると、羽田さんはキラキラ全開、笑顔満開で言った。

「荒神さんをよろしくお願いしますね！　ああいう方ですから、ご苦労も多いかとも思いますが、望月さんみたいな真面目な女性が公私ともに支えてくださるなら安心です！」

　……マジでどうした、羽田さつき。

　悪いもの食べた？　あと、チーク変えた？　ほっぺバラ色よ？

　私は引きつった笑顔で頷き、そっと更衣室を出た。

　どうしちゃったんだろう、彼女。人が変わったようになってるけど。




　疑問の答えは後輩、真子の出社で明らかになった。私が真子に羽田さつきの豹変ぶりを話したところ、意外な事実が返ってきたのだ。

「羽田はですね……その、新しく好きな男性ができたそうで……」

「ええ!?」

　真子の言葉に、飛び上がるほど驚いた。

　だって……荒神さんとの一件から、まだ一週間とちょっとしか経っていないよ!?

　本日も耳下ツインテールの真子が困った顔で言う。

「ＬＥＤ特販部の角すみさんです。抱かれたい男ランキング四位の」

「角くんか……」

　二歳下の後輩男子を思い出す。

　ランキング四位の彼は、若手俳優っぽい塩系男子な二十七歳。むすっとして見えがちだけれど、真面目で結構頼りになるタイプだ。総務からすると、提出物も出張届けも遅れない優秀な営業という位置づけ。

　彼は現時点で四位だけど、二十代なら一位だ。ちなみに二位と三位は既婚者なので、実質の恋愛対象としては荒神さんに次ぐメンズじゃないか。

　羽田嬢、そうきましたか……。

　しかし、見事に面食いですな。

「一週間で、新しい恋……。アクティブ……」

「そうなんです。そういう子なんです。思い込んだら一直線なので、切り替えも驚異の早さなんです。おふたりを振りまわす感じですみません！」

　真子が代わりに恐縮している。私は苦笑しつつ答えた。

「ま、ちょっと安心した。すごく傷つけちゃったと思ったけど、すぐに好きな人ができたなら」

「でも、角さんにもドン引きされてるみたいで、今回の恋もどうなるかはわかりませんけどね」

　真子は呆れたように言い添えた。

　私は社内メール便の整理を始めながら、だいぶ肩の荷が下りた気分だった。彼女には嘘をついてしまった罪悪感があったから。

　新しい恋が成就するかは別として、私が荒神さんと付き合うことで、彼女が悲しみ続ける理由はなくなったわけだもん。

　……裏を返せば、それを理由に荒神さんとの交際を拒否するってズルイ手は使えなくなる。

　はぁ。私、荒神さんとどうなりたいんだろう。あれだけ一緒に過ごしていたのに、今じゃよくわからない。

　しかも、昨夜から妙な疑惑まで……。

「日冴」

　思わぬ声に振り向いた。

　なんと！

　なんと、私のデスクの横に当の荒神さんが立っていたのだ。

　総務部がざわつく。すっかり有名な交際報道から一週間。私と荒神さんのツーショットは、総務部では初だ。

「な……んですか？　どうしたんですか？」

「一販課の分の提出レポートを、普通にまとめて持ってきただけですけどー？」

　荒神さんは、あくまでいつものことといった雰囲気。

　なにをおっしゃる、荒神 薫。あなたが自分からレポートを出すなんて、ありえないじゃない。

　しかも、第一販売課の他のメンバーの分もとりまとめて持ってくるなんて、もっともっとありえない！

　私は心中で全否定しながら、レポートを受けとる。出してくれるものに文句はつけられない。

　そのわずかな一瞬、荒神さんがささやいた。私にしか聞こえない声で。

「どのくらい、時間あげればいい？」

　私は見る間に戸惑った表情をしてしまう。これ以上、総務部のフロアで彼とこんな会話できない。みんな、私たちに注目してるもん。

「ちょっとフロアの外で」

　彼の背を押すように外に出る。周囲からは仲むつまじいカップルに見えたかもしれない。

　他の部署なら問題になっても、総務部の平野部長は優しいので、私たちが並んで外に出ていってもニコニコしているだけだった。

「わざわざ総務部に来なくてもいいじゃないですか」

　出入口から少し離れたところであたりを見渡し、誰もいないことを確認してから声を出した。

「日冴に会いたかったからさ」

　爽やかさが売りのイケメン俳優みたいですよ、その笑顔。

　屈くっ託たくなく言う荒神さんに私は引け目を感じてしまう。

　荒神さんは、一昨日逃げだした私をどう思っているだろう。

　あの日の荒神さんのキスが頭をよぎる。唇と舌が肌をたどる感触は、決して嫌なものじゃなかった。

　しかし、またしても瑠璃の妄想がかすめると、冷水をかぶったような心地になる。

「荒神さん、あの、土曜は……」

「肉じゃが食ったよ。うまかった。ありがと」

「ごめんなさい。あの……」

　置き去りにして、時間をくれなんて言って、それから連絡なし。本当、ダメなヤツだ、私って。

　でも、どのくらい時間をもらえばいいかも、わからなくなっていた。

　私が言いあぐねていると、荒神さんが先に言った。

「待つよ。ある程度は」

　顔を上げる。彼が私の顔を覗き込んでいる。

「あんまり気が長いほうじゃないけどな。気持ちが向いてくれるのを待つのはいい。でも、避けるのは勘弁。おまえに避けられたら、俺もしんどいよ」

「荒神さん……」

　荒神さんが私の両肩に手を乗せる。

　かすかにびくっとした私を不安にさせないため、両手は包むように優しい。その温度に私の張りつめた心が緩む。

　すると荒神さんは腰を屈かがめ、私に顔を近づけてきた。

　今、荒神さんは私にキスしたいと思っている。熱っぽい視線から、薄く開いたセクシーな口元から、それが伝わってくる。

　私はくすぐったいような高揚感と、同じくらいの戸惑いに目を伏せた。

　しかし彼はすっと私から顔を離した。両手も肩から外して、一歩下がる。キスできる場所でも、雰囲気でもないと思い直した様子だ。

　がっかりは……していない……はず。

「またメールする。メシでも行こ」

　笑いながら言って、荒神さんはエレベーターホールに向かって歩きだした。私はその背を見つめ、きゅっと縮んだ胸に拳を当てた。

　離れていってしまう彼の背中。

　慕わしく、寂しく感じるこの気持ちはなんだろう。




　荒神さんは『待つ』と言ってくれた。ただ『避けないでほしい』と条件をつけて。

　戸惑う私の気持ちが、ゆっくりと自分のほうを向いてくれることを祈って。

　大人な対応なんだと思う。これが包容力ってヤツ？

　……それに引き換え……自己嫌悪に陥りそうだ。

　私は完全に子どもの対応をとってしまった。つまりは『避けないで』という荒神さんを、思いっきり避けまくってしまったのだ。

　先週一週間、ランチの誘いも夕食の誘いも断り続け、第一販売課に行く用事もすべて真子に代わってもらった。

　会って好意を示されても、私には用意すべき返答がまだ見つからない。というより、彼の女性慣れした対応を見れば見るほど、涙を見せた荒神さんが遠のいていくようで胸が苦しくなってしまう。代わりに、瑠璃の放った仮説が頭をもたげてくる。

　一時しのぎでも、今は顔を突き合わせたくない。

　土日は瑠璃と福谷の家に泊まりに行く、なんて嘘までついて彼を避けた。

　最初は荒神さんの態度にも余裕があった。

【そっか、また誘うよ】なんて内容のメールが、次第に【ふーん】といった不穏な雰囲気になり、金曜にはとうとう総務部にやってきた。今度は昼休みに。

　総務部では隣の真子をはじめ、何人もの同僚が昼休憩中だ。目立ちたくないので、私は剣呑な雰囲気にならないように笑顔を貼りつける。

「明日は福谷夫妻んとこね」

　改めて週末の予定を聞かれ答えると、荒神さんは疑わしそうに言った。

「それは、福谷に裏とってもいいの？」

「当たり前じゃないですか」

　私は微苦笑しながら答えた。こんなこともあろうかと福谷は買収済みだし、瑠璃とは実際に飲みに行く約束がある。

　だって、荒神さんと週末にデートなんて、先週の二の舞だ。私の気持ちが固まらないうちに、あんなエッチなことされたら、今度こそ完全にオトされてしまう。

　正直に言えば、彼とのあれ以上の行為に期待と好奇心はある。すっごく気持ちよかったし、セクシーさ全開の荒神さんは、女には抗えない魅力を感じる。

　でもダメ、絶対！　身体からってのはダメ！

「避けてはいないってことでいいの？」

　荒神さんが猜さい疑ぎ心しんマックスの表情で見下ろしてくる。思いっきり避けている私は、作り笑いで何度も頷いた。

　ああ、サイッテーだ、私。

　冷静に考えてみる。荒神さんのこと、好きなのかもしれない。

　それは、自分でも感じる。

　涙する彼も、強引で獣な彼も、ひとりの人間だ。

　ただでさえギャップのある人なんだし、どちらの彼も愛するのが、当然なんだろうけど。

　私はまだその違和感に戸惑っている。

　かれこれ二週間以上、彼の涙を見ていないせいもある。瑠璃に言われた妄想は、何度もフラッシュバックした。

『実はぜーんぶ、荒神さんのお芝居でしたって話』

『涙もろくて頼りない男を計算して演じてたんじゃない？』

　そんなことあるはずない。そう思いながら、彼を信じられない自分がいる。

　もし、すべてが嘘だったら。

　ここ数ヵ月振りまわされてきた私にとって、そんな茶番はない。

　それが私への好意ゆえだって、許せる自信がない。そこまで自分勝手で、大嘘つきな人と恋ができる自信はない。

　私は荒神さんにかすかな疑念を問いただせないでいる。

『涙もろいっていうのは演技？』

　この部分がすっきりすれば、荒神さんの肉食な部分も色メガネなしで見られるかもしれない。

　面と向かって聞く勇気がないのは、私の中に、泣いている荒神さんの居場所があるからだ。

　彼が本当に私を騙していたとしても、私の心はすでに彼の一部分に囚とらわれている。荒神さんを拒絶するのは、とてもつらい作業になるだろう。きっと失恋並に。

　そして、騙してなんかいなかった場合は、ただの暴言になる。嘘つきと疑って、彼の尊厳を貶おとしめることになる。

　だから、私はモヤモヤしながら荒神さんを避けるというその場しのぎを続けているのだ。




　そうこうしているうちに、再び週が明けた。

　月曜の朝、社内ネットワークを確認すると、会議室の使用許可申請が来ていた。

　社内施設の使用許諾は総務の仕事だ。たいてい、空き状況をネットワーク上で確認して申し込んでもらい、私がチェックして許可する。

　ふたつあるうちのひとつの小会議室を、十一時から一時間。使用許可申請者は……荒神さん？

　普段は絶対こんな申請しないくせに。勝手に使って、私に怒られるくせに。どうして今日だけ？

　念のため、バッグの奥底に沈んでいたスマホをとりだすと、メールが入っていた。

　五分前、荒神さんからのメッセージだ。

【十一時に小会議室一で】

　私に申請して、私を呼びだす。

　これは……いよいよかもしれない。




　十時五十五分。私は覚悟を決めてオフィスチェアから立ち上がった。

　荒神さんには、この一週間ほとんど会っていない。顔を見たのは、金曜に週末の予定を問いただされたときくらいだ。

　土日だって、メールも電話もこちらから連絡の類はしていない。荒神さんから着信が一度あったけれど、それも返さなかった。

　きっとすんごいキレてる。絶対、怒られる。

　でも、無視するわけにもいかない。

　小会議室一は八畳ほどの部屋で、中央に長机を四組、向かい合わせにして置いてあるだけ。使われないときは窓にブラインドが下りていて、室内は暗く冷えている。

　その暗い室内で電気やエアコンをつけようか迷っていると、荒神さんがやってきた。私は部屋の奥、窓寄りの位置に立つ。彼は長机を挟んで入口側に立った。

　言葉が見つからず、荒神さんの反応を待つ。

　彼はすぐに口を開いた。

「福谷から聞いた。土日の件、嫁の瑠璃さんとメシに行っただけで、泊まってはいないってな」

「あ……」

　荒神さんから発せられる、ピシッと音が鳴りそうな張りつめた空気。

　私は腹の中で福谷を罵倒する。

　あのバカ！　買収されといて、バラすな！　買ってやったゴルフグローブ返せ！

　しかし、福谷ばかりを責めるわけにはいかない。真に悪いのは、荒神さんを避けるために嘘をついた私だ。

「俺がなんで呼びだしたか、わかるよな」

　荒神さんの声は冷たい。

　そりゃ、そうだ。冷たくされるだけのことをしている。

「見事に避けまくってくれちゃって。そんなに俺のこと嫌かよ」

　呆れたような冷えた声に縮こまる。

　嫌かと言われたら、嫌じゃない。

　でも、好きかと言われたら、まだわからない。

　気まずくて顔を合わせていられないなんて、私は弱虫だ。

　簡単なことだ。聞けないなら信じればいい。荒神さんの涙を疑わなければいい。その部分がクリアになれば、彼と向き合うことができるはずだ。

　ああ、でももう遅いかもしれない。

「ごめんなさい。そういうつもりではなかったんです」

　私は言った。謝罪しかなかった。

　しかし、どんなに言葉を尽くしても結局言い訳だ。

「俺と付き合いたくないなら、はっきり言えばいい。もともと、おまえはそういうタチだろ？　ウジウジされると俺にも考えがあるぞ」

　荒神さんの厳しい口調は、まるで部下を叱るようなものだ。

　これはとうとうそのときかもしれない。愛あい想そを尽かされてしまうかもしれない。

　だって、これだけ失礼なことをする女、普通に考えたら嫌だよね。

　もし荒神さんに嫌われてしまったら、ものすごく悲しい。でも自業自得だ。自分の気持ちに迷って、彼を遠ざけていたんだから。

　私は断罪されるような気分でうなだれた。

　きっと言われる。もう、おまえなんかいいよって。

「日冴は現状、俺といたくないわけだ。避けるのはそういう理由か？」

　私が違うと否定する前に、彼は言いきった。

「まぁ、それでも俺は別れないけど。そう簡単に逃がしてやると思ったら大間違いだから」

　ん？

　予想外の言葉に顔を上げた。荒神さんは真顔だ。

　なに言っちゃってんの、この人？

　確かに避けてたのは私だけど、今の発言は、私の気持ちを受け入れているようで無視してない？

　そもそも、話、噛み合ってなくない？

　ポカンと彼を見つめた。

「おまえが俺を嫌いでも、俺は別れる気はない」

　荒神さんは自信たっぷりだ。それは不遜と言ってもいいくらいの態度。

　別れる気って……お兄さん。

　私、あなたを避けまくって不興を買ったんだよね？　そういう話をしてたよね？

　私は、おそるおそる反論する。

「……別れるって……私たち、付き合ってませんよね」

「まわりはそうは思ってない。おまえの気持ちはどーでもいい。俺たちは『付き合ってる男女』って認識されてるんだよ。ってことで、俺は別れるのは拒否。断然却下。おまえは表向き、俺の彼女のまんま」

「はぁ!?」

　思わぬ言葉にムカッとした。私の気持ちはどーでもいいですと？

　なんか、その言い草、ずいぶん勝手じゃないですか？

　私の結論を待つスタンスでありながら、もし私が交際をお断りしても、それには応じないってことでしょ？

　なんじゃい、そのストーカー的論理は！

「おまえが俺への返事を悩むこと自体、本当は意味ないから」

　荒神さんはさらっと恐ろしいことを続ける。

　意味ないって……よくもまあ、そんな自分勝手な……。

　さっきまでは、『嫌われた』と思っていた。もう、荒神さんとの関係はどんな形であれおしまいだと覚悟していた。そのことに切なさも覚えていた。

　しかし、私の真面目な煩悶をぶっ飛ばすくらい強烈な、彼からの自己中発言。

　普通、好きな人の気持ちって大事だよね？　尊重したいよね？

　っていうか、私を尊重していたこの人の態度は、完全なポーズだったの？

「荒神さん、なんか変じゃないですか？　小ズルイ罠わなにハメられた感があるんですけど……」

「でも、おまえだってまわりに否定しなかっただろ？　付き合ってるって話」

　だって、あのときは私が社内で否定したら、羽田さんの手前マズイと思ったんだもん。荒神さんの涙の秘密を守らなきゃって……。

「考えてみたら、この一連の出来事って、みーんな荒神さん主導の荒神さん都合で成り立ってません？　私の意見とか、いつだって軽く無視ですよね!?」

　今まで振りまわされてきた一連の出来事を振り返る。

　結婚式のための特訓とか、羽田さんの件とか、社内に広まった交際報道とか、派手なアプローチとか！

　ここ最近、彼の気持ちに素直になれない自分ばっかり責め続けてきたけれど……。考えてみたら私、この男の言いなりになって振りまわされてるだけじゃん！

　恋心以前の問題じゃん！

　この人って、実はものすごく腹黒いのかもしれない。涙どころか恋愛の全部を、自分の策謀で操れるって思っているんじゃ……。

「そうだけど？　今さら気付いた？」

　荒神さんが余裕たっぷりに微笑んだ。例の悪い男のスマイルだ。

「日冴を手に入れるためなら、なんでもするよ？　俺、本気でおまえに惚れてるからさ。悩んでくれるのはかまわないけど、結果は変わんないから。早く気持ち整理して、俺のものになれって」

　やっぱりそうなんだ！

　上から目線な愛の告白に、私の頭にかーっと血がのぼる。

「なにそれ！　頭っから私の気持ち無視で、オトす気ばっかり満々じゃないですか！」

　半ば食ってかかるように言った。でも、荒神さんはさっぱり動じることもなく、肩をすくめた。

「ま、俺も女子には好かれてきたって自負があるんでね。おまえがここまで真面目っ子じゃなければ、もう少し早く恋人同士になれると思ってたんだよな。雰囲気作って、何度もそーいう感じに持ってっても、身体から入るのは抵抗あるみたいだし。だから俺も一歩引いて、日冴の気持ちが動くのを待つって言ってるだろ？」

　ぬけぬけとそんなことを言う。

　この人、私もまわりもコントロールできるって思っているんだ。

　苛立ちが募ってくる。今までおとなしく付き合ってきた分の根深い苛立ちだ。

　なにこいつ。

　どれほどの何様？　抱かれたい男様？

　天下の抱かれたい男様は、この程度の女、ちょろっと言いくるめて、色目使ってやればヤレるって考えていたわけ？　おまえは俺の手のひらの上だってか？

　ふざけんな！

「そもそも、『待つ』なんて大人なこと言いながら、待ててないじゃないですか！」

「気は長くないって前置きしてるぞ。なにより、おまえがわざとらしく避けるからだ」

　私の声が怒りを帯びて大きくなっても、荒神さんはまだ余裕ある態度を崩さない。

「私は真剣に考える時間が欲しかったんです！」

「真剣にってさ、恋愛ってそんな堅苦しいものなのかよ。もうちょっと感覚的なものじゃないか？」

　こなれたモテ男発言は彼にドハマりだった。フツメンが使ったら、絶対張り倒されるセリフだ。

　いや、今はイケメン荒神 薫だって張り倒したい。

「私は荒神さんとは違うんです！　ガツガツこられても、苦しいだけなんです！」

　荒神さんが嘲あざ笑わらうように口角を上げた。

「堅っ。そういうところも好きだけど」

　堅くて悪うござんしたね！　偉そうに!!

「おまえ、そんなに俺と恋愛する自信ないの？　どこまで卑屈なんだよ」

　彼のさらなる挑発に、ふつふつと湧き上がる怒りを感じる。

「あったまきた……！」

　呟いて荒神さんを睨みつけると、脳裏に瑠璃の妄想から発された疑惑がよぎった。

　言うつもりのなかったあの言葉が、勢い、口にのぼる。

「荒神さんが涙もろいっていうのは、どこまで信じていいんですか？」

「は？」

　荒神さんが変な顔をした。私は長机を挟んで、下から彼をねめつける。

「荒神さん、頭いいですもんね。涙もろいってのも、私の気を引く嘘なんじゃないんですか？　ゲームみたいな気分で私を騙してたんでしょ？」

「おまえ……そんなこと思ってたの？」

　荒神さんの顔に余裕以外の感情が浮かんだ。悔しそうで、悲しそうな表情。すぐにそれを押し隠したのは、私との応酬に負けまいという気持ちからだろう。

　私はまだ強い口調で続ける。

「涙もろいって弱みで私を味方に引き入れておいて、距離が縮まったらヤッちゃおうって？　ずいぶん安く見られてましたね、私」

「俺のコンプレックス、信じてなかったわけだ。おまえにしか……話してないのに」

　荒神さんの苦々しい口調はきっと演技じゃない。瞳が揺れ、なにかの感情に耐えようと唇を噛みしめている。そして、そんな自身の動揺を必死に隠そうとしている。

　たぶん、彼は本当に私の言葉で傷ついている。身に覚えのない疑惑を向けられ、ショックを受けている。

　演技なら動揺を隠そうとする理由がないし、なにより彼の表情を見たら、私の言葉がどれほど根拠のない言いがかりだったのか直感的にわかった。

　ひどいことを言った。彼を傷つけるってわかっていたのに、口にしてしまった。

　でも、私ももう止まらない。

「私は、あなたの恋愛シミュレーションのターゲットじゃありません！　そんなに押されても、あなたの都合よくエッチはできませんので！」

「おまえはそう言うけど、嘘をついてるつもりはない」

　荒神さんは意思的な瞳で私を見据える。彼もここは引けないところのようだ。

「涙の件とおまえへの気持ちについて、嘘はない。遊びの駆け引きがしたくて、こんなことしてるんじゃない」

　彼の本音だろう。それは、もう伝わってる。

　だけど、今しがたのやりとりに傷ついてしまったお互いもいる。

　なおも荒神さんが言い募る。

「ガツガツ見えてんのも、こっちとしては弱み見せてスタートしてるんだから、挽ばん回かいしたくて必死なんだよ。おまえを俺のものにできるなら、小ズルイことも考えるっつうの！　つーか、おまえ、俺が身体目当てみたいなこと考えてないか？　身体目当てならとっくにヤッてるぞ！」

　私はこれ以上やりとりをしたくなくて、首をぶんぶん横に振った。悔しくて、ムカついて、涙が出そうだった。

　私の投げた言葉は反則だ。嘘つき呼ばわりしたら、私と彼のここ数ヵ月が一気に色を失うというのに。

　彼の涙が嘘なわけないって、心の奥ではわかっている。私はこんな反撃を、彼の仕組んできた恋愛ゲームから降りる手段にしたいのだ。

　だって、もう無理！

　私が惹かれた、純粋な涙を流す荒神さん自体、私の妄想と夢だったんだ。

　疑惑がただの邪推だとしても、私をここまで振りまわすこの人の本性は、腹黒策略男に違いない！

　売り言葉に買い言葉だって、私たちの性格の溝は明らか。

　私、この人と恋愛できる自信ない！

「……お付き合いはお断りします」

「だーかーら、俺は認めないって。絶対、日冴と付き合う」

　私の唸うなるような拒絶に、荒神さんが子どもじみた反応をする。毎度、このノリに振りまわされてきたのだ。

　もう、意地でもノッてやるもんか！

「荒神さんみたいなお腹真っ黒で、企んで恋愛する人とお付き合いできないです！　こんな喧嘩もしたくないし！　もう全部やめます！　付き合ってるふりも、荒神さんと軽々しく出かけるのも！　社内で関わるのもやめます！」

「さっきから聞いてれば、おまえ、本当に俺の気持ちを信じてないな？」

　荒神さんがイケメンフェイスを歪め、イライラと一歩踏みだした。長机を回り込んで私のほうに来ようとしているのだ。

「よし、全力でわからせてやる！」

　私はその言葉に脅威を感じ、ささっと反対方向に逃げた。すぐに荒神さんがそちらに回り込もうと戻る。私はまたしても反対側に小走りで逃げる。

「逃げるなっ！」

「嫌です！　捕まったら、なにされるかわかんないですもん！」

「いい覚悟だな、おまえ。……ご要望にお応えしちゃうぞ」

　長机を挟んで、逃げる私と追う荒神さん。コントみたいな状態だけど、私も彼も真剣だ。

　どうやったって、出口は彼側なので、私は彼に捕まらないようにこの小会議室を脱出しなければならない。

　捕まったら、今度こそ貞操の危機だ。しかも、会社内で！

　互いに視線を外さず、じりじりと動く。相手の隙を窺う野生動物同士みたいな緊張感が漂う。

　そのときだ。

　――ぷるるるるるん。

　珍妙な音で私のスマホが鳴り響いた。

　バイブにしていなかったんだ。気付かなかったよ……。

　――ぷるるるるるん。

　間抜けな着信音が小会議室にこだまする。

「出れば？」

　荒神さんが剣呑に言った。彼は、この電話を隙として私を捕まえたいのではなく、私のスマホを平日の昼に鳴らす相手のほうが気になる様子だ。

「いいですよ、別に」

「いいから出ろって。一時休戦してやるから」

　私は制服のベストからスマホをとりだす。

　画面に映るのは〝好子おばちゃん〟の表示。

　あの人は……平日の昼、私が仕事中だとか考えないのかしら？　リタイア世代ってそういうもの？

「もしもし」

　私は〝受話〟の表示を押し、スマホを耳に押し当てた。しかし、すぐに耳から離すこととなる。

　甲高い声が、音量全開で耳に飛び込んできたからだ。

『まーまー、日冴ちゃん！　久しぶり!!』

　電話の向こうで好子おばちゃんは今日もテンションマックスだ。このバカでかい声はスピーカーにしなくても充分、会議室中に響き渡っている。荒神さんにもよく聞こえているだろう。

『お写真、見てくれたぁ？』

　早速、好子おばちゃんが本題に入った。私の反応をいっさい待たずに続ける。

『手紙にも添えたけど、私とあちら様としては、お見合いみたいな堅苦しい雰囲気はやめようと思ってるのよ。ただのお食事会って雰囲気でやりたいの』

「お見合い!?」

　好子おばちゃんの声が丸々聞こえてしまったらしく、荒神さんが驚いて叫んだ。

　私はそれを完全無視して、電話の内容を聞く。

『あちら様はすごく日冴ちゃんのこと好印象みたいよ。お写真は成人式のものだから、ちょっと前のだけど』

　九年前の写真を見せたってこと？　詐欺にならないかい？　好子おばちゃん。

『ね、日冴ちゃんがなかなかお返事くれないから、もうお日にちも今週の土曜に迫ってるの。会うだけ会ってみない？　気軽な感じでね。手紙でも書いたけど、丸まる菱びし商事の若きエリートなんだから！　知り合っておいて損はないわよぅ』

　好子おばちゃんは、独断先行でだいぶ事を進めていたらしい。

　今週末って……普通、私の意見ありきでスケジュール組まない？

　ま、郵送された写真の封すら切っていない私が言えたことでもないけど。

　他にもツッコミどころは山のようにありそうだった。しかし、私は深呼吸をすると、はっきりと答えた。

「うん、わかった！　今週の土曜ね！　行きます！」

　黙って見守っていた荒神さんが目を剥むく。なにか言いたげに口があわあわと開くけれど、私はそれも無視。

『あらぁ！　よかったぁ！　お約束は桜おう山ざん荘そうホテルに十一時なんだけど、一応。お着物を用意してあるの。九時には来てね』

「ええ、九時に桜山荘！　絶対行くからね！　よろしくお願いしますっ！」

　勢いよく言って、電話を終えた。

　荒神さんが驚きょう愕がくのまま固まった顔で、私を見ている。

　私は彼をぎりっと睨むと言った。

「ということですので！」

　荒神さんの返事を待たず、一気に小会議室から飛びだした。

　心の中は『してやったり』と『やっちゃった』の思考が入り乱れ、嵐のようだった。










この涙は誰がために




「顔はマル」

　私は自宅の床に転がり、台紙つきの写真を眺めていた。

「三十一歳。丸菱商事勤務。身長百七十三センチ。趣味はゴルフと読書。……スペックもマル」

　好子おばちゃんのメモには『真面目な好青年！』とあり、ご丁寧に赤のラインが引いてある。

　お見合い写真に映るスーツ姿の男性は、パリッとした印象の人だ。お見合いなんて必要ないんじゃない？ってくらい。

　顔は中の上といったところ。もともと面食いじゃない私には充分すぎるお顔立ち。身長だって私より十センチ高ければ文句なし。

　私には理想的な旦那様なんじゃないの？

　身体を起こし、写真をベッドに放り投げた。

「はぁーっ」

　深いため息が出てしまう。

　困った……。お見合いを明後日に控え、私の頭の中は荒神さんでいっぱいだった。

　月曜の大喧嘩を思い出す。あんなことになるなんて思わなかったよ。

　彼を避けて怒らせたのは私だ。しかし、いくら苛立っていたからって、あの言い草はないでしょ？

　私の気持ちガン無視で、早く俺のものになれとか、俺と付き合わないなんて卑屈だとか、絶対に別れないとか……。

　あの腹黒中年！　絶対、私を営業相手と同じに扱っている！　駆け引きでどうにかしてやろうって魂胆が嫌なんだよ！

　……でも、あらぬ疑惑で荒神さんを傷つけたのは私だ。

　彼が一瞬見せた悲しい顔が忘れられない。あの人がいくら器用だとはいえ、涙がお芝居だなんて……言いすぎだ。

　ここ数日、煩悶し続けた。

　実際、私は荒神さんと会っていない。間の悪いことに、荒神さんはあの日の夜から上海に出張している。

　客先で不良部品が出たのだ。製造ラインがストップするくらいの重大な不良で、荒神さんは客と仕入れ先メーカーの担当者を連れて急遽、上海の製造工場に向かった。

　この業界の営業マンにはよくあることなんだけど……。降って湧いたこの距離は、私たちにどんな影響をもたらすのだろう。

　明日は金曜。荒神さんが帰国するかどうか私は知らない。そして、明後日の土曜には、私のお見合いが待っている。

　はぁ。あの場の勢いで受けてしまったお見合いも、気が重くてしょうがない。

　私のバカ……。

　大バカ……。

　もう、本当ダメだ、私。




　翌金曜はいつもと変わらぬ時間を過ごした。普通に出社し、普通に仕事をこなす。定時を少し過ぎたあたりで仕事をすべて終え、帰宅準備をした。

　更衣室から総務部のフロアに戻り、まだ残る平野部長に声をかけて、オフィスをあとにする。

　玄関を抜け、表階段を下り、飯田橋の駅に向かって歩きだした。

　すると、私の手が背後からつかまれ、引っ張られた。

　急なことに驚き、振り向くとそこには荒神さんがいた。私は彼の顔を間近に見て、凍りつく。

「日冴、待って」

「……帰国されたんですか」

　荒神さんは息を切らしていて、格好は普段よりずっとくたびれていた。スーツはヨレヨレだし、髪も一部へたっている。飛行機でずっと座っていたせいもあるだろう。

「今、羽はね田だ空港から戻ったところ。おまえが帰るのが見えて、走ってきた」

　私は答えず、彼の手を振りはらった。そして、飯田橋駅に身体を向け直す。

「待てってば」

　荒神さんが慌てて、私のあとを追ってくる。そして私の横に並んで歩きだした。狭い歩道で対向者を避けながら。

「日冴、この前は……言いすぎた……と思う」

　歩きながら、荒神さんがぽつりと言った。

「あんなこと……こう、なんていうか？　おまえを支配してやるぜ、みたいなこと、言うつもりじゃなかった」

「でも、実際思ってたんですよね。それなら同じことです」

　私はつっけんどんに答え、荒神さんのほうを見ない。精いっぱい早足で歩くけれど、脚の長さが違うから彼は悠々ついてくる。

「日冴、俺は……おまえと険悪になりたいんじゃないんだよ。あんな喧嘩だって、もうしたくないし……」

　荒神さんは必死に言い募る。この前の傲ごう岸がんな態度とはうってかわって、懸命で余裕のない様子だった。その表情に、私が惹かれたものの欠片かけらを見て、心が揺れる。

　それでも、彼みたいな人間と付き合えないって気持ちは変わらずある。ここで振り向いたら、翻ほん弄ろうされてきた今までの二の舞だ、と警鐘が鳴っている。

　なにより、私はもうお見合いを決めてしまった。そりゃ、お見合いが成功するかはわからないけれど、少なくとも荒神さんにいい顔をしながら別の男性に会いになんか行けない。

　私は答える。なるべく冷たく響くように。

「喧嘩はもうしなくて済むと思います。私、お付き合いはお断りしてますから」

　すでに改札のある牛うし込ごめ橋ばしは目前だ。

　信号が変わると同時に早足で人混みを抜ける。

「日冴！」

　荒神さんが再び、私の手をつかんだ。そのままくるりと反転させられ、向かい合う。

　彼の両手が、私の両手首をぎゅうっと拘束した。

「離してください！　会社の人が通ります！」

　焦って懇願する。場所は飯田橋駅西口改札のある、牛込橋のど真ん中だ。

　今だって周囲の視線が痛いのに、こんなことをしていたら絶対社内の人に見られる。

「誰に見られたっていい」

　荒神さんの口調は、本当に余裕をなくしていた。

　私の両手首を絞める力は強いのに、彼は弱々しくうつむき、涙を耐えるようにぶるぶる震えていた。

「お見合いなんか……行くなよ」

　私は一瞬たじろいだ。

　しかし、ここで負けてなるものかと首を横に振る。だって、いつもこうやって振りまわされてきたんだもん。

「お相手の方、すごく真面目な人みたいです。きっと私には、ちょっとつまらないくらい真面目な男性のほうがいいんです」

「日冴……」

「荒神さんじゃ、刺激が強すぎますよ……。お見合いは行きます」

　彼の手がわずかに緩んだ。私はその指を剥がすように束縛を外した。

　荒神さんが泣きそうな顔をしているのがわかった。だけど、私は彼に背を向け、改札を抜ける。

　ホームまでの長い通路をどんどん歩く。振り向けば、荒神さんがまだ見えるかもしれない。

　振り向いてみればいい。

　でも、もし彼が泣いていたら……。ひとり泣いていたら、私はどうするだろう。

　あんな目立つところで、駅の真ん前で、背を丸めて泣いていたら、私はきっと駆け寄ってしまう。

　だから私は振り向かなかった。

　唇をぎゅっと噛みしめ、小走りにホームへ出ると、ちょうど滑り込んできた総そう武ぶ線に飛び乗った。




　土曜の朝、電車とタクシーで桜山荘ホテルにやってきた。

　美しい庭園を擁するこのホテルは、結婚式やお見合いのスポットとして超有名な場所だ。ドラマのロケなんかでもよく使われる。

「日冴ちゃん！　こっちよぉ！　久しぶり!!」

　ホテルのロビーで待っていた好子おばちゃんは、私を見つけると大仰な身ぶりで手を振った。ピンクベージュの目立つスーツで小柄なぽっちゃり体型を包んでいる。

　私は彼女の大声を気にして、急いで駆け寄る。

「好子おばちゃん、今日はありがとうございます。よろしくお願いします」

　とりあえず型どおり頭を下げた。でもマシなのは挨拶だけ。まったく心の整理がつかないまま、お見合いに来てしまった。

　私の固い表情を緊張と受けとったのか、おばちゃんはバシバシと私の背中を叩く。

「大丈夫よぉ！　今日は私に任せておいてね！」




　ラウンジでコーヒーを飲んだあと、好子おばちゃんに連れられ、ホテルのメイクルームにやってきた。

　着物用にデコルテラインまでしっかりメイクされ、髪は造花も盛って華やかなアップスタイルに。そしておばちゃんの用意してくれた豪ごう奢しゃな振袖に腕を通す。

「私が娘時代に着てたもののひとつなんだけど、いいでしょう？」

　赤の地に大ぶりのぼたんが咲き乱れた振袖は、何十年も前のものとは思えないくらい美しい。育ちのいいおばちゃんが、お嫁入りしてからも綺麗に手入れしていたおかげだろう。

「去年、艶つや子こちゃんもこのお着物を着て、ここでお見合いをしてね、素敵な旦那様と巡り会ったのよ。だから、日冴ちゃんもいい出会いになりますようにってね」

　お見合いで結婚した年下の従妹の話だ。母から聞いたところ、彼女はニューヨークで新婚生活を送っているらしい。

　おばちゃんの無邪気な好意に申し訳なさでいっぱいになる。

　着つけが終わり、鏡に映る私は、ちょっといいところのお嬢さんといった装いだった。同時に、明らかに成人式のお祝いには見えないトウが立った振袖姿に、『お見合いです』感が溢れていた。こればっかりは仕方ない。

「綺麗よ、日冴ちゃん。さ、移動しましょう」

　おばちゃんに促され、ホテルを出た。庭園の中にある料亭が、今日のお見合いの舞台となるらしい。

　四季折々の植物が楽しめる庭園は、紅葉の美しい時期だった。

　色づいた木々が庭園を彩る。カエデはまだ始まったばかりで、青い葉も一部残っているのが季節の移り変わりを感じ、また美しい。

　今日は秋晴れの肌寒い風の吹く日だ。

　まだ時間があるため、庭園を料亭までゆっくりと歩きながらも、私の頭の中はぐちゃぐちゃだった。

　どうするのよ、ここまで来ちゃって。

　こんな気持ちでお見合いなんて、バカもバカだ。相手方にも好子おばちゃんにも失礼だ。

　喧嘩の勢いだけでお見合いを受けておいて、やっぱり私の頭からは荒神 薫のことが離れない。

　昨日の飯田橋駅で、泣きそうだった彼の顔が離れない。

　あの人は泣いていなかっただろうか。

　あんなところで泣いていたら、注目されまくりだ。会社の人間にも見られるかもしれない。

　でも、彼は涙をコントロールできない。

　涙も私もコントロールできなかった彼は、あのあとどうしただろう。

　好子おばちゃんは庭園の植物の話や、このホテルでの自分の思い出を滔とう々とうと話し続けている。私の反応が多少薄くても、気にならないようだ。

　私は好子おばちゃんの顔を見て、なんとか相槌を打とうと試みる。

　そのときだ。好子おばちゃんより遠くに、私の視線は釘くぎづけになった。

　繁しげる木々の合間、小川にかかる赤い橋の向こうにいるのは……。

　荒神さんだ……。

　彼は私を見ている。普段とまったく違う格好で歩いてきた私を過あやまたず見つけ、じっと見つめている。

　その目も鼻もすでに赤いのは、遠目からでもよくわかった。

　なにやってんのよ、あの人。

　こんなところまで追いかけてきちゃって。

　私のこと、さらいに来てくれたのだろうか。映画のワンシーンみたいに。

　……いや、違う。

　あの人は〝ただ私を見に来ただけ〟だ。

　行ってほしくない。だけど、止められない。

　言葉を尽くしても、抱きしめても、心を動かせなかった私を、どうすることもできず、〝ただ見に来ただけ〟なのだ。

　だから、彼はああして泣きはらした目で、私を遠く見つめていることしかできないのだ。

　あの人の涙は今、私のために流されている。

　あんなに涙もろい人が、今までにないほど顔を真っ赤にし、ひどく目を腫らして泣いている。

　好きな女が他の男と会うのを止められなくて、たまらなくなって駆けつけたくせに奪い去ることもできず、振袖姿の私を遠く見つめ、大粒の涙を溢れさせている。

　彼を見つめていると、私の目からも涙がこぼれた。ひと粒だけ頬を伝って、そして地面に落ちた。

　やっぱり私は大バカだ。

　こんな間際にならないと気付けない。

　これほど私を想って泣いてくれる人を、私を追いかけてきたくせに、なにもできず見守っている人を、どうして簡単に遠ざけてきたのだろう。

　どうして素直に受け入れられなかったのだろう。

　あの人の涙を拭いてあげられるのは、世界中で私ひとりなのに。

「日冴ちゃん、ほらここよ」

　おばちゃんは私の涙に気付かず、先に立って料亭に入っていく。私は後ろ髪を引かれながら、料亭の玄関に続いた。

　彼はきっとまだ私を見ているはずだ。

　荒神さん……。




　少人数向けの個室は畳敷きの和室で、いかにもお見合い会場でござい、といった雰囲気だった。

　あちらのご紹介者は会社の上司のようだ。先着して部屋にいたものの、当のお見合い相手本人はまだ到着していない。

「あいすみません。もう、じきに着くとは思うのですが……」

　初老の細身の男性は汗を拭きながらスマホをとりだし、廊下に出る。

　確かにそろそろ時間だけど、相手の姿は見えない。

「いいんですのよ。土日はこのホテルの前、道が混むから」

　好子おばちゃんが、余裕を見せて廊下に向かって呼びかける。

「ねえ、日冴ちゃん。時間はたっぷりあるものねぇ」

　私に向かって同意を得ようと話しかけるおばちゃん。私はその顔を凝視した。

　心は決まっていた。

　初老の男性が入室してくる。

「申し訳ない。ちょっと携帯が通じないみたいで。連絡を欠かすような男ではないんですよ。いやはや、もう少しお待ちいただけますか？」

　私は立ち上がった。そして和室の入口まで移動すると、その場にいるふたりに向かって膝をつき、頭を下げた。

「申し訳ありません！」

　土下座の格好の私に、好子おばちゃんが驚いた声を上げる。

「どうしたの!?　日冴ちゃん!!」

「この期に及んでなにを、と思われるかもしれませんが、このお見合い、やはり遠慮させてください。誠に申し訳ありません!!」

　大声で言い放ち、すっくと立ち上がった。

　呆気にとられるふたりを置き去りにして個室を飛びだし、料亭の廊下を勢いよく駆け抜ける。

　料亭から出て、先の橋まで向かう。続く池のほとりまで来たけれど、荒神さんの姿はもうなかった。

　どこに行ったのだろう。

　あたりを見まわし、散歩道として整備された庭園を再び走りだす。

　振袖の裾がはためく。草ぞう履りが走りづらいったらない。髪にかんざしや造花なんかつけてもらうんじゃなかった。

　アップダウンのある庭園はさほど広くはないものの、木々が繁って見通しが悪く、人探しには向いていない。

　それでも、私は走った。

　もうここにはいないかもしれない。でも、今すぐ会いたい。

　庭園を一周する前に、探し人の後ろ姿は見つかった。

「荒神さんっ!!」

　チャペル横、人工の小さな滝のそばに荒神さんはいた。

「日冴……？」

　彼がゆるゆると振り向いた。

　髪を振り乱し、振袖の裾に土つち埃ぼこりをつけ、必死の形相で走ってきた私を、信じられないという表情で見つめる。

「なにやってんだ……」

「それはこっちのセリフです！」

　距離数メートルで、私たちは向かい合う。

　荒神さんの目はたった今まで泣いていたかのように赤い。私があげた伊達メガネを持ってくればよかったのに。

「好きな女のお見合いを追いかけてきておいて、全然乱入する気配がないじゃないですか。てっきり、さらいに来てくれたのかと思いましたよ」

　私の言葉に荒神さんは首を横に振る。

「そんなことしたら、おまえの立場がないじゃん」

「ですね。そんなの、映画の中の話です」

「それよりおまえ、お見合いはどうしたんだよ」

「相手の顔を見る前に、ごめんなさいしてきました。だから、荒神さんが乱入しなくても、私、立場ないんです。このあと、紹介してくれたおばちゃんにも、先方にも、全力でお詫びしなきゃならないんです」

　そう言って、私はへらっと笑った。荒神さんはまだ信じられないという表情だ。

「いいのかよ、そんな……。せっかく真面目なエリートと知り合うチャンスを……」

「荒神さんはいいんですか？　私が大企業エリートのお嫁さんになっても」

　私の問いに彼がキッと瞳に力を込めた。赤い目で真剣な顔をされても、迫力がない。

「いいわけないだろ！」

　その瞳から新たな涙がぽろんと落っこちた。それをきっかけに、次から次へと落ちていく涙。

　今この場も、この人はずっと泣くのを我慢していたのだ。

「おまえが他の男と結婚したら……泣きすぎて死ぬ！」

　荒神さんはポロポロ泣きながら、悔しそうに言いきった。

　泣きすぎて死ぬなんて、どんな死因になるんだろう。干からびちゃうのかな。

　私は彼の涙に反して、また笑ってしまう。そのあとにようやく涙が出てきた。

　熱い涙はどんどん頬を流れていく。しっかりお化粧したのも、台無しになってしまうくらい。

　あーあ。私、この人が好きだ。

　泣き虫で決まらない、ちょっと残念な人。

　カッコつけて強引に振る舞ってみても、腹黒く策略を巡らせて私に迫っても、結局変わらない。肉食のふりをした彼の本質は、マイペースで涙もろい、ただの困った人だった。

　秘密の片棒を担ぐことから始まった、私たちの関係。

　友情にも母子愛にも似た、私たちの関係。

　その根っこの部分で恋がきちんと始まっていたことに、私は今さら気付いた。

　涙もろい彼に惹かれながら、強引で困った彼にドキドキさせられてきた。母性を感じながら、久しぶりの恋の予感に胸を高鳴らせていた。

　初めから二段構えになっていた恋愛感情。片方にばかり固執して、自分の気持ちがわからなくなっていた。

　早く気付けばよかった。

　早く振り向いてあげればよかった。

　こんなギリギリになるまで気付けない私は、真面目なんじゃない。鈍感で意固地な臆病者だ。

　彼の涙が、全部溶かしてくれた。私の違和感も戸惑いも、全部。

「追いかけてきてくれて、ありがとうございます」

　私は深々と頭を下げた。今までの気持ちを全部込めたお礼。

　言い合いも喧嘩もたくさんした。きっと、この人といたらそんなことばかりだ。もっと振りまわされるだろう。

　でもいいや。

　好きになっちゃったんだもん。

　そういうことも全部ひっくるめて、荒神 薫という人を受け入れよう。

　今まで出なかった勇気が湧いてくる。荒神さんのいろいろな顔を見てみたい。どんな顔だって、今の私は好きになれる自信がある。

　泣き虫、マイペース、肉食、腹黒……次はどんな一面を見せてくれるんだろう。

　恋する気持ちを思い出した私は、結構タフでしぶとくて、愛情深いんだから！

　汚れた草履で一歩踏みだす。

　思いきり駆けだし、勢いに乗ってそのまま荒神さんに抱きついた。

　荒神さんの首に飛びつくように腕を回したけれど、彼はきちんと抱きとめてくれた。

「……日冴、本当にいいのか？　俺、おまえの望むようなヤツじゃないかもしれない」

　荒神さんが弱々しく問う。涙と困惑で声が震えていた。

「お互い様です。私は融通がきかなくて真面目すぎるし、荒神さんは適当で腹黒。なにより、荒神さん、泣き虫だから。私がいないと涙の海で溺れちゃうでしょう」

　抱き上げられる格好で、私は間近く荒神さんの顔を覗き込んだ。

　彼の瞳から次々にこぼれる涙を、親指の腹で拭い去る。

「あなたが泣くなら、私が涙を拭いてあげる。泣きやまないなら、抱きしめてあげる。だから、これからも私のこと、ドキドキさせてください。好きです、荒神さん」

　言葉が終わるなり、荒神さんがぎゅうっと私の身体を抱きしめた。

　私も彼の頭を力いっぱいかき抱く。

「俺だって、日冴が好きだ。ずっとずっと大好きだ」

　涙声でそう言う荒神さんが愛しい。彼の髪をくしゃくしゃにかきまわして、額にも頬にもたくさんキスをした。

　やがて、視線が絡む。私たちは自然に唇を重ねた。

　深くたっぷりと、お互いの気持ちを伝え合うためのキスをする。

「これで、名実ともに俺のもの」

　長いキスのあと、荒神さんが満足そうに言った。

　まだ残る彼の瞳の涙を、私は舌ですくいとる。

「しょうがないから、そういうことでいいですよ」

　思いっきり呆れた声で答えて、もう一度彼を抱きしめた。
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　シャワーを借りて廊下に出ると、もう寒いくらいだ。

　そんな十二月のある夜。荒神さんの家に持ち込んだモコモコの部屋着を身に着け、素足でフローリングの床を歩く。

　リビングに戻ると彼はソファに座ってテレビを見ていた。その頬を滝のように涙が伝っている。私は、ふーっとため息をつく。

「だから、観るのはやめたらって言ったのに」

　テレビでは金曜夜の映画をやっていて、今日は名作のハリウッドリメイク。とんでもなく泣ける忠犬の映画だ。

「だって……観始めたら、止まらなくなったんだよ……」

　荒神さんがむせび泣きながら答える。

　私は勝手知ったる冷蔵庫から缶ビールをとりだした。プルタブを開けて、荒神さんの横まで行くと革張りのソファにどさっと座った。

「ダメだ……止まらない……」

　映画はすでにラストシーン。彼は画面を見ては、箱ティッシュで目や鼻をごしごし拭う。

「この調子じゃ、私たちの結婚式は完全アウトですよ」

　おぼろげながら出始めた結婚の話を口にする。目に見えるようだ。自分の結婚式で号泣する荒神さんが。

「ついにキャラ崩壊のときですね。抱かれたい男ナンバーワンの正体は、実は涙腺ゆるゆる男子だった！　……って」

「あー、別に会社の連中にはもうバレていいよ」

　荒神さんがあっさり答えた。

「そりゃ、最初はギャップありすぎて、仕事しづらくなるかもって思ったけど、俺が涙の件を秘密にしたがった本当の理由は、日冴だから」

「はぁ？」

　缶ビールをテーブルに置き、訝しく彼の顔を見つめる。

　私が理由って、なにそれ。

「ふたりで守れる秘密が欲しかっただけ。涙を見られたのは偶然だけど、日冴が俺をかばってくれるからさ。これは、親密になるにはちょうどいいチャンスだなって」

「出たよ、腹黒荒神」

　私は渋い顔で唸った。

　ただの無邪気な泣き虫じゃない。こういうことを考えているのが食えないんだ。

「抱かれたい男って称号も、日冴がいるからもういらない。俺は日冴だけの男だもん。な、だからさ……」

　横を見ると、泣きはらした目で、唇を尖らせて両手を広げ、〝抱っこ待ち〟の荒神さんがいた。

　まったく……この人は。

　彼の頭を引き寄せ、胸にぎゅうっと包んだ。温かな幸福が溢れてくる。

　ずっとこうしていたい。ひそやかな幸せが私の全身をひたひたに満たす。

「なぁ、日冴にとって俺は、抱かれたい男？」

　荒神さんが甘い声で尋ねる。映画はすでにエンドロールも終わって、ＣＭだ。

　彼が待ちきれないように、私の鎖骨にキスをする。

　どうやらすっかりそういう気分らしい。私はふふっと笑い、答える。

「まぁ、そういうことにしておいてもいいです」

「なんだよ、含みのある言い方だな」

　顔を上げて文句を言う荒神さんを、改めて好きだと思う。

　両頬を包んで、彼の唇に口づけた。キスはあっという間に激しさを増していく。

　荒神さんが私の後頭部を支え、体重をかけてくる。私は彼の身体に腕を回し、背中からソファに沈んだ。

「このまま、ここでいい？」

　荒神さんが私を見下ろして問う。彼の赤い目元にキスをして答えた。

「薫さんのお好きなように」

　社内ナンバーワンの抱かれたい男、荒神 薫。

　でも、私にとっては違う。

　泣き虫で放っておけなくて、困った問題児だけど魅力的で、私をドキドキさせてくれる、とびっきりの男。

　それが私の恋人、荒神 薫。

　あなたは私の、世界で一番抱きたい男。
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電波女子無双




「角、おまえなにやってんの？」

　俺は角 良よし彰あき、二十七歳。自販機の影に隠れ、人差し指を立てて唇に当てる。声をかけてきたのは第一販売課の福谷さんだ。

「福谷さん、申し訳ないんですが、少しそこに立っていてくれませんか？」

　小声で言い、福谷さんの身体と自販機の間に小さく縮こまる。

　カツカツと足音を響かせ、エレベーターホールからあいつが接近してくる。あいつはこちらを一いち瞥べつしたものの、そこに俺を発見できなかったようだ。くるりと踵を返し、ヒールの足音を響かせ、去っていった。

　ほーっとため息をつき、立ち上がる。

「福谷さん、ありがとうございました。助かりました」

　丁寧に頭を下げた。二年先輩の福谷さんは人のよさそうな顔で笑う。

「あはは。おまえマジで追いかけまわされてんだなぁ、羽田さつきに」

　福谷さんの呑気な笑顔に、苦々しい表情しか返せない。

「……正直、困っています」

　俺は羽田さつきが去っていったエレベーターホールを、げんなりと見つめた。




　抱かれたい男とやらの称号は、キヅキ電産男性社員の名誉称号だ。

　公表されるトップ五の中に自分の名前を見つけるようになったのは、ここ二年だけれど、俺にはたいして興味のある称号ではなかった。

　ナンバーワンの荒神 薫さんくらい開き直れれば、楽かもしれない。

　しかし、そういうイベント事に乗れない俺には苦痛だ。〝仕事のできるイケメン〟という看板を背負って仕事をするようなものだから。

　結果、現在思わぬモテ方をして困っているのだし。

「いいじゃん。羽田、可愛いよ、顔は」

　俺の横で缶コーヒーを飲みながら、福谷さんが言った。引っかかる言い方だ。

「性格についていけないというか……」

　俺は言い訳するみたいに、ぼそぼそと答えた。

　最近本社に異動してきた、ふたつ下の後輩、羽田さつき。彼女に好意を示され、つきまとわれるようになって早一ヵ月。俺は確実に憔しょう悴すいしている。

　羽田は、かなり変な女だ。

「毎日、弁当作ってくるんです。彼女」

「まー、かいがいしい。うちの嫁さん作ってくれないよ？　新婚なのに」

　福谷さんが一般論でおどけてみせる。事はそんなに単純じゃないというのに。

「異常に手が込んでるんです。懐石料理かフランス料理かってなもんで。あれを毎朝何時から作っているのかと思うと……。しかも、断っても毎日準備してくるし……」

「あー、それはそれは……」

　俺の言葉に思い当たることがあるのか、福谷さんが同情のため息をついた。

　どうやら自分で思っていたよりストレスがたまっていたらしく、俺はせきを切ったように話し始めてしまう。

「毎日何十通もメールが来るし、毎晩夕食に誘われるし、仕事の合間に理由をつけて会いに来るし、とにかく重たいくらいの好意を感じるんです。土日も誘われるんですけど、断っても、なんかうちの近所に越してきたみたいでよく会っちゃうんですよ！正直、怖くないですか!?」

　俺の告白に、福谷さんは「どうどう」と手で制する仕草をする。

「それ、彼女の手口らしいから。狙った男には必ずやるみたいだよ」

「一販課の荒神さんもやられたんですか？」

　苦々しく問う。

　この件に関して、俺の心には荒神さんに対する恨みがある。

　彼が羽田を振って、総務部の望月日冴と付き合いだしたから、羽田は俺に目をつけたのだ。

　抱かれたい男ランキング四位。独身男だったら二位に当たる、この俺に。

　お門違いの逆恨みなのはわかるけれど、もう少しうまく彼女を転がしておいてくれれば、こんなことにはならなかったんじゃなかろうか。

　好きでもない女子に追いかけまわされるという苦痛……。

「好きって告白されたの？」

　福谷さんが軽い口調で聞いてくる。俺は力なく首を横に振った。

「まだです。だからきちんと断ることもできずに……」

「おまえ、彼女いないなら、羽田で手ぇ打つ気にはなれない？　ほら、彼女おっぱいでかいし、いいじゃん。一度くらい寝てみたら？　アッチの相性が合うなら、性格くらい我慢できんじゃない？」

　チャラチャラした勧めに、俺はキッと目を剥いた。

「誰もが福谷さんみたいなおっぱい星人じゃないんですよっ！　第一、あんな変な女とは寝る気になりません！」

　冗談じゃない。心が通じなさそうな女とセックスなんてぞっとする。

　それに、一度でも寝たら絶対にチェックメイトだ。〝詰み〟ってヤツだ。羽田は俺の彼女に収まってしまうだろう。

「ハハ……大変だろうけど頑張れよ」

　福谷さんは頼りにならないエールを呟き、去っていってしまった。

　俺は大きくため息をついて、ＬＥＤ特販部のフロアに向かって歩きだした。




　その日の夜、俺はひとりで、誰も使わない非常階段を使って一階に下りていた。

　帰り道に非常階段を使うのは最近の習慣だ。羽田に会わないために始めたのだけれど、今日のように仕事で退勤が二十二時を過ぎる日は普通にエレベーターで帰ってもよかったかもしれない。第一販売課の事務である羽田は、さすがにこの時間は帰っているだろう。

　しかし、非常階段の入口ゲートを押し開けると、そこに彼女の姿を見つけた。

「嘘だろ」

　思わず呟く。

「角さん！　お疲れさまです！　偶然ですね！」

　羽田が大きな瞳を細めて、微笑んだ。寒さからか、俺に会えた喜びからか、彼女の頬は上気している。

　こんな偶然あるか。何時間待ったんだ、この女。

　背筋を寒くしながら、俺は答える。

「お疲れさま。それじゃ……」

「あ！　待ってください！　帰り道、ご一緒しませんか？　駅も一緒ですし」

　嫌だ。反射的に言いそうになる。

　しかし、俺も子どもじゃない。いたずらに後輩の女子を傷つけるのは躊躇われた。

　言葉を選んでいるうちに、思わぬ問いが口から漏れた。

「あのさ、羽田は……俺のこと、好きなわけ？」

　羽田のばっちりメイクの顔が、夜目にわかるほどボッと赤くなる。

　一方で、当の俺は狼狽していた。

　バカか、俺は。なに、ストレートに聞いてんだ。

　どんな答えが返ってきても、きちんと返事できる気がしない。

「……はい。角さんのことが好きです」

　羽田が真っ赤な顔で、ささやくように答えた。さすがに告白だけあって、いつも強気な彼女が珍しく照れている。

　俺はその表情を否定するように、言葉を重ねる。

「それって、荒神さんの替わりだろ？」

　勢いで出た反論に、羽田の表情が真顔に戻った。

　いい機会かもしれない。告白されたんだから、きっちり断ろう。この一ヵ月間、感じ続けていたモヤモヤを断る理由にすればいい。

「羽田は、荒神さんがダメだったから、独身で次点の俺に寄ってきてるだけだろ？　俺が断れば、ランキング五位の三み島しまにアタックするんだろ？」

　抱かれたい男ランキング五位の三島は、総務部二年目の男子だ。羽田のひとつ下に当たる。

　どうせ彼女は〝抱かれたい男〟を順繰りに当たってみようと思っているに違いない。そんな女はお断りだ。

「角さんは、『替わり』で人を好きになれるんですか？」

「え……？」

　羽田が至極冷静な声音で問うてきた。俺はその雰囲気にたじろぐ。

　てっきり、慌てるのは図星を指された彼女のほうだと思っていたのに。

「私は『替わり』で誰かを好きになることはできません。確かに、少し前まで私は荒神さんに恋していました。望月さんとお付き合いしてるって聞いてからもなかなか吹っきれなかったのも事実です。そんなときに、角さんが私を助けてくれました」

「助けたって、俺が？」

「私が受注ミスをした、納期に間に合わないＬＥＤ、すぐに都合をつけてくれたじゃないですか」

　ああ、そんなこと？

　少し前の彼女とのやりとりを思い出す。

　でも、ＬＥＤ特販部にいたらそれは仕事の範はん疇ちゅうだ。当然のことだ。

　彼女とのやりとりも全部メールだったし、直接やりとりしたならまだしも、それが好意に繋がるだろうか。

「角さんには当たり前のことでも、私は本当に助かったんです。あと、メールの最後に【気にすんな。またいつでも頼ってくれ】ってあったでしょう？　あれがすごく嬉しかった。好きになる理由として、おかしいですか？」

　早稲田通りの繁華街の灯りを背に受け、羽田の表情は逆光の中だ。

　それでも、彼女の瞳が意思的で、伊達や酔狂で言っているわけじゃないことは伝わってくる。

　ふと、その表情がふわっと崩れ、困ったような笑顔に変わる。

「なんて……私、人と感覚が違うみたいなので、実際は恋の理由としてはおかしな話かもしれませんね。自分では普通にしてるつもりなんですけど、今までずっと言われ続けてきました。『羽田は変わってる』って。大学のとき好きだった人には、面と向かって言われました。『おまえ、頭がおかしい』って」

　確かに彼女はちょっとおかしい。常軌を逸したところがあるのは事実だ。

　しかし、弁当は遠慮すれば引っ込め、誘いは断ればおとなしく引き下がる。土日に偶然会っても、挨拶だけで去っていく。

　押しは強いが、決して自分の都合を丸々押しつけているわけじゃない。

「そいつ、ひどいこと言うな」

「いえ。でも角さんが私に引いてるのも、なんとなくわかるんですよ」

　俺はいろいろな意味でうつむいた。

　結構、本気で避けていたのに彼女は『なんとなく』しか俺の嫌悪に気付かなかったらしい。

　しかし、そんなひどいことを女子に言える男と一緒くたにされるのは、心外な気もする。

　羽田が自嘲気味に言う。

「私、たぶん本当にちょっと変な女なんです。迷惑かけるタイプっていうか。実は、今までもずっとこの性格で失敗してきて、男性とお付き合いしたこともないんです」

　え？　ってことは処女？

　そんなに男ウケしそうな顔とスタイルしておいて？

　思わず下世話なことを考えた自分を呪う。これじゃ福谷さんのチャラチャラ発言を責められない。

「角さんにもご迷惑かけてるのかなとは思ってます。でも……私、この性格で二十五年生きてきて、一生懸命やる以外、方法を知らないから……。角さんを好きになったからには全力でアプローチしたいんです。ご迷惑でしたら言ってください！」

　そう言って、彼女はぶんと頭を下げた。

　身体を前傾させたら、肩にかけていたクロエのバッグの上蓋が開いた。バラバラッと財布やスマホが地面に転がる。メイク用品入りのポーチも落ち、中身が散乱した。

「わ！　すみません！」

　しゃがみ込む羽田を放っておくこともできず、俺は一緒に腰を折った。

　彼女の私物をひとつずつ拾いながら、なんだかひどく悪い気分になった。俺だって充分、彼女を『変な女』だと思ってきたのだ。

　彼女は無心に好意を寄せていただけなのに。少しポイントはズレているけれど、真剣なだけなのに。

　いつだって、嫌そうな顔で彼女の誘いを断り、避け続けてきた。弁当を突き返すとき、彼女が悲しげな表情を必死に押し隠すと知っているくせに。

　ふと顔を上げると、羽田はバッグの中身を確認している。その胸が規格外に大きいことは、現時点では置いておいて……。

　決して、イケメンばかりを渡り歩く、理解不能の嫌なタイプの女じゃない。少し、彼女を誤解していたかもしれない。

「はい、これも……」

　マスカラを手渡すと羽田はにっこりと笑った。

「ありがとうございます！　……今日は、やっぱりひとりで帰りますね」

「え？」

　羽田は小柄な身体をよいしょと起こすと、くるんと踵を返した。

「勢いで告白してしまって、ちょっと恥ずかしいんです。それでは、お疲れさまです」

　そう言って、彼女は先に早稲田通りの灯りの中に吸い込まれていった。

『恥ずかしい』ではなくて、俺の発した『替わりだろ？』発言に傷ついていたのは、明らかだった。

　俺はたまらない罪悪感と、今までとは違う感情に胸を押さえた。




　翌朝、いつものように羽田がＬＥＤ特販部にやってきた。始業前のわずかな時間に、俺に弁当を届けに来るのだ。

　外まわりを理由にほとんど断っているのだが、彼女はめげずに毎日やってくる。

「おはようございます。角さん」

　まだ人もまばらなＬＥＤ特販部のフロア。俺はデスクの横に立つ彼女を見上げた。

　そして、差しだされた弁当を受けとった。

　驚いたのは羽田のほうだったようだ。まさかすんなり受けとってもらえるとは思わなかったのだろう。

「ありがと。弁当箱、洗って返すわ」

「……いえ、お気になさらずに」

　羽田の照れたようなモジモジした態度が、少しだけ可愛いと思ってしまうのは昨夜の一件からだろうか。

　俺はひと晩考えたことを、ついに口にした。

「あのさ、弁当の礼に、今夜、メシでもどう？」

　自分の発言に改めて覚悟を覚える。

　声は震えていなかっただろうか。驚くべき緊張感が全身を硬直させる。まるで初めて女子をデートに誘った中学生みたいだ。

　ただのお礼で、後輩を誘うだけ。他意はない。そうだ、気張ることはないんだ。

　心中で言い訳をしつつ、彼女を見つめる。

　バラ色の頬をした羽田が、ぽってりとした唇を開いた。

「あ、今夜は先約があるので」

　いとも簡単に答えは返ってきた。

「総務部の結城真子と食事の約束があるんです。すみません」

　あれ？

　全身全霊で拍子抜けした。

　俺って、この子の好きな男だよね。好きな男から念願の食事の誘いって状況だよ？

　それを一瞬の躊躇もなく、断ったよね。

　あれ、うん、おかしいな。おかしいのって俺のほう？

　半分パニックになった脳内でくるくると思考を巡らせるうち、羽田はいつもどおり一礼し、背を向けた。

　ショートボブの毛先を揺らしながら、ヒールを鳴らし、去っていく彼女を俺はぼんやり見送る。

　やっぱり、変わっている。

　やっぱり、変な女。

　でも、この弁当のお礼も、これまでの誤解のお詫びも、なんとかして伝えなければならない。彼女の想いを無視するほど、悪い男にはなれない。

　それに、もう少しだけ、あの変な女のことが知りたい。あとほんの数センチなら、歩み寄ってもいい。

「土曜なら空いてっかな」

　俺はひとりごちてスマホをとりだす。

　始業前に彼女に送るメールを考えるためだった。










果報を寝て待つ余裕はない




〝据え膳〟――そんな言葉が俺の脳内を駆け巡った。

　据え膳とは、この状況ではなかろうか。

　目の前のベッドに望月日冴が寝ている。

　抱かれたい男、荒神 薫が見つめているとも知らず、グースカ呑気な寝息をたてている。

　まさに、据え膳。

　さて、どうしたものか。




　事の発端は、部下の羽田さつきにデートに誘われたことだった。

　日曜、映画に付き合ってほしいとのこと。それもとびきり泣けるヤツに。

　泣ける映画という点は懸案事項であるが、実質、俺には一石二鳥のチャンスだった。目下一番気になる女、望月日冴に再接近できるチャンスだ。

　作戦は、デートを伝えて望月に焼きもちを焼かせた上、涙克服を理由に彼女の家に転がり込んでやろうというものだ。

　案の定、望月は『デートなら勝手にどうぞ』的なふてくされ方を見せたあと、俺が家に泊まることをしぶしぶ了承してくれた。

　疑うことを知らないお人よし。もちろん、俺は望月日冴のそんなところが好きだったりする。




　昨日の夕方に望月のひとり暮らしのアパートに来訪。

　彼女手作りの夕食を食べ、ふたり並んでＤＶＤを観るという恋人同士のような夜を過ごした。

　ここまではよかった。計画どおりというヤツだ。

　事件はその後。

　深夜にカップルごっこと称して、少々触れ合う機会を設けたものの、望月に全力で拒否されてしまったのだ。

　意気消沈とはこのこと。俺は心底がっくりきてしまった。多少はこちらに気があるかも、と思っていたのに。

　俺にはある種の自信があった。どんな女にもある程度は好いてもらえる自信だ。

　こちらがちらりとでも好意を覗かせたら、たいていの女は諸もろ手てを上げて飛び込んでくる。

　それなのに……。

　どうしてだ、望月日冴。

　おまえ、全然、俺に興味ないじゃないか。

　むしろ今なんか油断の塊みたいになって、グーピー寝てるって……これはどういうことだ。

　俺は目の前で眠る望月を見下ろし、まったく釈然としない気持ちだった。

　失敗のカップルごっこのあと、予定どおり三本目の映画を観ているうちに眠くなってきたふたりは、気付けば寄り添い合って眠っていた。

　先に起きだした俺が望月を抱き上げ、ベッドに寝かせて、今の状況に至る。

　昨夜の失策は心を重くするものの、ともかく現在の状況を整理しよう。

　待てよ？

　こいつが油断しまくって寝ているのは心外だが、今の状況はおいしいぞ？

　目の前には好きな女が、簡単にいただけそうなシチュエーションで横たわっている。

　昨夜は拒絶されたけれど、今なら……。

　俺は考えて、すぐに首を横に振った。

　バカなことを考えるな。

　ここで欲望に任せてみろ。大変なことになる。

　たとえば、望月のモコモコした女子らしい部屋着を剥き、挑発的に薄く開いた唇にキスをして、途中で目覚めようものなら『誘ったのはおまえだ』とでも嘘をついて、彼女を抱いてしまったとしよう。

　そんなことしようものなら、百パーセントの確率で望月は俺から離れていくだろう。簡単に流されてくれる女じゃないのだ。

　恋愛の進展どころか、人間として完全にナシになってしまう。気の強い彼女のことだ、訴えるくらいはするかもしれない。

　それじゃ、ダメなのだ。

　彼女の心が欲しい以上、無理やりじゃダメなのだ。

「落ち着け、俺」

　ごく小さな声で自分に言い、俺は望月の横たわるベッドに背を向け、床に座った。

　このまま見ていては、なにをしでかすかわからない。

　ため息が出てしまう。

　いつの間に、こんなに好きになっていたんだ。望月日冴の油断だらけの寝顔を見たくらいで、自制がきかなくなりそうだなんて。まるで、ヤリたい盛りの十代男子じゃないか。

　俺にとって望月日冴は、初めて秘密を知られた女であり、その秘密を受け入れてくれた唯一の女だった。

　特別だった。

　だからかもしれない。絶対に自分のものにしたいと思うのは。

　しかし、その〝秘密〟が俺たちの障壁になっている。

　考える限り、望月は〝涙もろい荒神 薫〟を恋愛対象としていない。

　バカにしたりはしないし、泣いている俺を抱きしめてくれたことはあった。だが、それは恋愛感情ではない。

「結局……涙克服できなきゃダメじゃん」

　呟く声が、冷えた朝方の部屋に響く。

　大好きな望月の部屋に来たのに、なにもできず、ただ彼女の寝顔を見て悶々とする時間を過ごすとは。

　好きになってもらうには、涙を克服しなきゃならない。男らしい男のほうが望月は好きなんじゃなかろうか。

　それなら、自分は望み薄だ。今だって、望月に気持ちが届かなかったらと想像して、涙が出そうなのに。

「んー……」

　背後ではっきりとした声が聞こえた。

　起きたのだろうかと望月のほうを振り向くと、彼女はうーんと伸びをして、口をモゴモゴ動かしたかと思うと、再び寝てしまった。

　なんだ、寝ぼけただけか。

　俺は目線をそらそうとして、彼女の身体になにもかけていなかったことに気付いた。かけ布団の上に直接彼女を横たえてしまったのだ。

　エアコンは一応ついているけれど、なにもかけずに寝るのは肌寒いかもしれない。現に床で寝てしまった俺は少々冷えた。

　立ち上がり、望月のベッドに膝をついた。彼女の身体をこちら側に傾け、かけ布団を引きずり出そうとしたのだ。

　しかし、うまくいかない。意識のない望月の身体は立派な重石だ。

　ぐいぐいと布団を引っ張りながら、肩をつかんでもう少し望月の身体を傾ける。

「んむーっ……」

　望月が迷惑そうな声を上げた。

　とうとう起きただろうか。もし起きたとしたら、この状況を誤解なく説明しなければならない。

　ただの親切心だ。夜這いではない。下心ゼロとは言えないとしても。

　そのとき、望月の腕がにゅっと伸びてきた。俺の頭を抱えるように伸びたその手に引っ張られ、彼女の真横に沈む。

　ベッドは望月の匂いがする。

　昨夜も一度、飛び込んでみたけれど、状況が違いすぎる。

　今は異常事態だ。目の前に、依然眠り続ける望月日冴がいて、自分はその間近に横たわっているのだから。

　鼻と鼻の距離、およそ十センチ。

　これは……弁解の余地がない状況になってしまった。

「望月、寝てんのか？」

　一応声をかけてみる。

　もしかして、昨日のカップルごっこの仕返しとか？

　いや、真面目が服を着て歩いているような望月に限ってありえない。

　望月はすやすや寝息をたてている。その右手はまだ俺の左耳あたりに触れていた。

　指先の感触。望月日冴の温度。

　マズイ。

　こんな近距離で好きな女にくっついていたらマズイ。

　頭ではそう思う。しかし、望月から香る甘やかな香りに吸い寄せられそうになる。

　ああ、このまま彼女にキスをしたい。

　抱きしめて、身体中にキスをしてしまいたい。

　彼女はどんな声を上げるんだろう。それがとにかく知りたい。

　俺の左手が伸びた。明確な意思を持って、望月の腰に手を添えてしまう。

　細い身体を引き寄せてしまいたい。それから、それから……。

　湧き起こる衝動を、ぐっとこらえる。

　意を決して身体を起こすと、ずるりと転がるようにベッドから下りた。床に座り込み、息を整える。

　……危なかった。

　本当に危なかった。心臓は早鐘を打っているし、変な汗をかいてしまった。

　情けないことに、身体の一部は勝手に期待してしまっている。

「ふ……風呂行こう」

　よろよろと立ち上がったのは、このままここにいては平静に戻れない気がしたから。

　眠る望月を一瞥する。

　……おまえな、俺が理性ある大人で感謝しろよ。

　そんなことを心中呟き、シャワールームへ向かった。

　天下泰平。安らかな寝顔の望月日冴を置き去りに。

　熱いシャワーを浴びて煩ぼん悩のうを散らす作業に入る。

　俺は改めて思った。

　やはり、望月日冴は早いうちに自分のものにしなければなるまい。

　あんなお人よしで油断の塊女、放っておいたらあっという間に他の男に食べられてしまう。

　幸い今は『荒神 薫と仲がいい』という認識が社内にあるから、虫よけにはなっているのかもしれないけれど……。

「やっぱ、使うか。奥の手」

　望月の気持ちはともかく、もっと強烈な虫よけが必要だ。

　誰にも渡さないように、誰も彼女に近づかないように、打てる手は打たなければならない。彼女に好いてもらうのはそれからだっていい。

　ゆっくり時間をかけて、泣き虫以外の男らしいところを見せていけば、望月の気持ちだって動くだろう。

　まだ、このゲームは始まったばかりなのだから。

　俺は煩悩を決意に変え、熱い湯で頭をがしがしと洗った。










キスアンドクライ




　電車はガタゴトといつもの音をたてて走っていた。振動に合わせて、私たちの繋いだ手も揺れる。

　私は荒神 薫の顔を見上げた。彼も私を見ていた。

　赤い目と嬉しそうな微笑みに、私の頬もふっと緩む。




　＊　＊　＊




　お見合い脱出なる荒業をやってのけ、荒神さんに告白した私は、あのあとすぐに好子おばちゃんに謝りに行った。

　メイクルームで待っていたおばちゃんに頭を下げると、明らかに不機嫌な彼女は言った。

「いいわよぅ。日冴ちゃんにも驚かされたけど、あっちのほうが問題。先方は結局、姿も見せなかったんだから!!」

　なんと驚くべき事態発生。おばちゃんいわく、私のお見合い相手の大企業エリートは、電話も繋がらないままお見合いをバックレたらしい。

　おいおいおい。私より、上うわ手てがいたよ。

　面白くないのはおばちゃんで、自分のセッティングした会が、ことごとくうまく運ばず、髪の毛が逆立ちそうな様子だった。

　私は振り袖のクリーニングをホテルにお願いし、断るおばちゃんに無理やりクリーニング代と草履なんかのレンタル料金を渡してホテルを出た。

　定かではない今日の料亭の食事代や席料は、のちのちホテルにリサーチしてお詫びの品とともに送らねば……。

　おそらくは、母からもお詫びをすることになるのだろう。母には私からきちんと事情を説明して、謝罪に付き合ってもらわなければならない。

　お母さん、親不孝な娘ですまん。

　先方に謝るのはどうやら不要らしいけど、おばちゃんの気持ちを納得させるまでは頑張って謝り続けなきゃ。

　ホント、簡単にお見合い受けてぶち壊すもんじゃない。裏では大騒ぎだよ。

　これ、結婚式で花嫁をさらう的な映画も、実際は大変なんだろうな。ホイホイやるもんじゃないよ。

　猛省しつつホテルの正面口を出ると、タクシー乗り場の近くで荒神さんが待っていてくれた。




　＊　＊　＊




「それ、相手方もおんなじような理由があったんじゃねーの？」

　帰り道の電車で、荒神さんが言った。お見合い相手が逃げた件だ。

「そうですね。写真で見る限り、お見合いなんて必要なさそうな男性でしたし」

「いい男だったのか？」

　荒神さんが少し口を尖らせて問う。私は笑って、彼の手をぎゅうっと握り直した。

「荒神さんのほうが断然いい男です」

「じゃあ、そろそろ名前で呼んでくんない？」

　スネたような口調にことさら胸がときめくのは、なぜだろう。私は浮かれているのかもしれない。

「それは追々。急に全部変えるのは無理ですよ」

　私の言葉に、荒神さんが厚めのセクシーな唇をまた尖らせた。最近はカッコつけてばかりだったのに、一度泣いてしまったらタガが緩んだみたいだ。

「ま、いーや。さて、俺んちに向かうのでいいよな」

　荒神さんがそう言ったのは、いつもの私鉄に乗り換えてすぐだった。彼の最寄り駅にはあと一、二分で到着する。同じ沿線の私の家までは、あと二十分以上。

　……やっぱりそうなるよね。このまま帰りましょうって感じじゃないよね。

　私は赤くなっていないか自分の頬を触りながら、おずおずと頷いた。断る理由は、もうない。




　荒神さんの最寄り駅で降り、駅前のパスタ屋でランチにしてから、彼の自宅マンションへ向かう。来るのはこの前逃げだしちゃって以来だ。

　ヤバイ。胸がドコドコ鳴っていて苦しすぎる。祭り囃ばや子し状態だ。

　私の心臓はランチをしている間からマックスで躍り狂っていた。

　だって、この前おじゃましたときでさえ〝あんなこと〟になったのだ。今や完全に両想い。私たちがなにをしようと障害はゼロだ。

　しかも現在、土曜の十四時。時間は、ありすぎるほどある！　これは……そういうことだよね。

　そういう関係になるってことだよね。

　当たり前？

　うん、当たり前なのはアラサーですし、覚悟はあるんですけど……。

　マンションは目前だ。風が冷たいせいか、荒神さんが私の肩を抱き、ぐっと引き寄せる。私はすさまじい緊張感の中、彼の顔を見上げた。

　荒神さんの笑顔がすでに艶っぽいのは気のせいでしょうか……。

　そして部屋に着き、リビングに入る。間を作りたくなくて、私はジャケットを脱ぎ、バッグを置くとすぐキッチンに向かった。

「コーヒー淹れますね」

「あ、コーヒーメーカーの使い方わかるか？」

「映画観たとき、何度か私が淹れたじゃないですか。任せてくださいよ」

　明るく、屈託なく、緊張感を微み塵じんも見せず答える。立ち働いておきたいのは、まだ心の準備ができていないから。

　コーヒーを淹れ終えるまで私はリビングには戻らず、対面キッチンの向こうでニコニコしていた。

　うう、不自然かな。荒神さんは『こいつ、また避けてんな』という呆れた表情をしている。

「日冴、コーヒーは俺が運ぶからこっち来てな」

「だっ、大丈夫ですよ！」

　全然大丈夫じゃない過剰な反応をしてしまう。ついに荒神さんが笑いだした。

「おまえなぁ！」

　爆笑しながらやってきた彼が、やおら私をキッチンで抱きしめた。先日と同じ状況に、おおいに焦る。

　うわああ！　早速そんなムードに!?

　荒神さんが愛おしそうに、私の頭のてっぺんにキスをしてくる。

「そんなにカチコチになるなよ！」

「だっだっ……だって……」

　緊張しすぎて盛大にどもる。それがまた荒神さんの笑いを誘うようだ。

「だからさー。……まあ、確かに今日は止める気ないよ。おあずけ長かったし、やっと俺のほうを向いてくれたんだから、もう拒ませない」

　その言葉の意味するところに、全身が熱くなる。荒神さんを見上げる私の顔はたぶん真っ赤だ。

　彼の綺麗な二重の瞳に、涙による充血はもう見えない。それでも、その視線に不足は感じない。私が惹かれているのは彼の涙だけではない、とはっきり感じられる。好きな人の熱っぽい視線が私をドキドキさせる。

「日冴、抱いてもいい？」

　ストレートな問いに目を泳がせながら、それでも私は頷いた。

　ずっと待っていてもらったんだもん。彼の気持ちに応えるってそういうことだ。

　久しぶりの行為を前に、心臓は依然暴れているけれど、彼と触れ合うことに不安はない。

　荒神さんの背中に腕を回すと、全力で抱きしめ返す。

　荒神さんの唇が降ってきた。身体を冷蔵庫に押しつけられ、彼のキスを味わう。

　精いっぱい唇を開いて、彼の舌を口腔に受け入れた。舌を絡められてから歯列を舐なめ上げられ、下唇に軽く歯を立てられる。

　たまんない。

　唇から感じる刺激は、今まで味わったことのない極上の愉悦。これだけで果ててしまいそう。

　私も応えるように舌を絡めると、荒神さんの私を抱く腕に力がこもる。大きな手で背を撫で上げられる感触にぞくぞくした。

　激しくなっていくキスに吐息が弾む。薄く目を開けると、荒神さんの色っぽい視線とぶつかった。その瞳が笑みの形に細められる。

　ズルイ。彼はまだ余裕たっぷりだ。

　冷蔵庫を背に続く、キスと愛撫。彼の唇が首筋を伝って下がっていく。私の身体を愛おしそうに這いまわっていた手が、丸襟ブラウスの前身頃を、ぐいっと鎖骨の位置まで押し上げた。

　あまりに突然のことに息を詰める。同時に、頭の奥で冷静に考えてしまう。

　しまった！　今日ってば、着物用にフルカップのベージュのブラジャーなんか着けてきちゃったよ。全然可愛くない、ホールド重視のヤツ！

　考えてみたら、ショーツもスポーツタイプの女子用ボクサーだ。上下バラバラな上、全然色気ないじゃん！

　ああ！　こんなことになるんだったら、純白の勝負下着を着てくるんだった！

　……いえ、勝負に使ったことのないブツですがね。イメージね、イメージ。

　しかし、荒神さんはまったく気にしていない様子だ。彼の右手が私の左胸を包む。そのまま突起をブラジャーの上から撫でられ、私は再び息を詰めた。

「日冴、声出せよ。我慢すると苦しいぞ」

　荒神さんがかすれた声でささやく。間近で見る彼の顔は、悪戯でもするように嬉しそうだ。そして、極上にカッコいい。

「お……おかまいなく……」

　弾む息の間で、必死に答えを絞りだす。

　私が平静を保とうとしているのが面白くないらしく、荒神さんの悪戯な手は、胸の突起を転がすようにしごいた。

「きゃっ……やっ……！」

「おまえさ、痴漢に触られたんじゃないんだから……」

「だって……。すみません……」

　こういう刺激が本当に久しぶりなんだってば。

　でも、そんなこと言いづらい。私だっていい年なんだし、落ち着いてちゃんと対応したい。

「あんまり大きくなくて……申し訳ないので……」

　次第に大胆になっていく彼の触れ方から目をそらし、呟いた。

　荒神さんは私の物言いが気に入らないとばかりに、強引にブラジャーのカップをずり下げた。裸の胸が外気に触れ、わずかに肌があわ立つ。

「や……」

「直に触っちゃダメなのか？」

　言うなり、彼が私の胸の先端を唇で挟んだ。えもいわれぬ感覚に身体を固くする。目をぎゅっと閉じ、唇を結び、声を呑み込んで。舌が先端を刺激する感触に、ため息が震えた。

「男が全員、胸のでかい女が好みだと思うなよ。俺は日冴くらいのサイズがちょうどいいの」

「嘘……もうちょっと肉づきがいいほうがいいって……」

　荒神さんがまるでお仕置きといわんばかりに、その部分に歯を立てた。私はビクッと身体を揺らし、耐えきれずかすかな声を漏らす。

「感度は悪くないからな。そっちのほうが女子力高いぞ」

　女子力ってさぁ……。

　彼はしゃあしゃあと言いながら、私の胸を舌と唇でなぶる。私は見下ろす形で睨んでみたものの、どんどん身体から力が抜けていく。

「荒神さん……私……シャワー浴びたいです」

「いいじゃん、そんなの」

　そんな低い声でささやくのはズルイ。負けそうになる気持ちを奮い立たせる。

「よ……くないです。着物で走っちゃったし……汗の匂いしちゃうと……」

「俺はそのほうが興奮するけど」

　さらっと動物的なことを言って、荒神さんが一瞬考えるそぶりを見せる。それから急に抱擁を解いたかと思うと、乱れたままの私をお姫様抱っこで抱き上げた。

「きゃあっ！　ちょっと、荒神さん！」

　いきなりの行動に私は悲鳴を上げる。こんなときまで、なにをしでかすかわかんない人だ。

「シャワー、一緒に浴びよう」

「い、いっ!?　一緒!?」

　私の驚愕の声なんか完全無視で、荒神さんはバスルームに向かって歩いていく。

　一緒にシャワーとか!!　ちょっと、最初っから刺激が強すぎるってば！




「こっち向けよー、日冴ー」

　バスルームにはシャワーの水音が響き渡っている。後ろには荒神さん。

　服を脱がされるという恥ずかしい事態は避け、どうにか自分で服を脱いだものの、彼に背を向け壁のタイルを見つめていた。

「あの……恥ずかしいので、あっち見ててもらえますか？」

　水音の中で声を張る。これじゃ身体が洗えない。

　まるで処女かってくらい緊張しているのは、好きな人に身体を見られるのが久しぶりのことだからだ。

　そして、脱いでいるときに見えた荒神さんの裸身がまた……。三十代半ばなんて、お腹まわりが緩んできている人も多いのに、彼には腹筋のラインがくっきり。肩甲骨から腰までのラインもすごく綺麗……。

　ズルイ。イケメンはバディまでイケメンだ。なによ、忙しいくせにいつの間に鍛えていたわけ？

「恥ずかしいって、おまえさ。なにが？」

「いろいろです！　アラサーになるとお肌のハリもお腹の緩みも、若い頃と変わっちゃうんです！　見られるのに抵抗あるんです！」

「だーかーらーさー」

　荒神さんが呆れた声で言って近寄ってくる。その気配を背中で感じながらも、振り向けない。

　すると両肩をつかまれて、ぐるんと身体を反転させられた。荒神さんの胸板が目の前に！

　そのままぎゅっと彼の腕の中に閉じ込められる。

「俺は今の日冴が好きなんだから、別にいいんだよ。っていうか、おまえの身体、緩んでないし。細いし」

「お世辞はいいです！」

「あー、うるさい。おまえ、エッチのとき暗くしないとできないタイプだろ。この真面目女！　……まあ、これだけくっつけばお互いによく見えないし、恥ずかしくないよな」

　後半は私の耳にささやくように言う。その声だけで、とろけそうになってしまう。裸で密着して、そんな声を出すのは反則。

　抱き合ったままシャワーを浴びる。荒神さんの手が、私の背からヒップまでのラインを何度も行き来する。私の身体を洗ってくれているわけじゃない。完全に意味を持った触れ方だ。

　唇は私の耳をつまんだり、首筋を這いまわったり、唇同士を重ねたりと忙しく動きまわっている。

　緊張感。それはまだ変わらずある。でもお湯の温かさと、なにより荒神さんの優しい愛撫で、私の心と身体は徐々にほぐれてきていた。

　それどころか、胸を満たす幸福とともに、身体の芯がしびれるような感覚が湧きだす。本当に久しぶりなこの感覚。甘いしびれ。

　キスの合間に漏れだす吐息は、次第にはっきりとした声に変わり、彼の背に回した腕は自然とその背を撫で、もっと引き寄せようとしてしまう。

「日冴、もう少しいい？」

　荒神さんが私に了承をとる意味はわかる。私は頷き、彼の肩に額を預けた。

　男性的に節くれ立った指が、私の下腹部の敏感な部分を触る。撫でるように、それからこすり上げるように。

　もう、声なんか我慢していられなかった。私は彼の顔を見られずに固く目をつむり、その刺激に声を上げた。

　私の声に煽られるように、荒神さんの指の動きが変わる。乱暴に、かと思えば緩やかに繰り返される快楽の波に、抗あらがう術すべはない。彼の指がさらに奥まで侵入してくるのすら、片脚を彼の脚に絡めて受け入れてしまう。

　荒神さんが私の顔を覗き込んで、意地悪く笑った。

「めちゃくちゃ濡れてる」

「……シャワーのせいじゃないですか……ああっ！」

　しおらしくない私の言動に制裁措置のようだ。彼の指がもっと奥へとねじ込まれた。

「こ……こ……うがみさんっ……ダメ……」

「ダメって感じじゃないよ、おまえの身体」

　指の動きが速くなる。瑠璃の言っていたことを思い出す。

　この人の指で焦らされたら……本当にそれだけで達してしまう。

「こうが……みさん……あの！　私っ！」

　言葉を続けられないほど間断なく加えられる責め苦に、唇を噛んだ。

　荒神さんは最高に艶っぽい表情で私を観察している。あの泣き虫はどこに行ったんだってくらい。

　私が漏らす声に、彼の愛撫はどんどん激しくなる。下を攻め立てられ、腰がくだけそう。もう奥がしびれて立っていられない。荒神さんの身体にすがりつくようにしながら、彼の指の動きに耐える。

「んっ……はあっ……」

「日冴、そろそろ我慢できない。手ぇ、壁について」

　荒神さんが私の耳にキスをして、熱い声音でささやく。

　彼の中心の質量が変わっていることには、気付いていた。後ろからするってことだよね。

　でも、私……。

「荒神さん……私っ……結構久しぶりで……」

　喘ぐ合間に、必死で彼に訴える。彼の舌も指も休まないから、喋るのは大変だ。

「あの……できれば……ああっ！」

「なに？　後ろからはやだ？」

　荒神さんが私の右脚を抱え上げた。それなら前から？とでも言うように私の腰を抱き、下腹部を密着させる。

　その性急さ。我慢できないっていうのはたぶん本当。

　彼の口調も、吐息も、熱くて溶かされてしまいそう。もう、全身トロトロだ。私という人間が形を保っているのが不思議なくらい。

「優しく……してほしいです……」

　私は彼を近距離で見つめ、必死に哀願した。お願いなのに、愛撫が気持ちよすぎて声が甘ったるい。

　荒神さんが一瞬、真顔に戻る。それから苦笑いした。

「エロい表情しながら、困り顔すんなよー」

　え？　私どんな顔してるんだろう。いやらしい声を上げまくった上、エロい表情って……。余計に頬が熱くなる。

「そっか。しばらく彼氏いなかったって言ってたもんな。ひとりでこーいうことはしないの？」

「しっ……しませんよ！　……エッチなことは……三年ぶりくらいです」

　荒神さんが指で弄いじるのを中断し、私の身体を強く抱きしめた。シャワーの中でも荒神さんの匂いが素肌から強く香る。熱い彼の身体に、私も腕を回す。

　荒神さんはわずかに身体を離すとシャワールームのドアを開け、バスタオルをとった。私の身体を手早く拭き、そのタオルを自らの腰に巻くと、私を再びお姫様抱っこで抱き上げた。

「荒神さん」

「寝室に行こう。精いっぱい、優しくする」

　優しく、甘く響く彼の声。

　ワイルドでエロカッコいいと評判の荒神 薫。ちょっと前までは、こんな姿に違和感を覚えていた。私が好きなのは、泣いている荒神さんだけなんだと思っていた。

　今はどうだろう。恋心を自覚してしまったら、もう彼のすべてに惹きつけられてしまう。細胞レベルで強い磁力を感じる。

　私を愛撫で酔わせてくれた荒神さんに、恥ずかしさと、この上もない愛を感じた。彼のものになる幸せを今さらながら噛みしめる。

　初めて入った荒神さんの寝室。紺で統一されたベッドに下ろされ、彼を見つめる。荒神さんはいつの間に準備していたのか、ブルーの小箱を開けて正方形の小さなパックをサイドテーブルに置いた。

「ゆっくり慣らすから」

　荒神さんが私の身体に覆いかぶさってきた。彼の視線も身体も、ものすごく熱い。恥ずかしくて目をそらす。

「荒神さん……外、まだ明るいです……」

「おまえ、さては真っ昼間のセックスも経験ないな？　明るいうちからする自由さと背徳感を教えてやるよ」

　荒神さんが悪い男の笑顔になって、私の唇を奪う。私は彼の頭を抱え、キスを深くする手伝いをする。

「日冴、好きだ。全部俺のものにさせて」

　荒神さんがキスの合間にささやき、私は夢中で彼を抱きしめた。

「……か、薫さん……私も、好きです」

「このタイミングで、名前で呼んでくれるとか……。おまえは、優しくするっていう俺の決意を崩壊させる気か！」

「そういうつもりじゃ……あの、どうか優しくお願いします」

　私たちは見つめ合って笑った。そして、最初からやり直すように、深い深いキスをした。

　あとはもう飲み込まれていくだけ。

　恋と快楽の甘い坩る堝つぼに、私は落ちていった。




　それから一ヵ月と少し……年の瀬の迫る、ある夜の話。

「ただいまぁ」

　玄関で彼の声が聞こえた。おたまを小皿に置いて、私は声を張り上げる。

「おかえりなさーい」

　といってもここは彼、薫さんの部屋なんだけど。最近居座っていることが多い私は、今日も先に帰って夕食作り。

　薫さんがリビングに入ってきた。

「今日のメシなに？」

　コートとスーツの上着をソファに放り投げ、いつものようにキッチンにやってくる。

「アジの開きと、お味噌汁と、実家からどんこ椎しい茸たけと里芋が来たんで、煮物ですよ」

「相変わらず安定のおばあちゃんメニューだな」

　妙に感心した声で薫さんが言った。私は彼を睨み、答える。

「文句があるなら食べなくてよろしい！」

「嘘、嘘。日冴が作るものはなんでもおいしいです。大好きです」

　薫さんが機嫌をとろうとすり寄ってくる。私はそんな彼の顔を見て、「あれっ」と声を出した。

「帰り道、泣いてたんですか？　目が赤い」

「あ、やっぱ赤くなってるか？」

　薫さんは照れたように言って、バッグの中からスマホをとりだす。

「見てくれよ」

　スマホの画面に大写しにされているのは……。

「赤ちゃん!?」

　普段目にすることのないくらい産まれたての、赤ちゃんの写真だ。

「さっき母親からメールが来たんだ。妹の子どもが今日の午後産まれたって」

　薫さんからスマホを受けとり、画面をしげしげと眺める。産まれたての真っ赤な赤ちゃんが、大きな口を開けて泣いている写真だ。裸で、男の子の小さなシンボルまで写っている。抱いている可愛い雰囲気の人が妹さんだろう。

「おめでとうございます。伯父さんになっちゃいましたね」

「ああ、そう考えたら涙が出てきちゃったんだ。結構難産だったらしいし、あいつも頑張ったなあって」

　薫さんはまた目じりに雫を浮かべている。相変わらずの涙もろさに苦笑しながら、彼の目元を指で拭った。

「今週末、会いに行ってきたらどうですか？　妹さんと甥おいっ子くんに」

　しかし薫さんは首を横に振る。

「ダメだよ。俺、妹に嫌われてるんだから」

　確かに、彼は涙もろさを隠すために、妹さんの結婚式をほぼ離席してやり過ごしたという過去がある。それから妹さんは口をきいてくれないらしい。

「本当のことを全部話して、妹さんに謝るチャンスですよ。薫さんの気持ち、きちんと話せばきっと和解できると思います」

　薫さんは考えるようにうつむいた。その数瞬後、思いついたとばかりにバッと顔を上げる。

「日冴も来てくれるか？」

「なんで、私も？」

　私は鍋の前に戻りながら苦笑いする。彼が私を頼るときは、たいてい裏に企みがあるのだ。そんなのもう知っている。

　すると薫さんが言い訳するように言った。

「涙もろいのは家族も知らないって言ってるだろ？　唯一知ってるおまえがいてくれたら、俺だって勇気を持ってだなぁ……。それに、俺がひとりで結婚式の弁解をしたって、信しん憑ぴょう性せい薄いだろ？」

　その心配はない。おそらく、産まれたての甥っ子くんを見たら薫さんは号泣してしまう。わざわざ告白しなくても、彼の涙もろさは妹さんの知るところとなるだろう。

　そのとき、薫さんがなぜかすうっと息を吸い込む気配がした。そして、次に言われた言葉。

「そのついでというのはなんなんだけど、うちの親に会ってくれない？」

　私は料理の手を止めた。ぶんと首をねじり、彼の顔を見る。薫さんの顔はびっくりするくらい真面目だった。

「嫁さんにしたい子ができたって、親と妹に報告したいんだ。ダメか？」

　私たちの間に結婚を意識した話は出ていた。でもそれはまだ、ふたりで語る夢物語のようなもの。

　この人は、それを本物の未来にしたいんだ。私のことを家族に紹介して、お嫁さんにしてくれるつもりなんだ。

　私の目から涙が溢れだした。あとからあとからとめどなく溢れる、熱い涙。

「……私で、いいんですか？」

「おまえがいいんだ……って、泣くなよ。俺も、もらい泣きしそうだろ！」

　薫さんが本当に目を潤ませた。私はおたまをシンクに投げ捨て、ジャンプするように彼の胸に飛び込んだ。

「喜んでご一緒します！」

「日冴、それって一応、結婚もＯＫってことでいいわけ？」

「ＯＫに決まってるじゃないですか!!　もう！　薫さん、好き！　大好き！」

　彼の首をぎゅうぎゅう絞めながら叫ぶ。嬉し涙が止まらない。

　薫さんは苦しそうに喘いで私の手の位置を変えると、改めて私の肩に顔をうずめた。

　私の肩が熱いのは、彼の涙のせい。

「よかった。日冴が嫁さんになってくれるなら、俺、この先も泣き虫のままでいいな」

「いいですよ。私がずーっと抱きしめてよしよしします。一生、お墓に入るまで」

「頼むよ、奥さん」

「オーライです、旦那さん」

　正反対な私たちが夫婦になる。

　泣き虫で適当で強引な彼と、真面目で堅くて面倒な私。

　社内では全然噛み合わなかった私たちが、近づいて恋をして、次はなんと家族になっちゃうのだ。

　嬉し涙があったかくて、喜びが全身を駆け巡る。こんな素敵な未来、想像していなかった。

　新しい世界が開けたようで、私は目いっぱい息を吸い込んだ。

　タバコと彼の匂い。

　私は薫さんの頬に軽くキスをして言った。

「ひとつだけ条件」

「なんだよ」

「私と結婚するなら、公私ともに禁煙してくださいね」

「えー!?　やっぱおまえ、ハードル高いなあっ!!」

　いつかの居酒屋で交わした会話を再現して、私たちは大きな声で笑った。

　私たちが家族になることを決めたのは、今年も終わりかけたある夜のことだった。







特別書き下ろし番外編










発表！　今年の抱かれたい男ランキング




　昼休み。いつもの非常階段を覗くと、薫さんがタバコをくゆらせていた。

「社内禁煙……何度言ったらわかるのか……」

　私のぼやきに薫さんが振り向いた。

「おおー、日冴、いたのかぁ」

　マズイというような苦笑いを見せる。私といるときにはやめているタバコだけど、仕事の休憩中まではやめられていない。ただ今彼は、私との結婚に向けて絶賛節煙中なのだ。

　私は彼の横に並ぶと言った。

「それはともかく、六連覇おめでとうございます」

「ははっ、ありがと」

　薫さんは照れているというより、当然といった余裕の微笑み。まったく、小憎らしい人だ。

　四月頭の本日、社内ネットワークにて〝抱かれたい男ランキング〟の発表があった。荒神 薫は今年も一位を獲得し、前人未到の六連覇を達成した。しかし、この六連覇は去年までとは違う意味を持つ。

「泣き虫だってバレたのにな」

「涙もろくても一位でしたね」

　私たちはしみじみと言い合う。

　実は抱かれたい男投票の直前、薫さんの涙もろさは社内に露見した。

　ちょうど一ヵ月前、第一販売課では営業事務の湯沢さんの妊娠が発覚し、できちゃった結婚することになったのだ。そのおめでとう会の場で事件は起こった。

　本人が振り返る。

「湯沢のお腹を撫でたら、妹と甥っ子のことを思い出して……」

　荒神 薫、思わず落涙……。その場に私はいなかったので、フォローできなかった。それに薫さん自身、もう秘密にする意識が薄れていたみたい。

『飲み会、騒然だったよ』と、同期で第一販売課の福谷が語ってくれた。

　ポロポロ泣く薫さんを誰もが最初は冗談だと思い、笑っていた。しかしそれが本気なのだとわかり、居酒屋は大騒ぎになったとか。

　その噂は、翌日には社内全域に知れ渡った。相変わらず噂が早い会社だ。私のところにも『望月ちゃんは知ってて付き合ったの？』という質問がたくさん来たっけ。

「まー、泣いても、いい男は変わらないって話ですかね」

　非常階段の手すりにもたれ、私は言った。

　薫さんの涙の話題は、驚きと同時に『可愛い！』『セクシー！』『抱きしめたい！』と女子社員の絶賛を受けて社内を駆け巡り、彼の評判をぐっと上げた。

　ほらね。やっぱり女子はほっとかないんだよ、この人の泣き顔を。

「俺も正直、こんなに株が上がるとは思ってなかった。こんなことならもっと早く、涙見せときゃよかったな」

　横からじろっと彼を睨む。この男は、私というものがありながら、まだモテたいというのだろうか。

　私の視線に気付き、薫さんがまた苦笑いした。

「ごめんごめん。俺には日冴だけ」

「別にいいですよー」

　私も彼の涙をひとり占めしたくて、その魅力を知りながらずっと黙っていたんだし。

「彼氏が人気者って悪くないですもん」

　ニヤッと笑い返す。

　そう、私と付き合っていても薫さんは一位だった。去年までは完全にフリーだったし、それが彼を一位に押し上げているのかと思っていたけど、どうも違うみたい。

「我が社の抱かれたい男ランキングって、夢や希望も含めて、男性の総合的な魅力のランキングなのかもしれないですね。だから、泣き虫でも、奥さんや彼女がいても、いい男が一位を獲る」

「かもな。今回のランキングで発表になった五位までのヤツって、全員奥さんか彼女がいるもんな。もしかしてこれって〝甲斐性ありそうランキング〟？」

　私はぶっと吹きだす。甲斐性ありそうランキングって、なんとも所帯染みている。

「確かに。女子はそういうところもシビアに見てますから」

　薫さんが思い出したように言う。

「あ、そういえばこの前、角に挨拶されたんだよー！」

　角くん……といえば、今回のランキングでは三位にランクアップ。そして、彼には最近彼女ができたともっぱらの噂だ。

「羽田と付き合い始めたってのは本当らしいな。本人が報告してくれた」

　羽田さつき女史は片想いを実らせ、角くんのハートをゲットしたようだ。私も後輩の真子から、ふたりの恋の進展を聞いていた。

「ってか、俺に報告ってさ。俺は羽田の元彼でもお父さんでもないぞ」

「上司じゃないですか」

「……あ、そっか。でも挑戦的だったんだよ、角のヤツ。ありゃ、角のほうが羽田に惚れてるな」

　もしそうなら、なんだか嬉しい。

　情熱的で愛情深いけれど、猪ちょ突とつ猛もう進しんで空まわりタイプの彼女だ。角くんが惚れているなら、彼女のよさをきちんとわかってくれているってことだもの。

「おめでたいですね～」

「あいつら結婚まで早そうだよな。負けないようにしなきゃ」

　薫さんは、はりきった声で言った。

「大丈夫ですよ。むしろ勝ち負けじゃないでしょ？　そこ」

　私たちは、この夏に式を挙げる予定だ。式場は薫さんのお友達のツテで、デートに使ったローズクラムワジ東京。ゴールデンウイークには揃って新居に引っ越し、同居がスタートする。まだ今年度は始まったばかりだけれど、仕事以外でちょっと忙しくなりそうだ。

　私は薫さんの横で天を仰ぐ。非常階段から見上げると、ビルとビルの隙間に青空が見えた。桜は散り始めているけれど、春はどんどん深まっていく。

「ねぇ、薫さん」

「なに？」

　こっちを向いた薫さんは、やっぱり段違いにいい男。たぶん、私が出会った中で、一番の男だろう。

「お願いがひとつ」

「なに？　禁煙？　……それはただ今、鋭意進めております」

　薫さんの困り顔に、ずいっと顔を近づけた。そして少しだけ我わが儘ままを言ってみる。

「涙は、私の前だけにして」

「え？」

　意味を量りかねて、薫さんが疑問符を口にする。そんな彼の耳に唇を寄せた。

「泣き顔も全部、私だけのものにしたいの。他の女の子に見せちゃダメ」

　耳元から顔を離すと、珍しく薫さんのほうが頬を赤らめていた。そんな顔されたら、私のほうがドキドキする。

　甘い、数瞬の沈黙。不意に薫さんが言った。

「日冴、午後早退しろ」

「は？」

　今度は私のほうが理解できず、首を傾げる番だ。

「そんな可愛いこと言われて、平常心でオフィスに戻れるか。今すぐベッドに押し倒したい。午後は早退。はい、決定」

　薫さんはとても真剣な顔で無茶を言いだす。勝手に決めて、私を抱き寄せた。そして拒否する間を与えまいと屈み込み、私の両膝の裏に手を差し入れ、ひょいっと私を抱き上げた。彼よりずっと軽い私は、抗う間もなく軽々お姫様抱っこの体勢に……。

「ちょっと！　薫さんっ！」

「よし、このままさらって帰ろう」

「バカ言わないの！」

　薫さんの頭をポカポカ叩き、必死に抵抗する。でも薫さんは全然動じない。もう、困ったなぁ！

　やがて、見上げてきた薫さんと視線が絡む。私は抱き上げられた格好のまま、薫さんにキスをした。

　今はこれで我慢して――そんな意味を込めて。

「今日は絶対残業しない！」

　唇を離すと、薫さんが妙な決意表明をした。

　それは、私も残業するなって意味だよね。

　温かな春風が、私と彼の髪をなぶっていく。私は照れて微笑み、彼も少し厚い唇を横に引き、力強く笑った。

　泣き虫でセクシーな社内一の抱かれたい男は、もうじき私の旦那さんになる。










At a wedding




　小さな頃、夢見た純白のドレス。光り輝くバージンロード。隣にはお父さん、見守る家族、友人たち。

　そして、バージンロードの先には素敵な旦那様が待っている。




　……しかし、現実は案外違うものだ。

　私は固く閉ざされたチャペルの木製扉の前に立ち、ふーっと息をついた。

　さあ、これから挙式という段の花嫁姿でちらっと左隣を見る。バージンロードは、うちの父が一緒に歩いてくれるはずだった。しかし一昨日ぎっくり腰をやったばかりの父は、バージンロードを辞退。

　代わりに一緒に入場してくれることになった〝素敵な旦那様〟は、私のウエディングドレス姿を見た瞬間から涙腺が決壊していた。

「薫さんったら、泣くの早い」

　やや呆れた声でダメ出ししてしまう。

　私の愛する旦那様、荒神 薫は肩を震わせ、目からも鼻からも大量の液体を出している。私の介添えさんが、ハンカチやティッシュを手に、新婦の私ではなく新郎の彼の世話を焼いているくらいだ。

「いや、すまん。……本当に、涙を止めたいと……思ってるんだけど……日冴、綺麗なんだもん」

『だもん』じゃないよ、ダーリン。あなたがあんまり泣くから、入場の時間を五分も遅らせてるんですよー。

　こうならないように、入場するまで彼と顔を合わせないプランニングにしてもらっていたんだけど、まさか父がぎっくり腰とは……計画どおりにはいかないものだ。

　やっぱり別々の入場にすればよかったかな。後悔先に立たずとはこのことですよ。

「三分後に入場します」

　私は顔を斜め後ろにねじり、私たちを見守りながら進行を止めていた、会場の担当者に告げた。担当者は驚いた顔をする。

「あの、よろしいんですか？」

　こんなに泣く新郎を見たことはないだろう若い女性の会場担当者は、不安げに問う。

「よろしいです。問題なしです」

　とびきり冷静に答えると、横で薫さんが鼻をぐすぐす言わせながら抗議する。

「もうちょっと待ってくれよ。日冴のせっかち！」

「待って薫さんが泣きやむなら考えます。でも、無理ってことは私が一番知ってる！」

　言いきると、反論できなくなった薫さんが真っ赤な目をつむり、しおしおと背を丸めた。

　こんなことは想定済み。薫さんが泣き濡れて、最初から機能不全になるってことくらい。

　入場はごまかせても、神父様の前で向き合ったときにはこの状況になるってわかっていた。父のぎっくり腰のおかげで、それが予定より早くなっただけ。

　私は、自分くらいは笑顔でいようと深呼吸する。思い出されるのは、この結婚に至るまでの薫さんの涙の数々……。

　まずは、彼の家へ挨拶に行ったときだ。妹さんと甥っ子くんの前で号泣、私が彼の親御さんに挨拶しているのを見て号泣、そしてご家族に結婚を祝福してもらい、またも号泣。……あのときも泣きつくしてきたっけ。

　彼のご家族は、彼女を連れてきたことより、息子がいまだにこれほど涙もろいことに驚いていたもん。

　お世話になったネジ工場の社長さんに紹介してもらったときは、社長さんとふたりで奥様の仏前で号泣していた。それを見守る私と社長の娘さん、という不思議な構図。

　そして我が家での挨拶は、うちの父に『日冴をよろしくお願いします』と言われた瞬間に泣きだした。真っ赤な顔で肩を震わせ、『俺が幸せにします！』と宣言する薫さんに、うちの両親も弟もおののいて……もとい、驚いていたなぁ……。

　泣き虫の薫さん。もう慣れっこですよ。妻になる身としましては！

　とはいえ、ふたりで準備してきた結婚式だ。綺麗めでシックなＡラインのドレスも、薫さんのシルバーのタキシードも、席次も、会場の装飾も、料理も、引き出物も……全部ふたりで考えた。できることはなんでもふたりでしてきたし、意見がぶつかれば喧嘩しつつも入念に希望をすり合わせた。その労力がどれほどのものか。

　すべては、今日の式を成功させるために払われた努力だ。

　彼が泣いてしまうのは想定していたけれど、やっぱりちょっと残念な気がする。私たちが結婚式に費やした努力より、招待客には薫さんの涙のインパクトがすべてになってしまうだろうから。

「ごめんな、日冴」

　薫さんが小さな声で謝った。私はドキッと胸を弾ませる。心が透けてしまったのかと思った。私が残念だって感じていたことに、彼は気付いてしまった？

「大事な場面なのに、俺、こんなに情けなくて」

　私は首を横に振った。頭につけたバラの生花が揺れるくらい、ぶんぶんと。

「いいの」

　だって、そんなあなたに恋しちゃったのは私だから。そのことに後悔はない。

　そりゃ、普通の式にならないのはちょっぴり残念だけど、個性的な式ってことで、みんなの心には残るんじゃない？

　なにより、私にとっては大好きな人との結婚式だもん。最高の思い出になることは間違いない。

「薫さん、泣いていいですよ」

　彼に耳打ちする。

「いいのかよ。これでも結構耐えてるんだぞ」

　彼は情けない声で言う。これで耐えてるって……充分、泣いてますけれど。本気を出したら、式の間に脱水症状で倒れちゃうんじゃないの？

「いいです。他の人にはあんまり見せてほしくないけど、今日は特別。薫さんの嬉し涙、みんなに見てもらいましょ」

「日冴……」

「最高のノロケだと思いません？　結婚式が嬉しくて泣いちゃう新郎なんて」

　私の言葉に、薫さんの瞳がさらにウルウルッと揺らめいた。感極まった彼の腕がにゅっと伸び、私の身体を引き寄せる。情熱的にそのままキスでもしちゃいそうな勢いで。

「きゃあ！　ブーケが！」

「御お髪ぐしが！」

　慌てたのは介添えさんと会場担当者の女性だった。

　私は苦笑いしつつ、薫さんの抱擁から離れる。確かにそうだ。今、熱烈に抱き合ったら、せっかく時間をかけて仕上げた綺麗な花嫁スタイルが台無しになってしまう。

「続きは式のあとかな」

　もう一度耳打ちすると、薫さんが涙を拭って頷いた。

「おう、初夜どんとこい！」

　こらこら。まわりに人がいるんだから。

　ともかく、肉食荒神が顔を出したら、ちょっと涙は落ち着いたみたい。

「それでは、十秒後にドアが開きます！」

　会場担当者が小声で私たちに案内する。チャペルの中から賛美歌が聞こえ始めた。

　重厚な木の扉がじわじわと開いていく。私は彼の右肘に腕を絡めた。チャペルに集った、私たちを祝福してくれる人々に向かい、深く一礼する。両端に居並ぶ招待客は、薫さんの目も鼻も真っ赤なことに気付いているだろうか。

　きっと気付いているだろうな。彼が涙もろいと知っている会社の人間ばかりだもん。

　彼とともに一歩踏みだしながら、私は思わず笑ってしまった。

　嬉しくて泣く薫さんと、嬉しくて笑う私。

　私たち、一緒にいたらちょうどいいね。悲しいときも楽しいときも、彼が泣いたら、私が笑おう。そうやって並んで生きていこう。

「幸せ」

　私がささやく。薫さんも小さく答えた。

「俺も今、そう思ってた」

　私たちの結婚式にて。

　ささやかなお話。





〈了〉












あとがき




　このたびは『秘密が始まっちゃいました。』を最後までお読みくださり、ありがとうございます。楽しんでいただけましたでしょうか？

　さて、ここで質問です。本文中、何度も出てきましたが、『抱かれたい男』ってどんな男性でしょう？　有名俳優を思い浮かべる方もいるかもしれません。箇条書きにできる理想がある方もいるかもしれません。お金があって、イケメンで、スタイルもよくて、手が綺麗で……。でも、そんな要素百パーセントでできている人はいないと思うのです。どんなイケメンだって、カッコ悪い弱点を持っているはず。

　本作は『抱かれたい男』のギャップ物語です。え？　そんな一面が？　というところから、ふたりの秘密が始まり、やがて恋へと繋がっていきます。真面目すぎる主人公・日冴と、ある弱点を抱えた荒神さんが近づいたり離れたり……。ベリーズカフェ上では『抱きたい男』というタイトルで発表させていただいた本作ですが、いろんな意味の『抱きたい』を読者の皆様にも感じていただけたら嬉しいです。

　本作は私にとって、二冊目の書籍化作品となります。前作『仕事しなさい！』の発売直後に今回の書籍化作業が始まりました。一度書き下ろした原稿を見つめ直すというのは、構築した世界を多くの方々と共有しながら、厚みのあるリアルな世界にしていく過程です。私ひとりの物語だったものが、命を吹き込まれ、鮮やかにカタチになっていく。文章を書く身としてこれほど嬉しいことはありません。とても有意義でありがたい時間でした。再びこんな機会をいただけ、ただただ感謝です。

　最後になりましたが、キュートでポップなイラストを描いてくださったソウノナホ様、デザイナーの金子様、相変わらず我儘な私に今回もお付き合いくださった説話社の三好様、本文改稿の直接担当をしてくださった矢郷様、お忙しいところたくさんのご配慮をくださった担当の堀口様、皆々様に御礼を申し上げます。

　そして最後の最後に、困った荒神と生真面目な日冴を愛してくださった多くの読者様と、忘れてはいけない家族に最大級の感謝と御礼を申し上げまして、最後の挨拶と代えさせていただきます。

　またお目にかかれますよう、次回作の執筆に入ります！





砂すな川がわ雨あめ路みち
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秘密が始まっちゃいました。
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